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! 日本の住まいにエックス I  

フラス の間代

給 湯 も 暖 房 も や っ ぱ り ガ ス

大阪ガスでは、 L NG(液 化 天 然 ガ ス ) を主原料とし、

石 油 の 比 率 を l 割 以 下 に す る な ど 、 脱 石 油 に 努 め 、

都 市 ガ ス を 安 定 して お 届 け で き る 体 制 を 整 え て い ま すユ

お湯と暖房をひとまとめにしたエックスは、

この都市ガスをムダなく上手に使うエコノミーシステムですL

そのシンフワレなしくみでご好評をいただき、

マンションなどの集合住宅をはじめ、

一 戸 建の分譲住宅、それに、注文住宅と、

ご 採 用 件 数 も す で に4 0，0 00戸 を数えていますユ

エックスで、まとめてみませんか、お湯と暖房。

- シャワーが.使えて、 6 室まで暖房できます。

お台所はもちろん、 シャワーや洗面所で、お湯が使え

て、お部屋では清潔な? 跡L暖房 が楽しめる・・・。

「エックス」は日本の暮らしに合わせたひと味ちがう

給湯・暖房システム。しかも、新配管方式の採用で、

あとからでも簡単に暖房する部屋を噌やしていけます二

また、お風呂への給湯ができる、給湯能力13号 タイ

プもありますユ

. ムダをはぶいて、ガスを効率よく使し、ます。

「エックス」は暖房や給湯の使用状態に合わせて

ガスの消費量を自動的に調節する新しL、燃焼方式

を採用。また、使わない部屋まで暖房するとL、った

ムダもなくなりました。このように、システムの効率を

アップすることで、暖房賀を極力おさえてL 法七

(1室11時間あたり約35円) ( 当社計算データ〉

. 価格は工事 費も含めて、



日本建築協 会 会 告 一 一 一

4 建築技術選書第12号「ソーラーハウス」

発刊

合同忘年懇親会開催

4 日 本 建築 協 会

建 築 ク ラ ブ

11片10 日に、建築技術選，.!"Hl'il 2号 「ソーラーハウス」が発刊されま

した 。11者の内山武夫氏 ( 新 日 本 空 調 名 古 屋 支 庖 ) は、向宅にもソ

ー ラーハウスを試みられており、その体験にもとづく内平等は、住宅

関係者ーやユーザーに役立つユニ ー クな実践的資料となるものです 。

ぜひこｾ ， ｨｹｴｾｾ Ｇ ｃ をおすすめいたします 。 定 価 ￥ Ｑ ， ＰＰＰ ですが、会以もし

くは会以のご紹介の方で、日本処築協会事務局まで只いに米られた

Ji には l 訓引の￥ 900で頒布いたします 。送付ご希望の方は送料を

ご負 j l J 下さい 。

なお、 12月初旬には、池図有隣 ・船 越 路 由 ( 京 都 工 芸 繊 維 大 学 )

おーに な る 「 医 院 ・診療所の計聞」が発刊される予定です。

建 築 技 術 選 警 の l 号から本年中発刊予定の13号 ま で の 概 略 は 、 下

記のとおりです。いずれも定価￥ 1，000 ( 会員 1割号 1) です。

Ｑ Ｉｊ，ｉｲ Ｏｬｪ 往築界 の 名物ｾ J・'J'; として N凶 400名前後の，建築関係者が集い、

縦しまれておリましたA : II，J 闘における忘年慾説会は、石油ショ ック

以後低迷する統治状勢の '1' で今日まで 'I'JI 欽しておりましたが、こ

のたび会以多数の裂唱もあり、また建築弁抗tfl17Lの，即時を深める必

裂も A与えて、 ｉ ，Ｇ， ｩｾ のとおり協会、クラブ介ｼ司で Ｑｾ ｾｊ ｩｉＨ［ することになり

ました 。

つきましては、明るしい80年代を! 切符して、裂しいひと時をともに

過ごしていただきたいと存じますので、何卒お誘い合わせの上、多

数ご参加下さいますようお朗自い申し上げます。

茶 室 の 話
岡 田 孝 男

茶室設計に必要な柿々の約束事を多数の図や写真で初介

猛中 村

ヒートポンプを用いた省エネルギ一空調システムを図解

ビルの省エネルギー2  

建築とコンビューター 13  

II?{ 和54年 12 JJ 14 け( 全 ) 6  Il .'j → 8 1l.'f 

太郎JIMI ( ピュ γ フ ェ ・スタイルのハーティ )

大ｼ似 ､ ｩ 行 ｉｉｽＺ ，ｾ ｉｺ＼ｾ制 ｽＺＺｪｬ 町 Ｙ 祷 Ｑ Ｐ 号Ｇ必 ｉￎｉ 可 ＰＶＨＳＵ Ｑ Ｉ ＸＲＰ Ｑ 番

( ボW.x: k 抗駅よりj J lj へ 徒 歩 10分 ・rl iパスJ. !，[IJ ! HI3よ 1) 徒歩、 5

分 )

5 ，OOOl' l  ( 日IJ に多似の布Ii 助カ、あリます )

ニ'1MＱｪｾｊ ですが会代を添えて ｉｲＧ 込 ｗｊ /l IJ <!J ( l l } -J  12日→ 12月 5

日) に日本，建 築 協 会 総 務 課 (231- 9648) までお越し下さい 。

( j 二Hi f1休日 )

rr 込持には; 忘年懇親会参加証をお渡しします。

時

場

日

会

費

. 6.  

:n: 

魚木靖夫

7 イコン ・ミニコンによる宇品造設計の初歩から応用まで

都市の下水処理 松 永一 成

都市の裏方、下水処理! の法本を 130枚 の 図 ・写真で紹介

4  

すまいの語録5  
茶 谷 正 洋

400の諺で綴るユニークなすまいのチェ γ クポイント

コンクリート工事の管理6  
奥 島正 一

工 ・，' ; 院理 ・施工管理の要点を記。|車、試験の注意点も併記

須 賀 好 富

梁・柱編

情造計画の基本を 150枚 の 図 を 駆 使 し て 解 説

構造計画とやさしい力学 17  

定 員 300r，

〈会員有志、による余興) ( 楽団演奏〉

お土産 11'01市有全1 J . に贈呈

抽 せ ん 当せん者に会以イ ｔ 志の寄贈品進主ｾＮ

お願い (l )Jji 令送イ止め申込も前記ltJJtf¥I"1'に!日nいます。

(2)111lf/; - 1 ' ; - 名簿を作成しますので巾込の11:祭に氏名 ・勤務先を

ぉXil らせ F さい 。

(3)可l 込 者 で12月 8 E l までに欠席のお知らせがない場合は会

伐のご ft jll を! 頗います。

(4 )当日は参加証番号で受付いたしますから必ずご持参願い

ます。

山 片 三 郎

現 代 に 生 き る 伝 統 あ る 建 具 の 全 て を 図 解。主要寸法記，1在

建具の知識と意匠B  

木 村 利 雄

エレベータ ・エ スカレータ ・ 立体 Ｑ 駐車場の唯一の入門 ［ｉｾ

エレベータ9  

10 構造計画とやさしい力学 2

Fi ij 占と併せ基本事項を網罰t

屋根・架栴・その他精進編

須 賀 好 宮

Utl 和55年 1  月 4  日( 金) 2 1l寺一 311寺

(  IJ f. J始 が30分おそくなりました )

大阪コクサイホテル 8 階 大 ホ ー ル ( 大 阪 市 東 区 内 本 町 )

2，000円 ( 申込者で当日欠席されても会費をいただきます)

12月14 日までに会費を添えて日本位築協会総務課までお申

込み F さい 。

4 建築 8 団体合同新年交礼会

時日

場

費

込

会

会

申

日建「接点」研究会

その盲点と解決法11 建築と設備の接点 1

設 計 や 現 場 施 工 に お け る 接 点 問 題

内 山 武 夫

住毛関係者とユーザーのためのすぐに役立つ実践的資料

13 医院・診療所の計画 池4r h嘩 由

診療行為の解析をもとに名室の設計の要点をずばり示す

問題点と盟ましい計画法12 ソ ー ラ ー ハ ウ ス寄付金の受領

このたび名祥正会民大下J t l ii 三郎氏より満80- l を迎えられた内祝として、

本会事業資金の一部に金也封のご寄付を阪般いたしました 。

ここに諒して l写〈御礼申し上げます。

1  也築 と辻全 1979年 11 円サ

日本建築協会社団法人



一一一一日本建築協会会告

第 13回光学五学会関西支部連合講演会ご案内

ｾ＠ r太陽エネルギーの利用と光変換技術」

省エネルギー問題が大きくクローズア ップされ、新しいエネルギ

ー資源の開発とエネルギーの有効利用について、{ ，，;.極的な取り組み

がなされています。

光学五学会では、今回は、特に太陽エネルギーの利用にスポ ッ ト

を当てるとともに 、技術革新の著しい光センサーに関する最新の研

究と応用について、その解説と展望を斯界の権威に、ご講演いただ

くことになりました 。 そして皆様と一緒に、この身近なテーマにつ

いて、現状を認識し 、 その将来を考えてみたいと思います。関 係 学

会員はもちろんのこと、学会員以外のかたも多数ご来耳車くださいま

すようご案内申し上げます。

日 時 昭 和55年 1 月 25 日( 金 ) 9  :  30- 17 :  05 

会 場 阪急、ターミナルビル141;皆 島 沖 ホ ー ル

大阪市北区芝田 1 - 1 - 4 ( 屯 話06- 373- 6522)

主 催 日本写』工学会西部支部 日本分光学会関西支部 日本色彩

学 会 関 西 支 部 ! 照明学会関西支部 応用物思学会光学懇話

ｾエ h  

協 賛 空気調和衛生工学会近畿支部 日本建築協会

I

L

 

--

H

 

9  :  3 0 - 9  :  35 刷会の昨 ( 応用物J ' l t' 予会光' 字懇話会 )

9  :  35- 10 :  40 光エネルギーの化'γ: (I(j 変 役/ 羽 111 五 ( 広大工)

10  :  40- 11 :  45 光屯変換ぷ ｦ ーの松 ｪ ＡｩＺ の 動 ｉￎＧｊ Ｏ 鈴木佐 ｾＧ､￭ ｦ， ( 浜松テ

レピ )

11 :  4 5 - 12  :  45 休疋!

12 :  45- 13 :  50 ，} J 、外センサー/ 山 見 I  (  ( 東芝総研 )

13  :  5 0 - 14  :  40 トピ ッ クス， ［ｾｩ￬ｾｩ : ソーラーハウスについて/

内山武夫 Ｈ 新 ｲ ｬ ＭＱｾＧｾ，ｾ，司 Ｉ

14  :  4 0 - 14  :  50 イ本厄!

14 :  5 0 - 15  :  55 金光の利用 / 1) 上総 記三 ( 阪大工 )

15 ・5 5 - 17 : 00 太陽熱発1正システムの現状と将来への Jl( 噌/

谷 反犬 Ｈ 屯総 ｾｊ ｦＩ

17 :  00- 17 :  05 閉会の，f ; ' f ( 日本 "j: f!: ，'t 会 11日1¥k:ffI ¥l

・参 加申込みについて

参 加 費 ｬｩ 学会 ｪｾ および協Ｑｴ学協会員 Ｚ 4，000円( 会社一般 )

2. 500円 ( . 下校 1I 、| 立研究所 )

ヲ 協 会 以 外 5，000円

'1・'1ミ: 1，000円

( いずれも こFf ，'::j 集代を含む )

く イ叶 ω よ ｒ のみ希望の場・合・ Ｑ ， ＰＰＰ ＱｬｊＫ送料 ＲＰＰ 円 Ｈ 議 ￬ｾｩ 会終 ｦ 後郵活 l>

申込み締切 昭和55年 1 月16 日( J K ) 必Ji

申込み場所 干530 大阪市北区堂 !::iI兵 2 一 1 - 251民J j 1Lj ' ，[ 公協会内

!!(l ，明学会関西支部 中村 ifx次 ( 屯 話06- 345 - 6351 )

- 日本建築協会の展示窓 ご紹介 1111111111111111111111111111111111111111111川 111川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川川11川川H川川H川川11

第45回 展 示 写 真

「芦屋浜シーサイドタウン」

砂 展 示 期 間

昭 和54年 10月20 日→12月20 日 ( 2 ヵ月

間・予定)

砂 展 示 場 所

大 阪 、 京 阪 電 鉄 ・ 地 下 通 路 ( 北 浜 寄 り

南側ショーケース)

2  

21 世紀の未米住宅都市の実現をめざして主主設が進められていた全〈新しいタイプの住宅都市「戸屋浜

シーサイドタウ ンJ が、この 7J J に誕生いたしました 。

これは、きる昭和47年におこなわれた建設省 ・兵1. 11保 . ＯＷ 屋市日本 ｌ ｩＺ定公団 ・ 兵 ｉ ， ｉ ｉｾｾｉ 主定供給公社

七1，-j . : J辿築セ ン ター主H l i による「工業化工法による戸屋浜向層住屯プロ ジェクト徒系競技J に第 l 位

入選した A S T M企業述令の徒主総が実施されたもので、企画1 ・設計から生産販売・維持位= 製までを含む

広範囲 大規伎なプロジェクトとして広く注目をあびてきました 。 また、「良質で適正佃i絡め向 j符住宅の

1) 日発J と「高層住宅団地における良好な住環境の強制ii J をテー? とし、約20万 zげの土地には趨向! 習を含

む52縦約 3，400戸の住宅が建設され、これからの住環境のあり方を示す新しい試みが随所になされてお

ります。

調b

司九
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⑥ 1917年 創 刊

通巻692号・第60集・ 1979

表紙デザイン 。永田祐三

私 の 好 き ヰ 景 色 11.

Uxmal  Nunnery Quadrangl e 

あ ま り に た 〈 串 ん の7 ヤ 文 明 の 廃

場 を 見ていると 、 はじめは楽しい

の で す が 、 し ま い に 気 が 滅 入 っ て

きます。

特集予告

. 1 2月号 / 建 設 推 の 労 務 事 情

園 1 月号/ 80年代 の 都 市 と 建 築

・2 月号/ 今後の省 エ ネ ル ギ の趨害事

.3月号/ 銀行特集

安 井 建築 段 計 事務 所 作 品 経 歴

編集委員会 ( 昭和54年度 )

編集委員長 :  滞柳 他

，iof 川 陥 ー : 中 村 正 三

編 集 理 事 j  ・施工材料分1桧

，iof 川 陽一: 旋川 j古徳

井 1. . i見 : 1珂UJ 1Yf'JL 

今州祥日目: * 刈木刷日1 >

)%. UI l'Ii :  付 l 元彦

小林 h'l ・法令分料会

絵 付 峰三 ; 本岡 111 じ日11

竹' 1' 錬- : ｾＮＺＡ ＮＮｾ一三

， ｩ￴ｦＧ ｴｉｾ 太 郎Ｚ ・ ｬ 糊働 ｬ Ｍｴｩ ｩ 全

菅 谷 健 児 : J: II 野 洋三

鈴 本 :fE二 : 沢凶 (1JI 

渡辺 ' と ，:'S的尚l I {i

編集委員 :  111中 (， 1市

o J¥.ft f¥l雄 o寺井 (，1夫

. a十間 分 科 会 i 衆良 銭ー

池端 信 : 娘 米 淳 一

稲 垣 雅 彦 : 山 口 林 約

河 n 浩ri

極 谷 f手翁

谷口 r，lt 彦

iJf'!! ｾｦｉ＠

中林 浩

丙村f正一郎

山 元 弘 制l

. ，昌造 分 科 会

井上 一朗

* 北村 (費y}

坂 舟二

棚 橋 秀 光

谷地 l刻L

I i l ' i 井元 II{{

.，st 倒分f ' f 会

ｎｾ 井 ＧｾￎＨ

ii1f lll リ'1.

* 河 川 崎 之

{ 主 藤 険 ニ

Ｎ ｪｪＺ陥 相 ｾ ｉ 毎日全

0 木 村 /;lt 彦

凶 '1' 直人

竹 中 啓 介

締 本 態 夫

・広告1画面l唾i目金

安 芸 洋 一

宕僑 - Y2 

間 本 弘 之

坂 啓恒l

m 昭夫

ぬ111 民彦

，1!j 111 i¥'I 

平 絵 手'1ー

怯 本 亮二

三以 前 敬

Ull lI !l[村，

官 111 JE三

O  渡辺 止

。印 刷 岳 IIl ，H II 俳・1¥

制 J l l 人 松 井 II ({ 光

.n .Iii 'J U{{ 制154 $1・ 11 )1 20 IJ 

発 行 II({ 和 54 年 11 )1 25 IJ 

発行人 lf IU 悦 二

党行所 ( 社) 1 I 本建築協会

大阪ｯｉ ｪｾＨｰｃｪｴ 浜 ＳＭＳＷ

'0[': 06- 231- 9648 

ｪＡｈｾｉ ， ｲ ｯｊｩ＠ 大阪 39975

印刷所大( ，1印 刷 株 式 会 十 |

ｾｌＺ＠ 06- 451ー 7631( ( U

日本"j : . tMI I 刷l株 式 会 IJ

・，L: 06- 606- 1 11 l(仰

必 悩 6 5  OI' J  Ｈ 送料 ｾｉ ｊＩ

1  1  

品 、 t t

""1=> 

新建築

特別企画

中国を訪ねて く9 )  

法令 コーナー 142

新建材紹介コーナ - 4 3

読者の頁

建築と社会ニュース

シ リース

建築の眼

特 集 ・

JitJ 十市I¥I "J

Ｎｦ， ｙｾ＠ i!i ;-'fl¥ f" J  

ぷ1/iil 部 門

U血J 二日111" J  
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'0/ 1' ;.62ベーシインテ '1 7"1: 111)' ，1; 1珂" ｲ 地池本 社 ビル ｩ 立ｬｬｊｾＢｦ［引 ｊ 町 中 て地 ｩＺＯ ｉｬｯＧＱｩ輩 株式会社とむ っているのを『 鳳不動産

株式会社』に，l J JI ケ「るとと L に. . ; ; しん でお花びいたします
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ニュープラザビル

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

4  

施 工 金 山 工 務 底

所 在 地 大 阪市 北区 太 融 寺

2  - 21 

敷 地 面 積 491. 6日m'

建 築 面 積 504. 36m'  

延 床 面 積 5，679 . 36 m'  

構 造 規 模 S R C 、8 1 、13 F 、

P l  

工 期 昭 和53年 6 月~

昭 和54年 7 月

オフィース街と祢; 楽街の接点に

位置し、下階 3 層に街路扱いさ

れた通路およびl次抜を持つmi'¥iIi

を上1>皆にオフィースをまた松上

1>皆にレストランを擁して怨てら

れたものである 。

仕 'JI場における生前は人によ っ

て家庭生活より長時間 であるか

もしれない。古代社会において

は仕 'JI場と家庭生活が極〈近い

土品所てオ子われており、 It Ｇ ｉ ｾ ｪＭｊ，［ ｪ で

の生活は人情l性也かな物では無

かったか II 現代に至 ってr，j lrli

生前者の始どの者が仕! j' ;.t. t j と家

庭生活 ｩ とを切り縦され、 ｗｊￆｾ Ｑｩｪ

一化された無l味乾燥な仕・] ¥. 場で

生活している 。 しかし一部では

家庭生活をする場である都心部

のマンションに仕 'JHJ.; を求め、

n由で人間的なEZi 岐の rl' で生活

している人々もいる 。

- 1 ' 1 . 述は仕事場の復権を求め、仕

Ｇ ｊ ｾ ｪＭ ｰｪ における人々の人間陀ｊＺ ｊｾＱ か

な ｈｾ 合が出米ることを府Ａ っ てい

る。
(Jf i J Hl 犬)

。
φ ..... 

・."

1階平面図

ｾ＠



日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

昭 和53年竣工工事優秀施工表彰作品

落 合 団 地

鷲 洲 ( 2  ) 市街地 住 宅

箕 面 粟 生 団 地

毛 馬 大 東 市 街地 住 宅

大 原 台 団 地

名 谷 団 地

泉 北 城 山 台 団 地

北 豊 中 団 地

玉 串 ( 2  ) 市街地 住 宅

桃 山 南 団 地

長 柄 浜 通 市 街地 住 宅

武 庫川 団 地

八 回 北 町 団 地

新 多 聞地 区

向 島 市 街地 住 宅

尾 崎 団 地

日 本 住 宅 公 問 関 西 支 社 |  住 宅 公 団 指 定 業 者 広 告 白 次

昭 和53年 優 秀 地 工 表 杉 業 者( イ;ぶ)

事| と式会社今 ilG品11

事| と式会社カンダ ン

h町村山問医l

大 阪f丘公工・1'; 株式会干 l

三宅' ; 1 1 : 公株式会社

株 式 会 社 大 本 U f， J，lj

浦 安 工 業 妹 式 会 社

株 式 会 社 ノ'K1:11  koll 

株 式 会 社 熊 谷 組

側、式会主i ル |二車11

明干n' L i ' 工業株式会社

内 山 紋J也ill ，没株式会社

倒防Ｎｾｾ｜株式会キ ｩ

ｾＧＱ Ｍ Ｑ 二 ＺＺＡｦｩ［ 株式会社

三こi('11 l : 機材之式会社

株 式 会 社 必 l付 r.，ff， J，l. i  

|見Ii ' 可造! 利上水株パ 会 社

三 機」二業株式会十i

山'I ｾＧｍ処 ｩ 設妹式会 ｦｪ

II!{ 府lア ル ミ ニ ウ ム 妹 式 会 社

ア イ ホ ン 株 式 会 社

小 林 鋭iiE株 式 会 社

三 栄池村r : : ! f i ;一株 式 会 社

D X ア ン テ ナ 株 式 会 社

点 'IF工 業 妹 式 会 H

日本1丘 公 シ ル パ ニ ア 株 式 会 社

三 ｊｉｾＮ 産業株式会社

iりl 6J f化"，/，工 ;!f: 隊 式 会 社

( 11，) 級順)

5  



件/

① 落合団地

② 鷺 洲(2)市街地住宅

③ 箕面粟生団地

④ 毛 馬大東市街地住宅

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

昭 和53年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 作 品

昭 和 53年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 P R ( 順不 同 )

株 式 会 社 今 西

大臨市天王寺区上本町 ) - 2- 1(上六ピル)

組 T E L 0 6 - 7 1 9 - 3 3 6 1  

キ直

箕 面 葉 生 団 地 c ・D 地 区 造 園 工 事

大阪府八尾市大字山畑 3 6  6  

園 T E L 日729 - 41 - 8  1  8  2  

ヰサ
古

同 f:a-t 

落 合 団 地 C 地 区 建 築 そ の 他 工 事

鴛 洲 (2)市 街 地 住 宅 B 地 区 衛 生 設 備 工 事

大阪市住 吉 区万 代東 6 - 3  

株 式 会 社 カ ン ダ ン T E  L  06- 672 ー 1 2  8  1  

毛 馬 大 東 市 街 地 住 宅 D 地 区 電 気 工 事

大阪市 旭区高殿 2 ー 10 - 14  

大 阪 電 気 工 事 株 式 会 社 T E L 。ト 9 2 4 - 2 7 2 1

6  



① 大 原 台 団 地 ③ 泉北城山台団地

② 名 谷 団 地 ④ 北豊中団地

昭 和 53年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 P R ( 順不同)

大 原 台 団 地 B 地 区 高 層 屋 内 外 電 気 工 事

大阪市都島区片町 1 一 日 ー 14

泉 北 城 山 台 団 地 A 地 区 屋 内 外 衛 生 工 事

大阪市北区天満 2 - 3  - 5  

ー 宅 電 気 株 式 会 社 T E  L  06- 352 ー 1 0  1  1  浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  06- 351- 1  5  0  2  

名 谷 団 地 C 地 区 高 層 建 築 そ の 他 工 事

神戸市生田区下山手通 3 - 32 

北 豊 中 団 地 I 地 区 高 層 建 築 そ の 他 工 事

大阪市都島区東野田町 1 - 1 - 4

株 式 会 社 大 木 工 務 唐 T E  L  01ト 321 ー 1 3  4  1  株 式 会 社 水 間 組 T E L 0ト 3 5 2 - 3 1 2 1

7  



日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

昭 和53年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 作 品

昭 和 53年竣工工事優秀施工表彰業者 P R
( 順不同)

玉 串 (2) 市 街 地 住 宅 A 地 区 建 築 工 事

大阪市都島区片町 2 ー 10 - 5  

桃 山 南 団 地 近 隣 公 園 造 園 工 事 大 阪 市 淀 川 区

株式会社 熊 谷 組 大 阪 支 唐 T E L 日ト 352ー 1 1  5  1  内山緑地建設株式会社大阪支庖 T E L 0ト 304 - 7 9 6 7

桃 山 南 団 地 C 地 区 低層 建 築 そ の 他 工 事

大阪市都島区網島町 6 - 25 

長 柄 浜 通 市 街 地 住 宅 D 地 区 電 気 工 事

阪市北区中之島 3 - 2 - 4

株 式 会 社 井 上 組 T E  L  0ト 352- 4031- 4  朝 陽 電 気 株 式 会 社 T E  L  06- 385 ー 1 3  6  1  

桃 山 南 団 地 C . 0 地 区 屋 内 外 衛 生 工 事

京都市南区吉祥院池ノ内町 1

長 柄 浜 通 市 街 地 住 宅 B 地 区衛生設備工事

大阪市北区西天満 3 - 6 ー 14

明 和 管 工 業 株 式 会 社 T E  L  075- 681- 7  1  7  1  第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  06- 364- 6  6  6  1  

8  



昭 和 53年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 P R

武 庫 川 団 地 J 地 区 高 層 屋 内 電 気 工 事

大蔵市北区西天満2- 6- 8 (堂ピJレ)

三 宝 電 機 株 式 会 社 T E し 日 ト 364 ー 1 4  7  1  

八回北町団地第 2 期 B 地区高層建築その他工事

大 阪 府 県 塚市 鳥羽 183 ー 1

株 式 会 社 薮 内 工 務 庖 T E  L  0724 - 3  3  - 2  0  0  1  

新 多 問 地 区 1 号 公 園 整 備 工 事

神戸市兵庫区下河盈 2 - 2  - 21 

関 西 造 園 土 木 株 式 会 社 T E  L  078 - 575一日451- 5  

写真提供 (50音順)

株式会社大林組( 武庫川団地)

株式会社銭高組・フオー トサービス富士( 泉北城山台団地)

株式会社松村組( 向島市街地住宅)

( 順不同)

向 島 市 街 地 住 宅 A 地 区 衛 生 設 備 工 事

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 22 

三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

T E L  0 6 - 2 0 2 - 3 0 5 1  

尾 崎 団 地 F 地 区 建 築 そ の 他 工 事

大阪市都島区内代町 4 - 3 一

高 藤 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E L 日 ト 町 一 2 1  8  0  

金 問 。 東 地 区 第 3 ー 1 工 区 整 地 工 事

大阪市都島区片町 2 ー1 0 - 5  

株式会社 熊 谷 組 大 阪 支 庖 T E し 日 ト 352- 1  1  5  1  

9  
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117{ 和 アルミ独自のスウェージ‘ング力11 L技 術 で

つくられた継白なしテ ーバ ーポーノレ。

アルミヰ寺有のシノレノ f 一 色 となめらかな1111紡i は、

いつまでも変わら尚美 しさを保ちます。

ー テ ーj イ ー レ 組白目白. ーーィーn

ＺｊヨーｾￎＱ〓］凧・
ー ー ー 資 料 献 及 ひ'お問い合わせは昭和アルミニウム線王究室位各支后ポール限まで

11:・242 22222REEfS22:222::122c;:J 22設 定!Z忠 告332321送;372ii 持誤認i総長翠
'‘-...・ 大阪宣底 大眠市北区小松原町 Ｒ ＱＱ Ｔ 号Ｈ大幅 官 由主命ビルｽ 官 ｻ倒 ＳＱｾ ー印刷亨印 有ヒ聞 東宮 集 長月 世 ( 0285) ぉ - 2211 位 怠 ・ 輯 阿 世 ( 位63) 時 7175

1T1; [ - r，'，. ， 福 岡 支 底 福 岡 市 中 央区 天押 4 丁目 4 醤 3 0 号{ 天 押 西 江 ヒ 川 世 間 2) 771 田 沼 〒 810 金 沢 営 実 間 宮 ( 0762) 43 - 5534

資 料 開 京 静

ポ ー ル

撞 築 と 社 世

554  .  11 



3 1 7 . イホあコインq ーホン

ノ

て二一歩すすんだ安心保証。

イザイノとし、うときのお隣りさん

警報・表示灯付

共同住宅用に開発した玄関子機。警報音と同時に赤い

表示灯が点滅し、「どの家が非常事態にあるか」一目で

わかります。

I B- DA ( 0形玄関子機)

I BM- 1AK 

( 親機)

@コミーョンーメ十
? イホY 綜 武8 1 1

本 社 ・ 工 場 名 古 屋 市 熱 田 区 神 野 町 2 ー 18 ( ⑤456)  

京 都 営 業 所 公 <075> 代 315 - 2540 京 都 市 南 区 吉 祥 院 河 原 町 3 (⑮ 601)  

大 阪 営 業 所 n <06>  代 98 1一7851 大 阪 市 東 成 区 深 江 南 l 一 1 - 33 Ｈ ｾＵＳＷＩ＠

神 戸 営 業 所 まま く078> 代 577 - 4891 神 戸 市 兵 庫 区 水 木 通 3 - 3 - 7 ( ⑤652)  

高 松 営 業 所 公 <0878> 代 33- 1481 高 松 市 西 宝 町 1 - 1  2  - 2  ( ⑮760)  

広 島 営 業 所 公 <0822> 代 92- 8 16 1 広 島 市 中 広 田J 2 - 5 - 1 5 ( ⑥733)  

札 幌 ・仙台・大宮・東京 ・東 京 東 ・東 京 商 ・多摩 ・償浜 ・静岡・名古屋・金沢 ・福 岡

建築金物の未来を

みつめる

建設用鋳鉄器材をはじめとし、

ステンレス、アルミ製品等々

あらゆる用途に答えるべく、

研究開発に前進しております。

日業品1- 1

. ルーフドレイン

. 床排水 トラ ップ ・掃除口

. ピット 金物

. グリース卜ラッフ

. マンホールカノ〈ー

. 水道用鉄釜 ・雀

. 下水道用人孔鉄蓋

. 足握手金物

. 鋼板製グレーチング

・ ダクタイルグレーチング

. 側溝用鉄蓋

. ベンチレ ーター

. 床下換気孔

. フ ロアーハッチ

11. 



用 'じ
鎖

安心して御使用になれる二重ロック式です. グ

日 本 住 宅 公 団 御 指定品

民

H
U

. 二 重 ロ ッ ク 式 の 特 長

・ 外 部 か ら は 簡 単 に 開 錠 で き な い 0

・ 開 錠 は ワ ン タ ッ チ 式。

・ 鎖 は 強 力 型 使 用 。( 引張強さ 500 kg/  cm' )  

・ 主 要 部 に ス テ ン レ ス 鋼 使 用 。

・ 完 全 防 錆 処 理 を 施 工。

・ 全 ス テ ン レ ス 銅 製 品 も 即 納

・ 着 色 品 、 皮 革 補 護 鎖 品 等 あ り

三 後 建 材 エ 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 北4- 5- 11 f t (06) 751 - 3653- 5 / 東 京 出 張 所 東 京 都墨 田 区 立 花 町 lー 11 ー 1 f t ( 03) 618- 4071 

フィ→しド共聴からホーム共聴まで

どのような受信条件下でも

美しいテレビ画像を再現する

ｄｾ の共聴システムと機器

12  

鰭議

営業品目:

共聴システム ( フィールド、ビル陰共騰、

ビル共聴、ホーム共聴) の設計施工、アン

テナ、共絡機器、テレビ受信用アクセサリ

テレビ受臼 システムの{'H"J メー力

国C A T V

f  It/Mc，' r町 長 創k I{ . 島崎通 2 1 1 5 ' } 〒652 n 078 剖 ト1361聞

東京支社/ 策 ICl d眠術目a時前2J i J l l &- ωHA・‘訴1ピル} 守 l回 " ω- 341 制"'"

k 阪 宵 寝 僑 符 震，11. 中 市 庄 内 主 贋111"11> 1 7吟守561 tr ｾＮＳＳＴＭＶＳＸＱ 開

共鳴111太阪市北区 l Uf . f ZI 8 J} (鶴" ピル ) ' 530 官 06-371-4437側

l l ! /H! 眠術/ 噂市市宇 ' 1 丙 2 r  Q  3  l  5  I} 干S90 n 0722- Z3-7ZIS仰

川崎両骨/ 削市 f <<"' 1!1I 1制服下ル( むトラルピル} 〒醐 0 075-821-4悶

，.，;曾1健所 宵 I l l /ft/irli 持制区I ! 浜崎通2111日H 阻 ピル} 干652 n 078・6S1-9酎I 駒

ｾｬｨ ｴ ｬ 神 ｬ ｩ ，ｦｩ ｦ￧ｬｬｬＡ 浜崎通 ＲＤｉｓＩｽｻ 皿ピ応 ｽ守 ＶＵＲ n 078-651守9651胸

姫路出娘婿/ 販路市花l i I . f  - ｾド松 ＳＸＷ 〒 ＶＷｈｚ n 0792- S3-12J 4刷



東 E  印 アスフアルトフェルト J I S A  6005 

東 E  ｾｰ＠ アスフアルトルーフィング J I S A  6006 

東 E  ｾｰ＠ 砂付ルーフィング J I S A  6007 

穴あきルーフィング T Nスポット J I S A  6023 2  手重

特殊ルーフィング ス卜レッチ S F シー ト J I S A  6022 

屋根用断熱材 フローボードＨｾ更質ウレタンフォームＩ

東亜印ルーフイング

東 亜 業 式
ム一

A
社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6丁目 4 - 27 T E L.  0729 - 94 - 5682 

株工

営 業 所 東京・名古屋 ・和敏山

工 渇 大阪・東京・和敬山

NE Cシノレパニアめ誘導灯には、避

難口誘導灯、室内通路誘導灯、廊

下通路誘導灯、階段通路誘導灯

があります二誘導灯は、非常時( 停

電時) にランプを点灯させる非常

用電源が必要です引当社の誘導

灯は器具に内蔵した ニッケノレカド

ミウム蓄電池により蛍光ランプを

自動的に点灯させる電池内蔵形

にな っております二

NECSYL VANI A 

日本電 気シル" . ，ニア株式会社

営 業 本 部 東 京 都 港 区 芝 5 丁自 37- 8 〒108

T E L 東京 (03)454- 3601 (代表)

大阪営業所 大阪市北区堂島浜1-1-6 新大ビル 干530

T E L大阪 (06) 345-3276 

ーーーー・・・
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構 造 が 変 っ て も 一

世=ロ. . ，. 1=聞取

の信頼は変らなしミ

脅 ビニロ イド防水が採用された新宿西口の 5 超高層( 国際通信センター・京王プラザホテル ・新宿住友ピル ・新宿三井ピル・朝日生命ビル )

肯ビニロイド防水が採用された超高層ビル( 主要部軒高45旬以上のもの )

アスフアルト防水に取り組んで58年

世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

震 が 関 ビ ル

大 阪 国 際 ビ ル デ ィ ン グ

車月 日 *  i毎 ピ J レ

神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

ホ テ ル パ シ 7 ィ y ク 東 京

臼 本 ア イ ピ ー ・ エ ム 本 社 ピ ル

住 友 生 命 札 幌 ピ ル

サ ン ワ 東 京 ピ ル

東 京 海 上 火 災 本 社 ピ J レ

名 古 屋 観 光 ホ テ ル

北 九 州 市 庁 舎

富 士 銀 行 本 庖 ピ ル

仙 台 第 二 地 方 合 同 庁 舎

近 畿 中 央 病 院

三 星 産 業 株 式 会 社

f也 幸勺 50 l'牛

近 代産 築に欠かせないもの、 それは J I S 商 品

〈 明 研 〉 の 素 材 で す ・ ・ ・ /

. 厚付咲司寸材

- 厚肉リシン 吹イ寸外装 材 ( 基材同等第0005号)
- アクリル厚肉リシン l次イ寸内外装材 J I S A- 6909 

I I I L17J  I I O，! 1 

. 復 層 模 様 吹 付 材 ( 吹 付 タ イ ル )

( 基材 同等第0005号 )

・セ メ ン ト 系 凸 状 ・カ γ 卜状仕上げ J I S A- 6 910  

I I /l I I ' 句 即 日 Tt l l l f'/I#2ooo 

- アクリル系クレーター状仕

ｾｾ＠
建築用吹付壁材・壁塗料

の総合メーカー

- アクリ J レ系凸状 ・カ ッ ト状仕

IIII./
7  

f !l /11  r  11 #3000 

明研化学工業株式会社

本 社 明 石 市 藤 江 中 谷 町 8 8 8 番 地 ( 078) 928- 3456 刊

第 二 工 場 神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 信 吉 5 6  4  

広 島 営 業 所 広 島 市 天 満 町11の23内藤ビル 2 階 fi (0822) 91- 5927f仰

営 業 所 大阪 ・束京 ・名古屋 ・広応 ・福岡 ・兵庫 ・高松 ・仙台・札幌

合建設省認定防火材料

* 認定防火材料器材同等第ぽ抑 l 号

H Z定防火材料器材同等郷似加3号

* I t 定防火材料基材向等第0∞4号

* I t 定防火付科基材同等第飢渇5号

* ィ; 納付料 t 倒) 第 1231号

I ¥! l 不燃材料 { 倒) 郷2306号

営業品目

※ 外装材

* エマルリシン

* エマレ ，1 ス

エマロ ソクB C

合エ7 レ ，1 スリンン

エマロール ｾ Ｓ 民泊

* エマルスキ ン

エマヵ ，ト

* ハイプ y ツ

※ 内装材

食エマト y プ

* エマ ジュラ夕

食エマーソフト

内部用エマル

合ルナファーザー

* ルナファーザークラウ ン

* 印 犯 定 材 料

の
表示許可工場

許可番号-52;;

J IS 

J IS 

J IS 

A  - 6907 

A  - 6909 

A  - 6910  



- 中国を訪ねてく 9 ) 一 一 王 柏 群

杭 州 遊 覧

蘇 州 を 発 ち 、 上 海 で 途 中 下 車 し て 昼 食 を 済

ませると、再び汽ヰ1でHU' I・|へ 向 か い ま す 。

上 海 3 時 10分発の列車はコンノ f トメント。

個 室でひと 11R: りすると、もう嘉興市にさしか

か っ て い ま す 。 文 豪科 迅の故郷で、酒の産地 と

して主1.1 られる紹! l ' J の凹] は、 このすぐ近くにイi

るのです 。 通 り 過 ぎ て 行 く 練 瓦 造 の 建 物 を 眺

めながら 、五 斗 - g;ト、 ー 斗 - g; 卜等 空 心碍 の 秘

み方を紛さんから 聞 いていると、やがて 6 u寺

を少々過ぎて列車は杭ＱＫ Ｑ ｾ 尺へ入ります 。

有名な西泌j に臨み、古来ミ上有天堂、下{ : j

蘇 杭 2 と言われた杭l' ト| 市は、蘇1+1 e 並 び地 上

の楽園にたとえられました 。 現 在 の 人 口 は 100

余 万。 近 郊 で の 必 業 、養 蚕 と と も に 茶 の 名 産

地 として名高く、市区の約20キ ロ 先 に は 鉄 鋼

コ ン ピ ナ ー ト も あ り ま す 。 私 達 の 宿 舎 懇f{f，飯

庖 は 美 し い 西itJ J の 湖 畔 に 建 つ ホ テ ル で し た 。

翌 28 日は早朝に起床 、早 速 商湖 め ぐ り に 出

か け ま す 。 王 平 さ ん と い う 方 の 案内 で 、 織 さ

ん共々玉11に乗り込み、船乗り場へ向かいまし

一，、ー 。

西 湖 は 白 堤 や 蘇 堤 等 に よ っ て 内 湖 、 外 局l お

よび裏湖の 三樹j に分かれています 。 船上から

見 る 白 堤 の 白 い 紙 は 、 緑 の 山 々 や 山 上 の 塔 を

背に美しく湖面に H央えます 。 有 名 な 詩 人 蘇 東

城 が こ の 地 に 夜 峨 中 築 造 し た と 言 わ れ る 蘇 堤

で船を降り 、遂の 花 の 美 し い 庭 園 内 を 通 って

哀湖側へ出ると、 ミ三 諮印月乞で主J ] られる 三

つの灯 鎚 が湖面に姿を現します 。

西湖 ・蘇堤の橋

中 秋 の 名 月 の 時 季 に な る と 、 こ れ ら 三 つの

灯 衡 によって 、湖 面に十五個 の 月 が 11央 し出 さ

れ る の で す 。宋 { にに級密 と主計算を基に進られ

た の が そ の 始 ま り で す が 、 現 在 の 灯 範 は 唐 の

H寺{¥': に造り直された物 だ そ う で す 。 船 で 灯 衡

の す ぐ そ ば ま で 近 寄 っ て 見 物 し ま し た が 、十

五夜の光景はさそ。素晴らしいことでしょう 。

総から上がり、 111版 の 道 路 ま で 美 し い 森 林

公 園 の 中 を 歩 き ま す。 気 の せ い か 蝉 が と 知 了

( ツラ) 知了 ... " と鳴いているように聞こえま

す。 中 国では蛸のことを俗にミ矢口 T' と呼ぶ

の で す 。 日本にはツクツクボウシと鳴く的iの

い る こ と を 案内 の 王 さ ん に 訴 し ま し た が 、 中

国 に も い る そ う で す。

山! J 変から司王で山上のと六平日塔 2 へ 到 着。 北

宋 か ら 現 在 ま で1000余年を経過した時 木 混 合

構 造 の 仏 塔 で す 。 24本 の 柱 は 木 位。

13層、高さ 20米 の 塔 上 よ り 眼 下 を 見 下 ろ す

と、遥か彼方に 銭 塘 江 大 橋 が見えます 。 1934

年に完成した、 中 国人の設言十による初の大規

模 な 鉄 械 で 、 会 長1453米 、 鉄 道 と 車 道 の 上 下

2  J'晋式にな って い ま す 。 設 計 者 の 字以 昇 先 生

は、現 在 も 全 国 人 民 代 表 と し て ご健在だと ri1J

きます。

六平日塔では福島県から友好のL慢で訪中され

た大勢の方々に 出 会いました 。

この日の午後は漸江省、の重点文物に指定さ

れ で い る ミ 飛 来 IIHI! ' を訪ねました 0 ・

約 1000年 前 、 印 度 の 高 僧 回1m和 尚 ら が こ の

地 へ入り 、 山奥の岩肌に合言 1- 330 余休におよ

ぶ 石 仏 を 彫 り 込 ん だ の で す。 本 般 の 高 さ が、

33米 も あ る 霊 隠 寺 ( 通 称 雲林品iji 寺 ) に は 、 大

小 合 わ せ 153 体 の 仏 像 が 並 ん で い ま す 。

帰 途、 三 大 名 泉 の一 つ ミ 玉 泉 2 へ立ち寄り

ました 。 公園イヒされた構 内 の池では、大きな

草 魚 が 多 数 群 れ を な し て 泳 い で い ま す 。 めず

らしく南瓜が好物で、投げ与えると水 中 から

身 を 腕 ら せ と び つ き ま す 。 ビスケットなどを

tJl:げて も 見 向 き も し な い そ う で す 。

ホ テ ル へ 戻 っ て ひ と 汗 流 し 、 夕 食 を 済 ま せ

ると、この 日の 遊!廷で一 緒にな った 中 国 系 米

人、 HE N R Y T W U  ( 徐) さんと食堂で度目を

合わせました 。 カリフォルニア大の建築科を卒

業し 、 しばらく設計事務所を経常していまし

たが、現在教育行政織に転じ、サンフランシス

コ の い く つ か の 大 学 お よ び 高 校 の 視 学 を 勤 め

ています 。

楊 さ ん を 含 め て 早 速 建 築 教 育 な ど に 話 題 が

集 中 し ま す 。 徐 さ ん の 話 で は 、 大 学 2 年 の 諜

みましたが、このところしばらくご引R沙 汰 し

ている 中国 の 銘 茶 を 久 し 振 り に じ っ くりと 味

わいます 。西 湖 人 民 公 社55生産大隊中、 13の

大 隊 が 茶 の 栽 培 を 主 と し 、 春 に は 茶摘 みを 外

資iきに披露するそうですが 、 高 級 な 茶 は 採 り

入 れ が一 日遅 れ る と 駄 目 に な って し ま う と 言

います 。 数 少 な い 持一級 に ラ ン ク さ れ る 最上

のものは、業を 一枚 一 枚 丹 念 に 手 造 り で 加 工

し た 美 術 工 芸 品 に も 匹 敵 す る 製 品 だ そ う で す

が、{i ll i格 はキロ当たり 3 万3000元 、 当日守のレ

ートで換算しでも日本円でキロ当たり 400 万

円 に近い減法高{i固な代物 です 。銘完きには当然

良 水 が つ き も の で す が 、 こ の 能 弁 は 玉 泉 、 虎

E包泉とともに当 地 の 三 大 名 泉 で あ る ば か り で

は な く 、 天下 第三 泉 に も 挙 げ ら れ た 名 泉 な の

です 。

昔 、 陸 羽 と い う 茶 の 通 人 が い て 、 官 職 を 嫌

い 天 下 を 巡 り 歩 き ま す 。 鎖 江 の 金山 寺 で は 筆

をとり天下第一 泉と書き、次いで無錫の錫恵、

公園でうで下第二泉、杭外|の 越 井 で は 天 下 第 三

泉と書きました。陸羽はそれ以降訪れた蘇1 +1

や楊 州 で も 天 下 第三 泉 と 舎 い た そうですが、

香 港 出 版 の 旅 行 遊 覧 手 張 で は 、 天 下 第 一 泉 は

当然 山東省、済南の豹突泉だと 記 されており、

天 下 の 名 泉 の 序 列 は 現 在 な お 諸 説 紛 々 の よ う

で す 。 と ま れ 、 龍 井 が 天 下 の 名 泉 で あ る こ と

は衆目の一 致 す る と こ ろ で し ょ う 。 鉱 物 質 に

富 み 、 王平 さ ん が硬 貨 を 2 枚 水 の 上 に 浮 か べ

ま し た が 、 よ く 見 る と 水 面 は コ ッ プ か ら 3 -

4 ミリも盛り 上 が っ て い ま す 。 表 面 張 力 が並

み 外 れ て大きいのです。

日 中 に 残 る 銘 茶 の 余 韻 を 味 わ い つ つ 、 つ ぎ

の 渓三老 石 室 や 東 漢 ( 約1900年 前 ) の 石 碑 な

どを見学し 、 ミ西冷 印社" へ 入 り ま し た 。 こ

1 mで実際に住宅のクライアントを筈1 ] り当てら こは昔室長刻の 専門家 途 が 研 究 の た め に 集 ま つ

れ 、 図 聞 は も と よ り 、 銀 行 ロ ー ン の 折 衝 や 申 た 場 所 で 、 逸 品 が 数 々 展 示 さ れ て い ま す 。 ぉ

諸 手 続 の 代 行 ま で 諜 題 で 要 求 さ れ た と 言 い ま 土 産 用 に 石 の 印 材 を 二 つ購 入 し、 中 山 公 園 へ

す 。楊 さ ん も 在 学 中 の 実 施 設 計 参 加 の 経 験 は 向 け 小 高 い 山 を 下 り ま し た 。

あ る の で す が、徐 さ ん の 話 に は 驚 い た 様 子。

そ れ ほ ど プ ラ グ マ チ y クに要求する是非は別

として、学生H寺(¥' : にある程度 実 際 の 計 画 に 参

加するメリ γ 卜については 三者 と も な 兄 が ほ

ぼ一 致したところで、夜の映画観1 ' 1・の時間と

なり 、一 同 席 を 立 ち ま し た 。

翌 朝 は ま ず 動 物 図 を 訪 ね ま し た 。暑 さ の せ

い か パ ン ダ は 舎内 にこも った き り で 姿 を 見 せ

ず、結局対面できぬまま 、つ ぎ の ミ 虎E包泉多

へ 向 か い ま す 。昔 こ の 地 で 寺 院 建 立 を 思 い 立 漸江図書館 一一 昔の行宮

った唐僧性空が7 ) < が無くて困り、日 I- J ] j j を断念 中山 公 園一 帯 は 昔 ミ 孤 山 " e ll 乎ばれ、 皇 帝

しようとした |際、 2 匹 の虎が土を 掘 っている の 行 宮 が あ っ て 、 西湖 湖 畔で も と く に 眺 望 の

夢 を 児 ま す 。 そ の 翌 朝 現地 へ 行 く と 果 然 泉 が よい 地 区です 。 旧 行 宮 は 現 在 図 書 館 と 博 物 館

湧き 出 て い た と い う の が 虎 胞 泉 の い わ れ で す。 として使用されていました 。

一 般 lニミ胞多はミ走る会のなですが、当地で タ |苦lせまる 湖畔を 王 平 さ ん に 故 事 な ど伺 い

はと掘る 2 と い う 動 作 を 示 す そ う で す 。 な が ら 散 策 し ま し た が 、 楊 さ ん の 話 で は 王 さ

竹 竿 で 泉 内 の 水 を か き 廻 す と 、地下の 湧 水 ん は 杭 州 招 待 所 の 招 待 科 長 さ ん だ そ う で 、 全

と地 表近くの表流7 ) < との境がは っ きりと兄分 くその博識には敬服します。

けられました 。 ホ テ ル で は 当 地 の 名 菜 ミ 龍 井 蝦 仁 " ( 茶の

虎E包泉から少し離れたと古包ぅ1'1，，，では一 級 能 楽 で 味 付 け し た エ ピ 料 理 ) と と 西 湖 酷 魚H を

井 茶 を ご 馳 走 に な り ま し た 。 以 前 は 風邪 の 熱 前 に し て 、 楊 さ ん と 深 酎 浅 酌 、 促 膝 談 心 、 杭

さましゃ夏の暑気払 いに 、 白菊の 花 の 茶 を 飲 1Hで の 最 後 の 夜 を 楽 し み ま し た 。
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9: . 1ヲ"

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 一摩耗の度合が低く、ホコリなど生じない。

3  すべり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

フリントコートについてのお 問令せは下記へ

ｪ 脈武 ＸＵＱ シェル厄 ｾｩ ス版発売所
7  • ＮＮｉ ｾｉＭ こ ｅ 一岳部

大阪本部 軍 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ピル 9 F ) 合 (06) 343- 0441 

東 京 高 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり彦ビル ) s (03) 562- 4676 

福 阿 南810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 - 5( 舞鶴ピル 3 F) 合 (092)771 - 1961 

1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIilllllllllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております。

1 4 2  

耐震 設 計 の 配 慮 に 関 す る 指 導 指 針

A  はじめに

近年、地渓に対する社会的関心、は高まりつつあり

また昨年の宮城県沖地渓などにおいて一部の建築

物に大きな被筈が出たことなどから、建築基準法

令の耐震関係規定を見なおそうという意見が出て

きています。 このため建設省としては、昭和47年

から 51年にかけて取りまとめた 『新耐渓設計法関』

をもとに建築基準法施行令の一部改正を行うべ〈

現在準備を行っています。 しかし施行令の改正の

実施までには、なおかなりの日数を要することが

考えられることから、建設省では f耐a上の配慮、

を特に要する建築物に対する指導指針j の通達を

出し、改正までの当分の問、最近のI也災被害等の

調査によって明らかになった耐浜上の弱点、のある

建築物に対し、出来るところから対策を講じるた

め、建築確認の段階でチェ ックを行い、さらに必

要に応じて耐反的な補強等を行う旨の行政指導を

講ずることとしました 。

B  指導指針の内容について

ここで行政指導の対象としている建築物は、要約

して言えは¥つぎのようなものです。

① 上下| 密で壁等の韮; が著しく異なっている建築

物( ピロティ形式のものなどで、上下階の剛豆比

変化率が一線でないもの)

すなわち鉄筋コンクリート造の建築物で、張り問

方向またはけた行方向について、剛重比変化率が

3 を超えまたはya未満のある/ > 皆についてはそれぞ

れ当該階の位、当該階の直 t 階の伎について、つ

ぎの悩世を講ずることになっています。

イ) 柱のうちのり高さを柱の径の 3 倍以上とする

こと 。

ロ) 往頭および位関lがrl l J げ降伏した場合に生ずる

せん断力を長期荷重により当該柱に生ずる取" カの

0.4倍以上となるようにし、かつ、そのせん断力

を設計用せん断力とすること 。

ハ) 位のコンクリートを十分拘束するように帯筋

または副荷筋を配すること 。

この規定の目的とすることはピロティ形式の建築

物等、高さ方向に剛性が急げきに変わるような建

築物は地渓11寺に、問。性の小さな/ > 皆に変形が集中す

ることになりますので、建築物の耐渓性能を向上

させるためには、| 格ごとの問IJ 性の変化をなるべく

少なくし、建物全体を一様に変化させる、言いか

えれば、その| 渚のじん性を高めることにより、 I也

渓エネルギーを十分吸収できる精進とするために

定められたものです。

② 壁等が著しくかたよって配置されている階の

ある建築物( 偏心が著しいもの)

すなわち偏心率が 0. 2 を超える| 渚については、つ

' の措置を講ずることになっています。

イ) すみ柱およびこれに準ずる柱( 検討方向に対

して平行な重心を通る線を基準として剛心の反対

iHl Jにあるものに限る) について、リ長り間方向およ

びけた行方向の設計用 1111 げモーメントを原設計に

おける値の1 . 5倍とすること 。

ロ) 柱頭および柱脚が曲げ降伏した場合に生ずる

せん断力を設計用せん断力とすること 。

この規定の目的とすることは、重心位置( せん断

力の合力の中心 ) と剛心位置 ( 位、日空などの1 ' 1.M1の

l司IJ 性のrF'心) がずれている階 ( 偏心している/ : 皆 ) を

有する建築物は地災 11寺にねじれを生じ、倒壊した

例が少なくない 。 しかし道路に面する庖舗のよう

に、 E置の配置の" 1 1 ] 約等から偏心することが避けら

れない場合があるので、建築物にねじれが生じて

も著しい被害に発展しないように配慮したもので

す。

① たれ壁、腹壁などによって太短い伎のできて

いる建築物 ( 短柱を有するもの)

すなわち椛造計算上考! 握、されていないたれ壁また

は腰壁によりうちのり高さが径の 2 . 5 倍未満とな

っている柱については 、つぎの措置を講ずること

にな っています。

イ) 7 2: Ac + 252: AI V>W 

ここに 2: Ac 柱の断而似の総和 (cnn

2: AIV ラーメン内の壁の断而初の総和 (Clll ')

W 当該/ > 皆より上の部分の悶定荷重およ

び干i ' t i /在荷重 ( kg)

ロ) すべての短柱について、設計用せん l断力をっ

さの式により計3草した数値以上とすること 。

Q= Qo ・"O/ h

Q  設計用せん断力 ( l  )  

Qo :  1.京設計における設計用せん断力

ho : 階の高さ ( O1 )

h  : 短柱のうちのり高さ

現在の建築基準法では、設計用地良力として水平

渓皮 0. 2 を採用していますが、近年の研究により

激震H寺には建築物の応答は、建築物が弾性体とし

て考えて水平展度で約1 . 0すなわち約1 . 0 Gの大

きさにまでなることがわかっています。 また同H寺

に R C造の建築物で10/;皆建経度以下のものでは/ > 皆

数や地盤にかかわらず、 1也渓時に建築物に入力す

るエネルギーは大体一定であることが判 っていま

すので、完全 ｾｬｩｩ 性体ほぽＱＮ Ｐ G の応答をしたとき

の地良エネルギーと同じ誌のエネルギーを吸収て

きるような、じん性のある建築物であれば、大規

模な地渓に対しても倒壊をまぬかれるということ

になります。

④ 鉄骨建築物ですじかいを用いているもの

構造計算上池辺力 の7 0 %以上を筋かいが負担して

いる階については、その[ 者の設計用地震力を原設

計における値の 1. 5 倍として部材断商の算定を行

うこととなっています。規定の目的としては、近

l時の池袋における被害のうち、鉄骨造建築物につ

いては制l組フザレースに関するものが多く、被害調

査からわか っていることは、設計上の配地、不足、

施工の未熟等により戦" 組プレースの耐力不足に起

因しています。

その多くはプレース材自体が降伏する以前にその

接合音/1がf I 品ー断しており、プレ スとその周辺骨組

は耐力および変形能力を発涼し待ず、例主主の危険

性にさらされることになります。

そのためここでは、プレース材およびその接合部

に前回して、 f，Y i 造耐力上の安全性を F目5めようとす

るものです。

C  大阪府の運用方針

大阪府においては、つぎの要領で指導指針を運用

します。

( 1) 運用時期l

昭和54年 10月 1 日より受付けの硲認申請物件に適

用する 。

(2) 適用建築物

イ. 三以上の階数を有し 、または延べ間秘が 500

01' を超える鉄筋コンクリート造および鉄骨造の建

築物の部分。

ロ. その他、とくに建築主事が必要と認めるもの。

本指導指針は今年の 1 月30 日付けで建設省より出

されたものでありますが、大阪府がそれの運周年

月日を 10月 1 日とした主な理 l主lは、つぎのような

ことからです。

まず指針の内容が冒頭にも記したように新耐反設

計法にもとづくものであり、また法令改正の内容

を含んでいることから、関係各位に十分な理解を

求めるため、説明会等を開催する心要があると判

断したこと 。 また 10月 1 日から受付けの確認申諮

舎には、本指導指針の内容を十分反映した設計と

し、窓口での混乱をできるだけ避けるよう配慮し

たことなどです。

適用建築物の規棋については、大阪府が現在指導

を行っている 『コンクリート工法に関する指導要

綱J と法令建築事務所制度の特例扱いを考慮して

決定いたしました 。

増築の場合は、増築後の延床面総が 500111'以上に

なるものについては、原則として増築部分に適用

し既設部分には適用しないとしましたが、既存鉄

筋コンクリート造建築物の耐渓診断必1 .1在宅宇を十分

参考にして、既存部分の安全性を確かめる必要が

ありましょう 。

その他、建築主司王が必要と認めるものについては、

今回の指導指針が原則として、鉄骨のラーメン構

造、鉄骨鉄筋コンクリート造のものには適用され

ませんが、先に述べたこれらが構造計画上は好ま

しくないことはいうまでもありません 。 したがっ

て鉄筋コンクリート造以外の精進のものについて

も、問IJill 比変化、偏心の著しいものについては必

要な指導を行うとしたものです。

( 大阪府建築指導課長 大 橋 孝則)
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 No. 65)  

。一 株式会社共後主演業所

『コンクリート用 A . S . ワンデーフフスター 』本 社 干530 大阪市北区芝: I l l l - 4  - 8  ( 北阪急ピル ) T  E  L  06- 372- 0471 

一 日 仕 上 げ 工 法
f別 事 業 所 〒567 i!!i l'-rl i J ・』飼手[ J 道 l ー 7 ー 17 T  E  L  0726- 54- 4850 

. はじめに

セメントモルタルに代わる、ひび割i 1 . ・最IJ 離の起

こりにくい内壁用左官・材料として、 1978年 12) J 号

の本コーナーで「コンクリート j宥A . S . プラスタ

ーJ を初介したが、今回さらに材質に改良を加え

一日で仕上げることの出来る f A . S . ワンデープ

ラスターJ および、その工法がJJfJ 発された 。

・ セメントモルタルは塗壁として適 当でない

ビル ・7 ンンヨンさ年の内皮用左 'tc工 -J'; には「セメン

トモルタル金ゴテ tlll え仕上げJ が多用されている

l  特長

ＨＱＩ 工 ｊｕｊ 短縮 Ｚ 標 ｩｬｾｩ 全厚を ＱＰｭｭ とし、一日仕上げを

可能にした 。

(2) 省力化 . 在米法の A. S . プラスターより下塗の

一工粧を省略した 。

(3) 争IJ 雌 . '，lnJれなし 乾燥11寺の収紛がほとんどなく、

コンクリートとの筏活力は大きい 。

(4) 強い 在米の半水; r i H系プラスターに比べr . a 化

ｦ 去の Ｑ ＱＱＱ げ ｾｾｬ さは約 Ｔ 併 。

(5) 冬 JYJ の残業なし 冬 JlJ J . 夏JlJ J を通じて硬化Hキ]l IJ

が、この仕機ではひび' ，lil] れ ・争IJ 自Ir . が起こりやすい。 はほぼ一定である 。

もともと椛造材料として発達してきたポルトラン (6)作業ー性に俊れる : コテや( 1 ぴが良〈、繰り l直しが

ドセメントは、強度而では優れていても収納率の 出来る 。

大きい材料であるため、左官材料としては不適当 (7)美施な仕上げ : コテむら ・ピンホールが仕上 I釘

である 。
に伐らない 。パテも不要。

・ 内壁には石膏系左官材料を (8) 材料 'I'l は低成 1  m

t

当り単価はセメ ン トモルタ

セメントモルタルに代わる内明JTJ 1:.日T材料として、

欧米ではm:]' 系プラスターが多く朋いられている

が、これは膨必宇1:の材料であるため、ひび' ，'mれ ・

争IJ 離がなく、作業性も[ 愛れ、左宵材料としてはモ

ルタルより過している 。 しかし従米からわが間に

あるコンクリート用 β 半7 ) ( ; r i f ¥系プラスターは、

硬化後の強度が小さく、硬化H与川が中〈、繰り l立

しが出来ない等、作業性にも錐点があり、また仙l

絡もセメントと比較して耳 ＱＭ［ 正当り約 Ｒ 併とｾＧｾ <、

あまり使用されていなか った。 さきの「コ ンクリ

ート用 A. S プラスター」は、以上の日Itl>: を事IIiい

モルタルと同脱皮の材料費で仕上がる石 fC' 系左官

材料として開発されたもので、 11 '¥' 吻Z水布引を主

成分としたものである 。 この無水; r i J ¥" 系の プ ラス

ターとしては、以前にキーンスセメ ン トがあ った。

この材料は強問で美胞に仕上がるも の であ ったが、

リ虫い円安性のため、コテ ・容総がSJ; ぴ、高温焼成の

ためコストがかかりす ぎ、経済的でない等の欠点 (  1)  

があ って生産が1 ' 1' 止 された 。 A. S . プラスターは

このキー ンスセメントの長所を生かし、しかもコ

スト的にモルタルと同位皮の経済性も布し、かっ

羽両全性であるため、コテ ・容慌をあ11びさせる欠点

もない。 また従米の β ‘ ド水; ri n. 系プラスターより

硬化体制支が数倍強〈、練り也しがきく等、作業

性も良〈、膨d長性材料であるため、当然のことな

がら、ひび ｾｉｭｨ .  {{<l J離が全くない。 そのためにモ

ルタルに代わる新時代の内壁用左官材料として好

適なものと思われる 。

・ f A ，S . ワンデープラスター」の一日仕上げ工法

f A . S . ワンデープラスター」は、 A. S プ ラス (2)  

Ｗ ーの材質をさらに ｾｲｴｬ 化して、標準検 ｪ 写を Ｑ Ｐｭｭ と

して、 1 日仕上げを可能にしたものである 。 コン

クリート下地 ・プロ ック下地 ・A . L . C .下地 ・ラ

スポード下地等に適用し得る万能プラスターであ

り、伝統的な左食橡壁工法を日能率化し、しかも

虫! 写て引l J . 交の高い仕上がりを得ることが出米る 。

以下にその特徴や性質を述べる 。

ルと同総j生。

2  I疑 紡H寺川lおよ びIUI げ強さ

1111げ強さ

kg/ ・cm

86 

d， 1似 プ ラ ス タ ー 25 

3  A. S プラスターの長さ変化 ( x 10-')  

4 コンクリート下地との付府強度

材 令

H "vl強 J!r kg/ cm' 

28日

11. 5  

5 繰り I立し等の; 拶科

陣 。) ; n 与時間 lhr ¥

。 I 2  3  4  5  6  

仕込み l  '  l柏畳 4  銚 l l: I  

田 市 ・ 4 孟

仕込み l  J  ilih制 蛤 畳 軒 帖 ・ l  

蛤茸 ｉｬ￘ｦＮｾ 繰 ・ i  T ヶ・:

蛤世抑制主に 仕込み l  1! Ｚ， Ｑーｾ ｾ帥 一 一宇 品Ｍ ￰世ー ・終結

内 晶 悼 !  l  l  l  

蛤党制 ｾＱ 量 に輯 仕込み '  1  ・出自II Wl縦 : 姑量終結

しいプラス ター ・ Ｍ ｾ ＺＮＺＺ｟［＠ ο一一-・ 4

t 水を加え内世線 '  J  o  ， ， 

調厳罰プラスター 州民韓= 1:  1  WI に' " を加えて I'hll 陣

凝訓定iJ: Js: I;20t

IMIげ強さ

Ｈ ｾ ｧＮ＠ '"，，) 

86 

82 

89 

85 

N代

m Ｑ ， ワノデープラスター 中 ゆ ＱＱＱ に ｾｾｌ｡ｬ￬ｬ Ｑ｜ ｩ ｖ 砂を ｩ ｬ ｴＮ 介 して測 定

m 2.  Jll ;iZi:l I" I: 20'C 

議 3 . ｾｬｬＮ Ｑ＠ U 析プラスタ- : jl. ilt fo4! 1  1  (WI ) に本を加えて併i1! 1l!

6 施工方法
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A .  S .プラス ター

セメ ントモルタル

水

2.3f  

0.8 

3.1 

可! 2主 -1. 1  

20.0111'  

11. 7  

5.5 

. 施工上の注意

l 適用下地

コンクリート ・プロ ック A ，L . C .' ;ri J¥ラスボ

ード 木 H 友等、あらゆる下地に適用できる 。

2 白地処理

災純下地] 111に冷り継ぐ場合、 l取り合の11司所には、

目地処理を行う 。

3 下地の処理II

下地とのイτ]';，vi を充分にするため、下地には必らず

専用のアクリル!MJJ i ' i 系媛苅斉IJ を櫓布する 。 t全禍T盆

はコンクリート下地のI也合には 100g / m・、 A . L .  

C . 下地の場合には 150g / げとする 。

4 中検

下地に 一度コテ圧充分にこすり塗りを行ない、追

かけて m. 定の喰! 平より 1 - 2  mm控えて中塗を 冷付

け、定木または木ゴテで充分斑取りを行う 。

5  上空位

"， !fi1の*"]1 き共合を凡はからい、追 っかけて上金

を行う 。 ヒ塗はノロがけまたは寒水; r i 入りとする 。

6  布告tJIl-のj写い場令

?後厚の l写い場合 ( 15mm- 20mm) は、前日に中 主主の

嬰領で下冷を行い、内円規定の塗! 亭となる棟、 rl'

If('. . 上続 を行う 。

7111公のある伽l所への地工

;ri・nは一般に水に弱〈、 A . S . プラスターも例外

ではない 。 したがって1;: ，'11寺水を使用する例所 ( 浴

室 ・炊 -J';):品 ・外l:l! 等) への施工は避ける 。

. その他

A .  S . プラスタ ー を法M としたセルフレペリング

床材も開発されている 。

建材委員長/ 山田 幸一 (1品l凶大学教授 )



マイ・フ ォト

読者の頁

有樋川 郁/ 国家公務員

ｾｩｬＮ ｪ 主は Ｖ )J 19 日の午後 311寺tri 、ダラスの空 i住に 1t1 きました 外は灼熱の太

| 場か! ! ( ! り続けていてとても 甘くi i i ' iがポーとします。

.J.IG々は n的地であるフオートワースr ! i にあるキンベル兵術館へとパスを走

らせました。

テキサスの特徴としては、上地がとても i.L: < 、 七I也の必ru， 1エーカ ー単

位で行い安いそうです。それと! 県人と! とl 人の犯罪がとて L 多〈巧え }j によ

ればこわい IsTだそうです。

キンベル美術館はテキサス州フオートワースr ! i の'1' 心から 114に数キロの所

にあるアモンカータースクエアと l呼ばれる公| 主| の一郎に 1972年秋に完成し

たキンベル家の美術館である 。

低下3 0 mW千 6.5111 'p. f . 立のものを点i I 可に HI J 尚北に 3 抑lイト汁16例のヴ才一

ルト宅/ i ¥J が結節点をもちながら配置さ! . L ている。

ill 物の 3 }J は長千万冊lのヴオーノレトを般紙する結節目11分とヴオールトの端

日11そしてトラーパーチンの l立立監のスキ I¥¥J より外部のたをとリ入れている 。

ヴォ- ) レトの 中央約90cmf立だと思うがスリットカ、長手} j II'1にヴォ- } レトを

たちわ ってそこから入 ってくる外光を 1(" 後人 i L' ないで刻l き1 - . けたアルミ板

で包まれた] J . 射散光: l i i に当て天井 ・宅内に Jt ヵ、やわらかく溢れている。ま

たヴ才一 J レトは人々の歩 < }j 向を l佐伯的に }jII'J ずけているように感じる 。

そしてヴオールト内で Ｓ ヶ所の光庭 府中雌 をつくリいっそう手 ｉｭｾＨ を雌り

1'. げている。

!I !IIIIJ は公 l屯! と嫁しているため '1' 央の 2 スパンを f表選させ全1Mガラスによ っ

て公 l世| の紘を内部からの対観にとり入れている 左イTには i也の水が的か! こ

流れていて公開とのなじみ }J が実にうまくい ってい る。

外観も t113があってとてもすばらしい雄築物であると思う 。

史 都 へ の 視 点 一 一 金 沢 ・ 都 市景 観レポート 剛 W f1i '

( 附ハプリケーンヨン問手発行

ほ の ぼ の と し た 持 ' 1'1，; . あふれるスケッチ集である 。 Wl ; ! の 悦 党 て ¥ イt ?Hの{ 封を

.J' u'j い て い る 片 者 が い う よ うに 、まさに、 「とかく 布IIrl1論 議 が 硬 い メ カ ニ ズ

ム ｵ 命の Ｇ ＱＧ で Ｑｭ われがちな ＱＱＱ ，今、 ｉｻＨ 略的に旦 ｉｕｾｾ し劾〈税しみ易い 『 画像 』 を［ｲｵ

じて、 J比が{ 封『イt ? J ( J を楽しみながら IJj.Aちする J にもってこいの本て・ある。

この本は、 ｩ｜ｕｉＧｩｊ と起伏のある金沢のｻ討の「ひだ」に包まれた ＱｾＱｾｾ さをも伊 Ｑ｝ き

山 し て い る 。 と 同 H寺 に こ れ か ら の 街 づ く り に は 、 歴 史 か ら 生 れ た 環 境 的 貿 の

維 持 のllt 裂 性 を 訴 え て い る 作 品 集 と も い え よ う 。

イi? i){ とウP エ ネ ツ イ ア の ノ 、 ノ ラ マ 展 望 な ど は 比 ご た え の あ る も の で あ る 。 イ タ

リアのｾｲＮｉｉのスケ ソ チも楽しい 。 Ｈ ｍ Ｉ
{ 手》

19  



高層住宅用集合排気に

翼 理 論 を 応 用 し た 自 然 換 気 の 画 期 的 製 品

ＱＵＴｰｧｅｙｚｵｧＭｅｐＺ 文亨ｾ

⑬長谷工不動産 知 機材部

東 京 都 港 区 赤 坂 4 5  19 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 40 
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建 築 と 社 会
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湯 ロ 徹 / 倒神戸ポートアイランド博覧会協会事務局

博覧会に{ 怪物はっきものであり、ポートアイ

ランド博覧会においても

①博覧会の基本理念 ・テーマに沿 ったも の

似

し

物

の

イ

メ

ー

ジ

ス

ケ

y

チ

大 淀 区 淀川リ ノてーサイド地 区

町づくりについて

山田 昇 / 大阪市総築r ，; j

大淀区の長柄京地区は、 工場が多〈、また、

戦前からの木造住宅の多い地区であるが、立

地的には、 111淀川に沿 った都心に近い住宅適

I也であるといえる 。

本市では、かねてよりこの地区を良好な住宅

地として必11mする緋恕をもち 、純々検討を lli

ねてきたが、このたび、大淀区淀川|リノ〈ーサ

イド地区強引m基本計画として、その笑をまと

めた 。

計画策定にあた っては、! 日淀川の水と毛馬縦

之官公園の紋とを生かした良好な住宅地とし

て主主備するとともに緊急時には ill 日fE場所と介

る地区として計画している 。

計画区域は、北は中津赤川線 、南は北野者II! ゐ

線、西は新庄長柄線、東は旧淀川に図まれる、

面総約35ヘクタールの範囲で、図 l のような

土地利用を与えている 。

まず、住宅については、大阪市、日本住毛公

団、大阪市住宅供給公社の三者で分譲住宅、

UTI 住宅など多機な議要に対応する 中高層住

宅を建設することとし、市営住宅約 500戸、

公団住宅約 1400戸、公社住宅約1100戸、合わ

②一般市民の参加を重視する

③観客中心の演出を考える

④ 国際色 ・郷土色に富むもの

を基本方針として企画をたてている 。

会場内の国際広場では会期中 180 日!i n、毎日

必ず何か催物が行われているとい う Ｉｦｾ になる 。

“ ポー トピアがや って くる" と銘打った華や

かなショウを皮切りに、 1 週間か ら3 日位の

期間で目白押しの企画がねられてい る。少し

拾い出してみると“ 世界の民族舞踊 ショー"

“ 宝塚歌劇フ ェスティパル" 、ワールドファ

ションショー" “ 姉妹都市からこんにちわ'

“ウ エスタンカーニノ〈ル( ロデオ ショー ) "  

“ 日本の太鼓まつり " “ 日本のまつり" .，世

界 ミス コンテスト" などなど。 “さ よならポ

ートピア " と称、するショウでしめくくられる 。

会場内で 180 日間連続して関かれるイ ベント

としてはまずサーカスがある 。2500m'、3500

席の超大テ ン トの中で、木下サーカ スに加え

てアメ リカの猛獣大サーカスがライオ ン、ト

ラ、ラクダといった 日本では従来見られなか

ったがi 技をくりひろげる 。芸を するプ夕、ヤ

ギも愛矯をふりまくことになるはずだ。

サーカステントの東側では、海にちなん だ博

せて約3000戸を考えている 。

また 道路については、図 l のような配位 を

考えているが、区域内の補助幹線道路、区画

道路についてはできるだけ通過交通を少なく

するよう配慮し、公園については旧淀川河川

敷の毛馬桜宮公図をはじめ 、近隣公園 l ヶ所、

児童公園を既設のもの l ヶ所を合わせ 2 ヶ所

設置する 。

{主毛敷地内、道路沿いにもできるだけ多くの

総を取り入れたいと考えている 。

このほか、活ｾ ｩｉ￮、 ＢＧ｟ ｊ ＢＮｾＡ 長所等の業務施設、および

学校等教育施設、その他必要施設については、

全 体 'J 1 . 業の進み具合をみて、必要に応じて設

置を検討していく考えである n

昭和54年度の国の予算で 「特定住宅市街地総

合主主備促進事業制度j として新たな助成制度

が創設された 。

この制度は、住宅建設に要する経' J l i と地域に

必要な街路、公園、下水道等の主主備に裂する

経質について、特定の地区に集中的に助成し、

総合的な市街地整備を促進しようとするもの

で、当地区についてもこの制度が適用される

ことにな っている 。 この制度とともに、 J也区

内の比較的老朽! 支の著しい木造建物の多い住

宅区成については住宅地区改良卒業を合わせ

て笑泊していく考えである 。

覧会にふさわしく、イルカのショーがひらか

れる 。愛くるしいイルカが子供たちの人気を

11乎ぶことだろう 。

会場の束から西へ、新交通システムに添 って

約 700メートル、帆II¥J609 ミリ ( 2 フィート )

の鉄道線路が走る 。そして小笠! ながら本物の

ぷ気機関車が気笛をひびかせ、白慨をあげて

客4 を宣伝引する 。機関 '11は僅か 3.5 トンとい

う超ミニ S しだが、脱型ではない。台湾の炭

鉱でhつい先頃まで現役だ ったも ので、今山口

線で人気を博している C57がi災7/( 111とも約115

トンだから、 32分の l ということになる 。40

人釆 2 柄の客単の乗客になるために、恐らく

長蛇の手IJ ができそうだ。 多省:時には 2 列ょ11が

交互に発41 して、中央評11でちゃんとタブレ ッ

トを交換して離合する計画もある 。

単発的なイベントは枚挙にいとまがない 。南

公図の芝生の上で、これはt失明の、やはり石

炭をくべ、かん高い気筒を 1113 らして殺気機| 謝

Jj工ー ライヴスチームの大会もひらかれる 。マ

ニヤが余暇にコツコツ作 った棋仰機| 期工作が数

十柄、みんなヒゲ面をほころばせ、子供にかえ

って迩il 去士にな ったり、客 '11にまたがった

そのほかにも、遠〈南アメリカから帆荷台もお

祝いにかけつけてくれ、我国が誇る日本丸、

iliI: 王丸との交歓も笑現するだろう 。互には大

盆踊り大会、花火大会も行われる 。神戸に寄

港した外国軍艦乗組 Ｑｾ の 華胞な パ レードや世

界各国の踊りなど、ミナト神戸は博覧会一色

となる 。鶴首してお待ちいただきたい。

現況写真
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歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 1 4 -

紙野桂人 ( 大阪大学助教授)

長瀬信義( 大阪大学大学院卒)

渡辺豪秀( 大阪大学大学院生)

三木亨( 大阪大学学生)

辻 景 観 そ の 3

T  ' {: j J :や Y ' hJ 二では、 iι の 行 手 に 税 棋 を遮る主主物 の 表梢 えが姿を王見わ す 。

ｩｕを行く 人 は、それによ っ て行手の左 イ Ｗ に展 開 する 街 並みへの ｊ ｾｉ 待をもた

される 。 或 い は ま た 、 そ の 辻 が 自分 の 10.) うべき n (I {J の場 所 の 門 前 であるこ

とをは っき りと知らされる 。 つま りj J : は、次の空HHの 旅 へ の :J¥発 l .i とな り、

あ る い は 旅 の 終J i ，山、となることによ って 、 独 立 し た ひ と つ の 場 所 で あ る こ

と を 人 に 印 象 づ け る 。 そ れ は 三 叉 の i上の j彰式そのものに11i11わ った 性 質 で あ

る。 これに対して! l Lf つ 辻 で は 、 そ こ に 何 等 か の 作 為 に よ っ て 手 が1J11 え ら れ

て い な い か ぎ り 行 手 の ど の 方 向 に も 空11¥1 は 比 ilfl し良く や1
1びていくので、 i立

。liの入れそうもない小さな阿つi l : である .

行 〈 人 に と って は 、 そ の ま ち のこ つ の 空 間州、 二 つ の 空閉 め 流 れ が 全 < ｾＡＧ，ｾ＠

作 為 に 航切り 合 う ひ と つ のl燐1:¥1 を 経 験 す る 所 と な る 。 そ こ が 独 立 し た ひ と

つのｾ ｉｊ｟ｉ ｊ 、そこから分れて行く 凶 つの辺へのギ ￯ ｾ 主義な ｴｬｾ 発 ｦλ としてな滅さ

れ る た め に は 、 何かの作為、 何 かの{ 上郷けをしてある必裂が併んでいるよ

うに，思われる 。 i日集落の処l つ il ニには、辻に. m まる道と巡の '1411が 微 妙 に ず れ

たり、ゆがんだりする給栄、辻の ｊｬ ｬￍ哀が行く人の ＯＱＱｻ にｾｾ < 印 象 づ け ら れ た

り、あるいは 二 つ の T 字 辻 の 組 合 わ せ と な っ たりする 。 それによ って単な

る経過点として見過され勝ちな辻が、ひとつのｾ Ｏｬ ｮ として、印象づけられ

てくるものである。

回目

このi l : はまさに人の行き失う i主であって、人はそこ

で起を止めることは少ないであろう . ところで伏い

路地は立にはお" しい風の吹き抜ける辺で L ある . 同

っi l : はまた胤の迫でむあることを刑問するむのは知

って おく必' . &! ヵeあろう.

回目

(c )  

22 也築 とH企/ ゆ79' 1'- 11) 1号

(. )  
(b)  

- fj の泊りの紬がわすかにずれてくる (ょこの例では、 0.8メー トJ レのずれ) だ

けで、ふと足を止めるまち角が' . E じ始める . 折しむ、冬のー釦l を2 人的主人が

民い立ち g品にふけ っていた.

(b)  

(d)  
(e )  

(c )  



日目

(cl  

己 由

調n街路としては普の通りの附つi t の例である 。 いずれの通りの制l もずれて

いるが、特に南北の通りは、ほぽi 1 ' i rl l分のずれ ( 4. 2メートル) があるの

で、 二 万からの眺めはほぼ完全に行手を遮られる 。 もっとも人的III! をひく

と思われる角家が八百民を営み、 i上全体がその府先とな っている飢がある

のは、この辻の ｾｴＺ 目的持 っ ている特惜を院主がしたたかに ｪｬｬｬ えこんでいる

からで干ある 。

(. 1  

ｾ＠ ｾ＠

大 ヶ 塚町ｍｬ泌町中 ＧｌＮ 、に ｩ 立ｴｩＧｩする典引 Ｑ Ｑ ＧＩ な喰い述い ｊｾｉｾ の問つ ｩｴ である 。 辻の榔成は、 ｴｬ の ｉ 也 ［ ｉ ， ｱｬ によ っ て

計画的に造り: 1 ¥されたものとみられる . 角的民家むその{ 立 ii ' i にふさわしい表情えを比せて、約まり返

っている 。往時には来して何をなりわいにしていたのであろうか。 このような兵しい JJ; t形を持 ったit

は民家と L ども修復し、胞のなりわいむi i ' i発にしてまちの記念的空1111 として前きかえらせたいも ので

ある .

(. 1  
(bl  

大 ヶ 塚 ( 1 :  300)  

¥dl  

(f )  
(g) 

/  
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二 つ の美術 館

地 万 美 術 館 の 建 築 ブ ー ム だ と い う 。 あ る 町 に 公 立 の 美 術 館 ら し き も の が 2 つ| 凝り合 っ て 新 築 さ れ て い る 。

ほ ず 同 じ 時 期iで脱脱もあまりちがわなし、 。 したがって工' j ' ; : f l ( 、設計監. E ' I¥料 含 め て コ ス ト も 似 た よ う な も

の で あ る 。 と こ ろ で そ の モ ノ で あ る が 、 こ れ は 小 生 の 主 鋭 、 い わ ば) ) とす っぽ ん 、 淀 川 口 J践の，ぶ出f ' ( 公

に 入 ら な い か も 知 れ な い が ) と i，';- 7)<の 土 産 物 紅Jrr にはちヵ、う 。 ち が い が 設 計 に あ る こ と は い う ま で も な

い。 こ ん な こ と は あ ま り言 っ て は い け な い の か も 知 れ ぬ。 広 い 立 l床での |可 業 者 だ か ら 、 第 一 μj が ぶ つ。

ただし、 小 生 の 裕 美H肢には 何 の 保 証 も ないから、いわば勝手な言い分、守約終元半: 71飢「必凡川，性|

，;必H准1佐主も{ 似初つけることにはなな. るまい、ただ n分がx : : i い手の立場だ っ たらそうよよる と い う だ け の こ と で あ る 。

で こ の こ と が 不 思 議 で な ら な い 、 建 築 が 美 術 で あ る と す れ ば 、 そ し て 美 術 に は 通 常 相 場 が 成 リ 立つこ

と が み と め ら れ る と す れ ば 、 つ ま り 小 j 三の絵 で あ れ ば 只 で も 誰 も ーが ぱ ず 、 ル ノ ア ー ル な ら 万 全 を 投 ず る

人1M] が い る と す れ ば 、こ ん な こ と は 起 ら な い 符 で あ る 。 こ の 不 思 議 の 議 ，; 命はこの制文では避けざるを符

ない 。 ただ土産物の値段で荒川位泌が口えれば、- J 止非そ うしたいと 辺、うばか りである 。 ( F .  0 )  

錯 覚

「ナ イス ・ショット」 と ほ め ら れ 、 十 分手 答 え も あ っ た の に 、 手 I，jij の パ ン カ ー に 目 玉 に な っ た り、 オ ー

ノ〈ーして向うのノ〈ンカーにつかま っ た り す る こ と が よ く あ る 。

自分だけではなく、 「ナイス ・ショ ッ ト」とほめてくれたノ マー トナ ーも 、明 らかに距雌の説みi @ いをし

て い る の で あ る 。

ボ ー ル と グ リ ー ン と の 聞 の 視 角 に は い る部 分 に 大 き い 樹 が あ っ た り 、 何 も な く て 広 々 と し て い る 場 令 に

は 、 距 雌 を 短 か め に 読 む 傾 向 が あ り、 そ の 問の フ ェ ア ウ ェ ー が 炊 い 場 令 に は 、 長 め に 読 む 傾 向 が あ る 。

この 7 月 、 戸 屋 浜 ニ ュ ー タ ウ ン の 日 用 住 宅 部 分 が 完 成 し 、 H寺どきょLに ゆ く こ と が あ る 。 小 学 校 l ド学 校

も 既 に 開 校 し て い る が 、 高 層 住 宅 の 傍 に 建 て ら れ た 三 階 建 の 立 派 な 校 合 が 、 少 し 述 自 に は 、 ま る で 大 人

の 足 元 に 戯 れ て い る 小 犬 の よ う に 比 え て な ら な い 。

土手〈 周 辺 の 低 層 住 宅 が 緯 ち そ ろ い 、 立 派 な 校 令 と し て の 威 厳 を 取 り 戻 し て も ら い た い も の で あ る 。

( 1.  

公 取 委 問 題 と デ モ

大 阪 山 身 の 一 代 議 上の凶会における' l ' WlJに立;;，1を 発 し た 公 取 委 問 削 は 、 住 築 家 協 会 と の 11¥) で 20数 Inl (7)・d手作

訊|甘lが 行 わ れ て い た が 9 ) Ｉ に ｬｬ ｾＪ 冬論伴ヵ、山されて結ぶ＿を ｽよ るに宅Ｎ っ た 。公 取委としては、既にＱｩ手作の弁 ｪ

事えとして米た、、料率表かや会只: ¥' ，) ｬＡＱＩＩ ［ 見定 ｾ ｙｪ［ が、定，汝改正によ って ＱＧ｝ Ｑ Ｉ 除 された以 ｼ 士 、ｾｾ｜ ，'; ｾＧたＢＧ Ｎ 法にほ 触 す

べき Ｑ ， Ｑ ＮＨ はないとして、 ιＱｾ 終論告を ｴｕ したわけであろう 。 ｻ 労ら 、 家協会の ｉｕｉＮ んでいた職能法 制定 のうご

のｾ二までつんでしまうことは行き過ぎだという ｬ 叱肢もあったかと 込 ｬ、 う。

家 協 会 の11 ! 1 ) も以内法に上訴はしないこと、な っ た 今 11 、終戦蕗旦1¥と し て 、 叫 .l生?守 辿 作に従って、f .)i ーらし

い 報 酬 j見 返 の 適 用 に つ い て の 尖 務 的 研 究 を す べ き 秋 で あ って 、妹 に 守 主 Wi 料 ゆ は そ の '1' 心" 拠地! 1 となるの

ではあるまいか。

ＱＱ 止 近、家協会大会に当 っ て、職能法Ｚよ ｩ 砂 ｩ のため、会只を ｬｬ￮ Ｉｊ ｗ して い ， Ｑ 会山ｉ， ｾＨｩ デモを Ｑ￭ Ｇｾ、たいがとしてその

11 汗 如 何 を|日l うて来た。負け- ? _，: ＱＩ の ｩ 込いこ とも武 Ｑ Ｚ のたしなみで、このデモなども久々しい ｪＩ ｊ ｾ ｍ ［ と し

か 世 川 に は 比 ら れ な い の で は あ る ま い か 。 本会に 1([ 機 関 係 の な い こ と で は あ る が 、 大 阪 人 と し て の! 必必

( U .  S )  

である。

標 準 化 設 計 に つ い て

ｾ介住宅 の 卵 子 供化設計と 言えば 、 Ｑ Ｂｊ か ｬ 味気ないよ生 ， ｬＡにと られがちでその ｊ Ｉｊ Ｚｗ についてはいろいろ成，［命が

あろうと 思 われるが、設計の行ブJ 化と 1:i<II(ri の 伐 の li，) 1'.、 地 |二技術のレベル li ，) 卜ーにはたしてきた役' ，111) は 大

き い 。 も と も と 設計 約 動 の '1' で ，ij' plijl 以11Mがある 柿 のノ、ターンに集約されるところから、そのパターンの

'1' で iば も 似 れ た 設 計 を 選 びl'! ': ii V，化していった・)'; . に始まる。 山 1:セ。ロックス干 1:の 製 品 で あ る ゼ ロ ッ ク ス

Ｑ ＸＶＰ 機 利 の ｾ［ｦｾ 介を受けたのは「戊このような ｉｉ ，Ｇｦ !YIであ った。 l叉II(II ( 7 ) トレースを合めて H.L"f. 技術I には色々

な万法があるが、 rJ: 準 図 r(LI の コ ヒ ー に ひ っ た り で あ っ た 花 山 の一 つ は コヒーした似II(rI 1-. で i l'i ゴムによる

げi L 、 )JJI Ｇｦｴ 修正が 出来る・ＩＮｾ であった。同ーの半地条件、設計条件が Ｒ つとない以 ｼ 二、 ｴｾｩ iV; ，没 ，; 十とパえど

も作品 Ｑ ， ｲｴ こ部分的なげ ￭ｬｾ 、川市修 ｩｅ は必ｩＡＮＺＮであり、がとして ｴ 没 ，｜Ｑ ・の ｩＧｬ ｉｉｉ Ｇｉ Ｇｕ ￬ｬＩｪ 立 ＧＱＧ Ｑ Ｚ が［ たわれているのでは介

ぃ 。 Ｑ ＸＶＰ 機純も今では機能が Ｍ ＩｾＱ タｾｩｌた ＲＰＸＰ 機利にかわり、拡大和［Ｇ，ノ ト に Ｉ ｊｉｉ えて微妙なスケールの修 正

で が ，'1' ，米 る よ う に な っている。 似 γV¥化 Ei立，11 は そ の 制 作 の .if¥f ，¥. で設 けI-Jj む1. 卜ーの チ ェ ッ ク ポ イ ン 卜がク リア

ーに 1'1 1，米る 点 で 品 質竹: Jl llf長 先 の 設al-シ ス テ ム と 巧 え ら れ 、 集 合 fi ; '- t . ; のぷ ，¥1ーには 1. 1止i迎であろう 。 米地 1': 1'1ー

をJ 5・えた t::i iV;詳 細 図 、仕も:s ， ｉｾ Ｚ が Ａ日 ＩＱＱ 年に ｉＩｦＩ 5をされて始めて ，' ，，'，'['t !j i: Ｎｦ ｬｬｾ が全うされるわけで、 ＫＺＺ ｩ iV， fヒEi丸i I 分担f'

で の 設計 ・地 工 ー rr 工 ・)'; . 受注形態は今後ますます発 J} f するものと! 日11年している次第である ( L T )  
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設 計 部 門 与 謝 野 久 構 造 部 門 オt傍i 稔 郎 施 工 部 門 佐 竹 啓 一

"  

松 井 康 吉

"  
花 島 晃

"  

山 下 隆 司

"  

増 田

"  
佃 安 弘

"  
喜 安 正 秀

"  

間 野 洋 三

"  

福 本 早 苗 計 画 部 門 森

"  

松 村 耕 四 郎 設 備 苦 ｲ ｾ 門 長 野 光 昭 Ｈ Ａ品 ｾ￫ｬＮ ｉＧｬｮ )  

"  

- ー一- 刀F τ hて
司 郎

"  
猪 岡 達 夫

青年技術者選衡委員会総評 選衡委員長 前川 陽一

本来￬ｩＧＱ衡の ｊｍ ｉ ［ は 、 所属会社の作品レベルに焦点があてられるものではなく、 ｌ 芯Ｄｾ者側人の力 ［ Ｑ Ｑ とその業主流

を却価することにつきる 。 しかし、既伎の応募決定では本米的趣円の判定に閃j 1 f 1 ; を! 必ずることが多く、ノK 年

の懸案 '1' ，: 取としてもちこされてきた 。

そこで編集委長幹事で数次の審議を重ね、本年度より応募作品ないし業総における' 1'] ' 年技術者の貢献度およ

び力量発揮がなされた思考過艇とその詳細説明、さらに将来的展望などを含めた論文提示 ( B 資料) を 求 め

ることにした 。結果的には懸案解決の - ) J j金を妬くこととなり、明快な成果をうるに至 ったが 、規定改訂の

趣旨に高IJ わない応募が散見され 、選衡もれとな ったものがあったことは 、応募作品レベルが一線に高かった

だけにきわめて残念であ った。

今回の応ｾＧ￟者数と入選者数は、っき Ｇ の ｩｩｬｬ りである 。

部門別ｼ設計柿逃設 Ｑｾｩｩ 地工計阿その他 ｾｉ ・

)，c:. ｾＧｦＮ名

人 選 者

8  

6  

4  

4  

4  

2  

4  

3  
。
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設計部門 応募者はいずれも、それぞれのチームの 'f '伎として活協されている万々であり、作 円のデザイ ン

や フランニ ングの力 i立を示され、今年もまことに布能な i1f 年建築家をすいせんできるのは似しい。今年は例

年と呉なり、業組や作品に参画した役' ，1111などを明らかにする5 J lji 金資料 ( B  資料) の従出を求めたので、従来

より￬ｩＧＱ衡にとまどいはうすくな っ たが、それでも不明なものが銭 っ たので、その ｩ 品れで資料の ｪＭｦ ｽ提 ｈｾ を 求 め

たり、| 刻係者に意見を聴取したりして' 1uill さを JUI し、このような結果を得た 。 17年処築家の今後のますます

のご他|却を JUI 待したい 。

構造部門: 今回はよく資料が捺11mされて、大きな設計組織の rl'で、 向分の j11. 当した古11分を i川在にポしていた

だいたことはきわめてよか っ た 。 品 ｴ ｢Ｎｾ設計法が桜本的に見直されようとしているとき、この和 伸 Ｑｉ をふまえて

現行法令の胤定を趨えて面白IU4性を与えるよう、t ，Y ! j主計pfij や紺l音11設計に切芯、されていることがうかがえた。 椛

i込設。Hは佳築設計ーのなかの一部分であり、他物として他の分野とのバランスがとれたものでなければならな

い。 そのなl味で、ひとり椛ifi の分型l' だけにとどまらず 、他の分野にも知識を J広げて、ますます lt/ o¥i ぶい技術者ー

になられるように期待する 。

設備部門 : 応必 4 人はいずれも A 資料による研究開発の内容は充実したものである 。 そこには組織をあげて

業務を逆行した結果と 思われる点が多し、 。 そこで B 資料が評価の重要なポイントとな った。入選 2 人は本人

の主必と技術上の要点がよく表現されており、惜しくも選にもれた 2 人は 自分の努 力結来 を発表しき ってい

ないように 思 う。 とくに、将米的展望についても っ とふれて欲しか った。科j交の応 }j's をWJ1c，y. したい。

施工部門: 安定成長とし寸会社的 '，'T ｬ 誌のもとに、 品 質および原 価 Ｑｭ の厳しい弘 ｦ ボのほか、建設公 ｾＱ ，士 、 技 能 工

の不足、 i守エネルギーなど多くの諜紹をかかえて、住築地工に併わる技術者が、工 'I HJl. 坊 という厳しい足立境

の "， にあ って、冷，' { [ I な技術的判断を 必袋とする計図j .  ｾ￮［ ｊＡ ｬｩ に日夜努力されていることは従 Ｚｊ ｜ ｦｴ 料によく 現 れ

ている 。 これを反 ｈ 央して 、 このＱＱｉ Ｑ 門 への応ｾＧｪ者が ＱＱＱ ・ 年の ｵ ｣ ， に対し本年は Ｔ ＱＧ ， にＮｬｦ ｬ えたのは ｊ 何［ｾ Ｎ に 作 ば しい

ことである 。3主総と 力量は fイ'(;illil されるが、資本，1不 ).J!. のため惜しくも選に 洩れた万には何度 の応必を お出!(iし、す

るとともに 、次回さらに多くの-' ，Ij - 年会μ の応、必を WJ 1与する 。

計画部門 応ｾＧ￟者は Ｑ ＱＧ， のみであ っ た 。 それでまず、設 計部門 等の応募資料とも 比 べ、全体のノ Ｇ Ｉ＼Ｎ ｩ ｖ Ｚ からみて

遜色のない力 lii を持 っていることを確認した 。応a'f.1t宇|の 3 つの作 lift は、計画技術的にみて 、定 111的 分析 法

や地区 ｾ￭ ｩＧ ｜Ｇｩ 化への接近 、 あるいはメンタルなフ ァ クターを 引 き出して計画へ活かそうとするなど、多 角的 な

手法を i試みていること 、論. f At 1Yi 成もし っかりしていることなと1利回l できる 。 まだ ‘生前 " への 『青み込みがかj

いようだが、れ々しい仙熱と努力をさらに 11j 1ばし、今後の円熟を期待したい 。

日li '日l技術者がも っと応募されるようねがうしだいである 。

その他部門・ 今回、生産ンステムの開発についての 1，c:. ob:J ヵ、あ った。内谷は 、地工部門にも Jii1s していないので、

設計 . ｾ十両の選衡委員の ＱＱＺ 凡も参考にし て そ の 他 部門として選衡したが、提 出 資料不足のため よ Ｔ 送った 。 資

料をととのえて再度の応募をのぞみたい 。 なお、今後は、行政とかコーディネ- . y ーとか、建築の領域の広

がりにf ' I 'っ た分野の汗年技術者の応募も期待したい 。

也 築 とH会/ 1979'11111 1;' 25 



松下電器貿易本社

ビJ レ

ifr イ正 I也 大阪市南区安堂 y 判官i泊り 4 丁

目41

敷 地 面 総 J  ，618. 7 m' 

主主築而h't J  . 377. 43
m

'  

延床I耐 !'t 16 ，550.  97
m

'  

構 造 ｾ ｊ ｈ 民鉄 ｦｦ 鉄筋コンクリート ｩ 主

地 上121: 昔、地下 2 階

工 JUI 昭和 ＵＳ 年ＭＱｉｴＧｬＮｦ日 ＵＵ 年 Ｈ 工 Ｇ Ａ ｾｲｬＧ )  

設 計 要 旨 1卸主筋沿いに主主つ本社ピ

ル と し て 、 そ の 企 業 の 持 つ 若 々 し い

躍 進 的 な イ メ ー ジ を 外 観 に 標 携 さ せ 、

内書II' !>; 務室 l立 、 現 代 技 術 を 駆 使 し て

2 2 mス パ ン X 3 5 mの無住空間とし、

レ イ ア ウ ト の 自 由 j支 の 高 い 平 簡 を 提

供 し て い る 。 怯 下 グ ル ー プ の 貿 易 商

社 の 本 社 ビ ル に ふ さ わ し く 、 設 備 計

画 の 面 で も 数 々 の 新 し い 試 み を 備 え

た 建 物 で あ る 。

/
'
、
/

自治医科大学教職員住宅

第 1 期

所 主 J也 栃木県河内部南河内町

ill 築I刷 1'( 1. 443m'  

延床而H t 2，748m'  

川進規 ｦｾ 鉄筋コンクリート造、 ー古1¥本法

テラスハウス 2 階ill 7 隙 391 ;  

fi ，J r ，地域敷地而似 7  ha  

全体 i; 1111
可 ( ftl ，':'呼イI 1耐l ' t 65 % 街路地設 l(Jjfl( 35%)

fi:1 ;'1をil 支 7 1. 4戸/ ha

人 rl 秘I，U' 230 人/ h a

工 JUI II !H日46年~昭和47年

'7 
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与謝野 久

生年月日 H1l f1121年 91119 日

最終ザー原 昭和46年早稲聞大' 下大，，，; : 院1' 1'

工，，，; : 研究科修1. : 1>*打平: ! t

:!t 限 II({ 相46i l三u，tl!. I;1'，il 入社、 fJl. {1

に世る

作品略瞭

新生ｾ築住宅設 ｊ 腕投 ＱＹＷＰ 人選 ｩＧｬ ｩ ｴ［ｾ外

大"'1 教職 I.iLE古 都 1JUI 山口県庁本航お

よび議会議事堂 大阪府庁周辺 tXf .柑; 十戸u

および第 3 別館計画 世品ひろしま美術館

帝同産業中之品ビ ｊ レ Ｈ ＱＮＺ作 ｉＧ Ｉ 絵 ｦ Ｇｯｬ ｴｾＢ

貿易本社ビル( 工炉ド ) 公文数学研究会

本社ピル ( 工・1>中)
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すいせんの こと( ; 1 : 寺本敏則

プロジェ 7 トのなかで、テー?

を直視し、たゆまぬ検討、適( i '(i

な判断、制l古1¥までゆるがせにし

ない点綾な制作態度がある 。 そ

してその意図を実現にはこぶ並

みならぬ千腕を発わ'li する 。

1庄がそのかなめの役i1mをはたす

点任と内党がそのようにさせる

のだろう 。 明朗な人柄と持ちま

えの情熱が魅力とな って、余人

のf言頼をうけている 。 そして作

品にみられるように街度の向 u、

成栄をあげており、これを向〈

J干↑ 面したい。

青年妓術者と して のことば いかなる往築にあ っても. 住築家的立場

で企同に株わる限り、社会とのさまざまなかかわりイ干し、を - J'[ した安

勢て寸合的に「本Il t t( I'JJ に飢えるニとは、われわれの場介、 41" ii' ，に大切

なことと思う .

敷地環境をとりまく』国 1-- ・大衆文化 也 前 様 式 r.II di(I'J な特刊に付し

て、その ill 物をいかに機能させ定 "，'I' i させるか、また現代の技術と時代

恥怜l' とをいかに受け入 i L. 将米の' ! ; i ，を 3直u1i にf - j l引lするか、そして挫築

主的 ＧＡＧＺＺＡｴ にかける ｴｎ 熱をいかに人・きなｾ Ｎ ＨＮぴに結びつけていくか、など

のや ｒ 々の， ｩｾｴ 凶に、 ｴ ｩＧ然とした脈給を ｍ Ｎ え付け、これ以 Ｑ Ｇ Ｎ の企 ｉｴｬｴｬ はあり

符ないとし、う l勾符まで川栴すべき義務は最初J からボめられている

大きな技術力を Ｑ ｜， ｪＺＨ に持つぷ ｊ 十組織は、このむのの ｪ［ｾ え Ｉｪ を Ｍ ｉ ｍ ， ｊｦ ｬＡＨ

fff まされた内作へと付める) J を絡めている 。 その小にあ っ て息は、む

のをかl ることへのt. ' l 熱と fA; 町、そして洗練された時代感' l ' t とをぷ;11 の

'l' に追い求めていき、 ill 築家としての輪代を少しでも多〈米ーたすべ〈

創造的動に叩念していきたい



筑波研究学園都市農業技術

研究所

'10;: ; 監休 農 林水産 省

所 :(E J也 茨城 県筑波郡谷 図書11町

敷 地 面似 550 ，000m'  

(建 物 用 地 264 ，000m' ほ 場用 地 286 ，OOOm')

延 床面 桜 62，743m'  (施 設 数73)

研 究 本館 延 床 面積 32 ，100 m'  

統 造 規 模 R C 造、 5 階建、 地下 l 階

工 期 昭和 52年 10月

~昭和54年 11 月

富士ゼロックス海老名工場

厚生棟

所 布 地 神奈 川県 ih})!; 1岡市 本 郷2274

理主J也加ii.f I'l 160 ， 179m'  

lli 築 面 的 2，806m'  

延 床 面 的 5 ，099m'  

情 j主主Ji. 悦 鉄 筋 コンクリート造 3 附!i l l

6001市の 食 堂 の ほ か 、社 員 の 体 育 、文 化 の ' 1' 心 と

して、 社 民 会 本 部、サ ー ク ル 室 、 閃刊l-室 、 ホ - ) 1

羽|案、 トレーニ ング室、喫茶宅、医務 室 、;;c. 府 等

を合む。

全体に明るく、 向然に寄り集える芥閉会i 作 り を 意

図した。

農 業 技 術 研 究 所 は 明 治23年 に 開 設 さ れ 、現 :(I: 、股μ 数 4291 ' ，を持基する世界でも布数の併究所であり、その

機 構 、 研 究 内 谷 は き わ め て 絞 縦 、 多 岐 に 及 ん で い る

全 体 配 置 で は 、 研 究 本 館 と 各 研 究 部 の 付 属 笑 験 仰 を イf機 的 に 結 び つ け る と と も に 、 シ ン ポ リ y クな立体計

画を意図した。

研究本館は背 ｉ Ｑ 科椛成を怨物形態に融令し、 ｾｲｴＡ 立ｴＧＱＺと ｩ 主申告 Ｇｲｬ をボめ、同時に ｍｈ 染、研究 ｦ ［ｉ ｊｊｉ 、経済Ｇ性、設 Ｑｾ ｩｉ

システムのi J l 従刊さ平をみー! 伝 し、 H1¥リプランを採用した 。 す な わ ち '1' 失柏hを管理吉111"] とし、 4 つ の ウ イ ン グ

に 各 研究部を配し 、図 3!? 、 大 会 議 室 等 は 2 階 往 て 別仰 とした。

研 究 所 、 とくに総令 (1甘な研究所は H寺代に J!日し 、 ま た 技 術 の 進 歩 に よ っ て 研 究 内 容 が 変 化 す る も の で あ り 、

地 設 は そ の 変 化 に 通 路 に 対 応 で き な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 名 宅 は で き る だ け 保 地 化 し 、 と く に l市足立

備の模機符え、メ ン テ ナ ン ス を 容 易 にするよう、円以鼠した 。

防災計阿では、足立制ｉｩ宅 ｬｩ ｩｬ としての 利 用と絡めて、全 ｉ ｦｦｩ バルコニーとしたほか、設 Ｑｾｩ￬ r而と1J f ' せて 二 if[ 、三. m

の安全を図った。

デザインについては、歴 史 ある 研 究所にふさわしいよう、 ｉｾｊ るさ、消 ｩ 紫さの 中 に ｪ ｊ Ｂｯ平Ａ必を求めた 。
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11 l  

松 井 康 吉

生年 JJ 日 H円相 19年 4 JJ 7 日

Iu終γ: 鹿 ｂｻｈｬＱＴＲ 年大阪大 Ｗ ・ ｬｾＧ 宇都

fI時築『仁: "i : I十干ー' t: ;

1; 肢 H( H1I 42年点畑i 1 築事務所

入社、 J.)I . I ，- に去る

王なｾ立 ，， Ｑ ＧＺ 常 務 ｾｈ ，ｾ

大阪 ｉＨＮｦＧｧ 卜八条町 ｾＧＡｪＯ Ａ両 ｦｩＢｩＺＺ

{ 1 ; 品県立中央病院

￟＿ｾ 布 ｉ ｳｬｩￏＧｴＺ［ ｉｉ ｬｕＺ ｈ 崎

市戸塚h't t. a T場

住宅公開小山町l刊I也

己I 上ゼロ， 7 Ai 峰邑 名工場I平'tllli

農林水産省農民技術研究所

すいせんのニと( ; 1 : 住田 栄次郎

訟井康育者は、一見地味ではある

が、設計に取り Ｊｊｬ むＧｊ［ｩ勢は Ｇｬ￮ｾ に ｨ Ｇ Ｈ

極的であり 、中Iii 広い発氾! と柔軟な

; 十阿力、科' 下 (I(J な分析 JJ 、そして

すくれた桃成) J ( j ，、以かい1 ' 1: 怖と

相{ 突 って、組織のなかの幹部技術I

哲としてー ｬ 刊の成 ｌｾ と、さらには

大成を JUlj ，Tさせてくれる ff年 てあ

る ここに 1止の j!i: 作を i: f ; えてすし、

せんする次第てある

小論 : ill 築をいかに，没 ，， 1するかは、 " 建築の抽象的立P，j <をいかに " 予価し、

建築の! - ! . - 体 (1"J!iHi1I(t をいかに従えるか の思巧ーからt ' I ｾ＠ : i eする そこから得た

統たる価値観と ｪ［ＧｾＮ われた体たる妓術が優れた建築をＧ主み山す

誰しも 50年も 70年七光の状汎はタイムトンネルでもない| 限り比えないが、

ＲＰ 年や ＳＰ 年ｦＧ，リ支ならかすかでむ比えよう。このかすかな彬倣こそｩｦＨｾーな子

がかりにしなければならない H与の流れ、環境の変化に対し '; ;1，に所与の |二l

的を高度に発仰し仰るように )JII えて機能と感性は B湖千11 させなければなら

ない 7 7  Ｇ ＧＯショナプルなものアクロパテイ， Ｗｾ むのをー慨に＿￬定する

ことはできないが、アーキテクチュアとコ 7 ーシャルは l，z jJIJ しなければな

らない こうした J，l i 本安勢に治った巴かな人 HI l 愛が慌たる l州市観を導き tB

してくれるものたと f，; じる

ただ、ひたすらに求めたい



高麗橋東洋ビル
福井大同生命ビル

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川l川1111川11川11川11川11川11川11川11川l日11川11川11川11川11川11川l日川11川11川111川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
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増 田 仁

生年月日 昭和20年 6 月9 日

最終学歴 昭和45年京高E大学工学部法築

学科大学院修上認位修了

業 歴 昭 和45年大林組入社

作品経歴

昭和47年大林組本民設計部に

勤務、現イ正に至る

泉北ニュータウン光明池ノ、ウジングプロ

ジェクト妓伎設計入賞 千舟製薬稲崎工

場第 l Jt/1工 '1> 池田銀行多国支庖計画

; ; J . 北ニュータウン第 2 回光明池ハウジン

グプロジェクト続技設計タウンハウス入

賞 福井大同生命ビル東洋不動産高関

橋東洋ビル京大会館 K 住宅岡地地区

センタ一計画

すいせんのニとぱ 鈴 田 昭 一

建築設計に臨む態度は実直で、科

学的な方法を使 って. 限られた条

件のもとで、 ＱｾＧ に質の高い環岐を

造るよう努力している 。今までの

ところは、中主I l . 楳建築の設計経験

しかもっていないが、将来は大規

絞 、かつ複雑なプロジェクトにも

十分w任を果たすものと思われる 。

青年技術者としてのことば・ 社会の動向に伴って、建築の価値慨念が

多様化、復雑化、高度化と著しく変化しており、今や建築設計は狭義

のデザインのみを与えればi斉む時代ではなく、経済社会情勢をはじめ、

環境との係わり合い、人間性の霊鋭、省エネ/ レギ一等さまざまな 7 7

7 ターを考慮. しなければなりません. 取り扱う分野は一人の設計者の

処理可能な範囲を越えてお り、企画から設計 、総工、管理までの- ) l

したビルディングプロセスの各段階で多分野の専門家と協同して作業

する際にも、設計者は幅広い知識と適確な判断力を身につけ、コーデ

ィネ - 1ーとしての役割l を来たすことが重要であると思います。 また、

建築が完成したときの利用主体である人 4 や、その建設インパクトに

よって影響を受ける人々の立場を擁護するのも忘れてはならない使命

であると考えています.



姫路市新斤舎

所 ギF 地 姫 路 市 安田 5 番地

工 Wl  昭和] 5 3年 1 月~昭和5 5年 4 月

敷地 面 積 29 ，509 .0701'  

建 築 而 椴 8 ，302 . 3 101'  

延 床 面的 4 1 ，357 . 43 01'  

構 造 続 線 S R C 造 ・R C造ー音II S 造

地 上 10階 、地 下 1 階

敷 地 は 国 鉄 姫 路 駅 の 南 約 1kmにあり 、駅北方にあ

る姫路城と相対する位置関係にある 。 敷 地 の 形 状

は 南 北 約 10 0 m、ょiミ西約300mの長方形で、南北に

走る民業用水路により中央で二分されている。建

物配置は、地域の幹線道路である飾磨幹線 ( 中高40

01 ) に 而する西半分に本館を 、残リ 東半 分 に 現 業

苦11門を収容する別館と屋外馬主卓場( 約 40 0台 ) を

配 置 し た 。

本館は窓口部門を収容するため 1 、 21滑に巨大な

スペースを要求されるが、 中央に独立した市民ホ

ールを設け、南側に地下 l 階 、地上 10階 の 高 層 事 務

棟 、北{目IJ に地下 l 階 、 地上 H 皆の: 窓 口お よび談会

棟を配置し 、東西南の各玄関からの動線はすべて

市民ホールに誘導される計画とし 、単 純 明 快 な 平

面構成とした 。

道頓掘りンデンビル

所 u' 1也 大阪市南区東燃町

リ1&1也I師h' i 1.641. 3 /11

'  

建築而柿 1. 394. 7m'  

延床 I両州 8 .723 . 1"" 

構造成悦 S  R  C  1也上 6 階 地下 2 附

森本邸

所 (1: 1也 兵wv;¥丙 富市桐!-I)) 町

工 期l 昭引152年 8 月~昭和53年 l 月

敷 地 面 絞 l. 237. 44m 

建 築 面 彼 160. 27 m'  

廷I車両部 144. 91' げ

桃造規校 W進 地 」二1 階

この住宅は、西宮の閑 M' な住宅地に位置し、必まれた環

境の中にある 。 敷地内には、母屋と隊れ家がすて柿にあり、

その北側IJ に}: : ! 、チ さ ん の専用住宅として、 主主てられたもの

である 。

伝統的な中にも若さを! 準じさせるよう意図し、玄関にグ

レーペンの大きなガラスを取り入れるなど、全体的に日月

るさと、単純明快さを必誠としてまとめた 。
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間 野 洋 三

生年月日 開制]20年 6 n  12日

H円相143年 東京」芸術大学美術' " ' 1 ' 部建築科

平定

ｕＨｾ 千日 ＴＳ 年 天 '1' .  If ｊＮ 厄ｬｊＡｾ設， ￬ 付与務所入

社

日円相45年 安 11・建築設バード務所入社

主 な 設 計 業 務 経 歴

がr: IIIJ(.f 市 合 同 庁 令 奈 良 市 庁 合 日本チ

パガイギ篠山工場 a仰チ巨大阪本部 サ

ントリーn而Iスホ_ " / セン 7 一 体 育 館

ゼンセン中央教育センター 奥村監兵衛

応出川社毛 針111;: ，住宅本社ビル i Mi i 鞄!

リンデンピル 姫路市新庁合 森本邸

大阪ターミナルヒソレ社阿

すいせんの ことば 横 山 誠一

建築を愛し、デザインが好きで、

デテーノレをこよなく大 目J' ;にする 。

煮は建築の設計に天! 試の J をもっ

ている 。みんなと協働する大きな

プロジェクトに打ち込み、例人住

宅にも情熱を i頃け、とにかく主主築

であればなんでも喰いついてゆく 。

つぎの作品が楽しみな 一行年である 。

青年技術者 とし てのニ と( ; r: 建築を取り巻〈社会環境は、より高度に組織

化され、怨物に要求される機能も多面的で、多線{ じの傾向にある 。それら

がいかに複雑で矛所するものであ っても、われわれ設計に悦わる{ } j ' は、抗1

ｲｦ［ するこ となく 、主主築という 三次元の ｾＧ ｈｊ の中で、 一 つの答えを見出して

し、かなければならない。ある 11寺は相反するものむ共存させるために低次元

の妥協をし、また使用者の利用技術に期待し、安っぽし、装世のたぐいでお

茶を濁すこともある 。 しかしいかに銚しい問題であ っても、安易な手法で

逃げるわけにはいかなし 、 絶えずその時代の姿求に耳を傾け、その意見す

るものを理解し、まだ IIti に比えないものの中から憐造的組成を凡出し、阪

に見えるむのへと形象化していくことが、新しい主主築を i主る原動力である

と信じている 。在、は社会がより絞雑化すればするほど、建築の寸1により単

純で明快な秩序を見出し、新しい空間を iE ることに努力していきたいと思

っている。



摂津信用金庫江坂支庖

所 在 地 l次凹 rn江坂町 2 丁目 24 - 2 8

設 計施 工 鴻池組

情 造，¥IH決 S + R C進 地 上 2 階 建

敷I也l町村1 l ，219 .35m'  

延! 未而.h'( 575 .  09 rn'  

工 ml  昭和50年 8 月 ~日前 日50年 12月

北東 よりの外観

摂津信用金庫深沢支庖

所 イ1: 地 点 WI . 市深沢町 1 丁 目3 2 7 - 3  

設 計地 工 泌 池 組

構 造 鋭校 R C造 地 上 2 階 建

敷 地 面打1 2 ，423m'  

延床 I日制 l ，093m'  

工 ml  u1oHIl 51年 8 月~昭和52年 2 月

摂津信用金庫大池支庖

所 .(E j也 茨 木 市 大 池 町 1 丁目 26

設 計 施 工 鴻 池 組

陥ili f.Q.悦 S + R C造 地上 2 階 建

赦I也市i fl ' l 668 .5m'  

延床面的 575 rn'  

工 ml  Url f U54年 3 月~昭和54年 6 月

設 計 主 旨

3 つ の 作Md立、約 l 年 - 2 年 お き に 建 設 さ れ た も

の で 、 比 較 的 敷 地 の 条 件 も 、大 阪 の 衛 星 郎 市 の 市

の rl J

心者11で な い 、 こ れ か ら 市 街 化 が 形 成 さ れ る 位

置 に 立 地 し て い る 。

r.J l l n銀行、 I也万銀行 、相 互 銀 行 、 信 用 金 庫 と 、金

融 機 関 数 あ る う ち で 、 限 ら れ た 地 域 の 中 で 企 業 活

動 を 行 っ て い る 伝 用 金 庫 の 性 絡 上 、 他 の 金 融 機 関

よ り 以 上 そ の地 域 に 密 ポ し 、住 民 に 細 か い サ ー ビ

ス を 行 い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 中 心 とし 、誰 も が 気

やすく行け、 1'1 分 の財 布 代 わ りに 平11用 で き る よ う

な 雰 囲 公 の内 外 ともの空間1を 念 頭 に 、 コ ミ ュ ニ テ

ィ ー パ ン ク と は何 か と 探 りながら 計画 を 進 め た の

も、 Jli IUl ・10; 項であった。
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松 村 耕 四 郎

'I，. i l " 川口昭和 19年 1I fJ 22 日

Jtl:f.t.."{既 日目千1143年早稲川大. ，{ : 第一階 r.

学部ill 築学外字

ｾ ＼＠ llE 1昭和43年同地*'l に入社、大阪

作品略! 民

-1<m，没.11官1¥勤務 l昭和46年 水

大産業本社ピ J レ'I' $i .品、 fj ぷ

コンビ ューターピ J レ'W¥': ;l品

昭和148年大阪本的，没，11 部勤務、

fJl， (1:に宅る

・銀行/ 燃はwn-:i'tJil lil 坂 ー点淀川 ・深

ｾｊ￧ 各ＮＮＡｩ ｲ｡ ｴ ［ .  ｾｾｾＧｩＧ ｬ 正 ｲｬ セン Ｗ ー ・ 大地主

1
1
¥:; 城市支日 (地工".，) 泉州銀行正2

kl 川 文 明 山陰合同銀行訓l山 、ド III ｾ千

五応

・'1与務所/ 永大産業本社ビル 鴻池本社

ピル新館 日本生命広小路ピル ( 地℃

".，)  立山地池ピル( 地 E 中)

すいせんの ことぱ 小西 裕一郎

当今の絞雑多憾な条件を一つのill

物にまとめていくためには、施主

の{， i車i! i を彼1!} することが不可欠な

過Ｎｦ ｊｬ て Ｇす。 この Ｑ ， Ｑ Ｎ ｦＮ、松村 ｾｴ は鋭い

洞察力、切れ味の良いデザイン、

多くの1l! lf品おをうまくまとめてい

く統率 ＷＩ 等を持って、生Ｎｉｬｾ主のＡ写

いｻ， ￬ 車 ｩｩｬ を ｎ て ，，Ｂ Ｑ ｾ に術伎の向い作

ｬｵｳｴ を ｾ ｉ ＧＮ み ｡ ｾ してきました。今後む

持ち前の ;};11がみがかれ、 - 1!'1の

発! 長がJUI1寺される 一 人です。

青年技術者と してのニとぱ クライアントより条件を与えられ、それ

をＢｉｬ鴫し、 構 造、 ｊ 立 ｻｾｩ￬ ＧＡｦとのバランスを計りながらより快過な ｾ ｉ 日 ｩ を

作り上げてい く 1. てヘとむすれば自11"" 荻観まで変えていくこと、また

それにより多くの施工に従 'Iiする人が苫労すること、またそれを使う

人の使い万まて' 脱Hill すること ー ｾ［巧えていくと、私迷設計者は社会

的にも 大 きな訂作を，，:t.¥せられていると 思います。 それを肝 に銘じ、仕

事をjjfj めていきたいと思います。



神戸市ポートアイランド屋内

水泳競技場( スケー卜場)

建 築 地 神 戸 市 生 田 区 港 島 中 町

延床面柿 11 ，700m'  

構 造 規 模 RCi i i 、 S 造、 S R C 造

段高高さ Z O+  46. 440m 

完成予定 日召初56年 3 月

各 施 設 と と も に 、 と く に 大 屋 般 を 国 際 級 に 相 応 し

い ユ ニ ー ク な も の と す る た め 真 正 而 か ら 取 り 組 み 、

ZE を切るイメージを: i J d 求した。スタテインクなピ

ラミ y ドをいかに iul し、 内 外 空 間 の な l味づけと、

構造的論理I l の裕子子性をいかに持たせるかを快索し、

スタディを千六み重ねた結栄である。 構 造的には、

支 持 層 向 身 の 沈 下 に 対 応 さ せ る た め 、 50mx  100 

m の 大 屋 似 を 4 点 の ピ ン 支 承 で 受 け 、 こ の 4 点に

絞った結来、当初から抱いていた両! の帆と屋般の

イ メ ー ジ の 大 架 桃 は 、 リ フ ト ア ッ プ 工 法 に よ り 劇

的 に 持 ち 上 げ る こ と が で き 、 工 花 短 縮 が 可 能 と な

っている。

施設概要

・国際競技施設 50 m競泳プール ( 8 コース) ・飛込プール (20 m x 22 m )  ・温水25mプール( 徒，歩プール付)

兵庫県公営住宅

西宮笠慶団地( コンベ)

情造脱怯 9 f . S R C治

72，-j  

延味! 両 ft! 5，750m 

姥工Ｑｉｻｪ ｾＱＵＴ 斗 Ｒｊｊ

雰 ｬ 明Ｅのある ｲｾ 地点

裂のない、 j;tl 見耽悦叩

向 fi 宅。やさしさを求

めている

南港ポー トタウン

民間分担住宅( コンベ)

般I也市附 5.5 ha 

情i主嵐IR 14- 8 ド

S R C込

1. 3201;  I  1  WJ 地1 . 111

延l"'lfli h'l *'J 100 ，∞0111 

イl 機 ('<J 情成によるオー

フンスベース町刊能. [ (

悦司'1プラノ オープ J

スへース 1; 公的スト

7 てある

八 鹿 町 小 売 商 撲 団 地

( コンペ)

情込 JJLI 色 2 1' .  RC，i1，. 

延 e.!<，I，i仙 泉 700m

111 J ' ， II{{ 布lI 54年

S Cは m 閥 的 措 で あ

る出lに コ i ユニテイセ

ノターであれ l 町のセ

ンタ一位であれ

姫路市北部副都，心

地区センター( コンペ)

間近嵐fR 2F . RC込

抵床 Ihi 附 11. 600m 

峻 r J 定 II{HlI 55年

慨婆 ( 500人ホール. コ

ミュニティモール.

体 fl 断il

人々のmまる場がセ ノ

タ であ‘ l 、いわ由る

' l ，t 物がセノターて

ある必然性はｾい
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三 宗 司 郎

生年) - ) 日 i昭利2!年 4 H2 3 H 

政終ρf: I[ 1昭和4 6年神戸大' 下大' 下院工 'γ

研究科生II 築.，{: 専攻修了

ｾ＠ ｊｬ ，ｾ＠ IIfHI149i l三11日干11，立I!;人十i

ｈ 仏経 ｡ｾ

日目制50年 兵1.. 県立生前Wi 研究所 神戸ポートア

イラノドコ i ユニティスクエア品イド ;[1白l

m相51年 神戸市ポートアイランドu地軸ffi 高層住

記地区 jit 観環境形成" t I 曲1 Ｑ ，［ｊｪ ｾｬ ｬｉ ｬ 分 ａ 任

主地コンベ当選{ 串 IU" 酬 1 よりれ" 弘、

世住主肉料室I ; ! _ 問地指名コノベ当選

町i相52年 阪神N.j 祉センターI ; ! _ 外訓練峰I伺 キベ・サ

'1 ノ陸間 ｫ 阪市 ｬ 昔。荏ポートタウノ ｊｾ

1111分A 住' i S 地コンベ当選 姫路市北部副

都し・地区セノ 7一 花町<t ，li l ( 広場) 指

名コンベ当選

昭和田3年 八斑町'1、先l荷主l司地 S ， C  1 指名コ J

べ当選神戸市三古車侃r!f，!十1"'111' 宅 神

戸市 f ートアイランド以内水地岐伐場

町i削54'!' 神戸市三Ｇ白 ｾ｛ｂ ゾー〆， ｛ｩｬｾＱ 究品本計 ｉＢＧｪ

すい せんのことば 岡 本 行 善

三宗君一家は 、建築一家としてそ

のEIi 岐にら忠まれ、生米の往築H

きである。柔軟な発泡lにより、 y

ス平マテインクなとり組みをし、

ユニークな lH阿や作品を生み rHし

て、いずれも好汗を得ている 。 粁

々しいhT熱家、つくる}'{ . ぴを本当

に知l る人としてすいせんします。

普年技術者としてのニとぱ: 広(j :、 ill 築を、人 IIIJ の!日1) から，r[ に犯えなおし

た空1111性により再椛成されるべきものと巧えています。 日常化した業務の

'1' における LV 門的 、ことば" は、いつの 11¥1にかその本質から 1!' ，( ( : まになる場

介が多〈、ＢＧ｝Ｎは、 Ｇｩ［ｾＧ に ｩ ｊＯＮ 事＼ＱＢ Ｑ からｦ［ｦ［め、人 ｉ ｉ｜ ｊ に ｪｦｲ しい乍 ＯＱ ｜ｊ椛「えをするべく、

nらをl皮めております。とくに、主II 築の従米の概念にはこだわらずに、 創

作のｊＧｩ ｬｬ 度、本質につながる ｾＱ ｬ｜Ｑｉ慨念の発見とその構造化をサブテーマとし、

何より、一例の人絡に立ち返ることにより、社会に対する戎任を* たした

く心しています。 同区l先生、[ I '))I: 先生、的問先生、光安先生はじめ神戸大

学必先生の tti 陶を受けることができ、* 知l先生のもとでのご指導を跨まえ、

攻作、1 I i " ，1 ' [ l 設計において、岡本社長はじめ耳I l 解ある上面! と公の令う仲間と

ともに努力できることに 1忠誠し、社会の人々 に; - ! ，- ばれる作品を自1) リ出すこ

とが、お世訴になった万羽へのささやか主恩返しと思い頑必っております。



T H S ー 78 の開発、実施

( TAKENAKA T OT AL  HOUSI NG 

SYSTEM)  

はじめに

Ｒ ・ｾＯ晋集 合 ｻ 主Ｚむにプレキャストコンク ＱＩ ート Ｑ Ｇｬ Ｑ Ｑ Ｎｈ を

用 い た 工 業化 工 法 ( H P  C 工 法 ) が 保)fI さ i Ll O数

年 、 品質 的 保 な ら び に 生 産 性 に 突 紛 を あ げ て き て

い る 。 し か し 、 本 工 法 に お い て か な め と な る 部村

11I J の核令に 析 しては 、 卜二 分 な 配慮 が な さ れ て い

るとは 3 い慎It い l而も多し、。ここに初介する T H 5

- 78は 、 とくに 部付! 111m令官11の 品 質 任 保に if( Ｏ Ｎ ｬ ｾ を

お き、工業化 工法とイl 米 工 法 そ れ ぞ れ の 長 所 を 選

結し、生産システムの令 週 ｬ 化 と而， ｴ ｢｟ｾ安全性の ｬ ￴ Ｇｬ 上

をはかるとともに、，1 l'  ji1ij li fi では 、集 合 住 宅 に 礼 ら

れ る 回 一 化 を ｭ 除した ＱＱ 明 性 的 な住宅をＮＧｑｾ図して ｉｬ ｦＮ ｊ

発し 、 この た び、 M同 地 にお い て' X l泡されている 。

構造設計方針

T H 5 ー78は l フ ロ ア ー に 4 住 戸 を 耶 行 型 に 西己躍

し( 写真ー 1) 、階数は 11階 建て を 対 象 と し て 棟 準 :i主

計を行っている。本位物の而・「以袋ぷとして 、相f 行

万f I 'lは ラ ー メ ン 椛i宜、梁 I:l J 万戸'1は プ レ キ ャ ス ト コ

ンクリート両日 ｦｮ ，ｾを合むラーメン構造である 設

計用 地ぷ力は、 J法.AL 司椴11法L浪窪 J皮支による 1 1附祈R舵Mせ ん 断1力J  

の 1ω0 %を1以bほ》止i

としている 。 とくに、耐 ｢Ａｦ ｬ Ｚ ｴ ｾ を多合する梁 ｉＺ ｜ｊ fJ li'l 

に お い て は 、1

'

j<1' 1ミ11.民強 l: a の卜分な雌保と大地μ H与

の M 1'.tを IIoI I: . させるために、設計用 地I <tt :;l)は)，t i¥' ， 

法 以J交の 15 0 %をl賦 与 し 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

ー ト 耐o'1唱 に 約9 5 %、 ラ ー メ ン に 約5 5 %とおのお

の の 剛 性 な ど を 巧 I. i!i . して配分している

以 下 に 構 造 上 の 特 徴 を 示 す。( 図ー 1 )  

(  1)  幌 、床 版 に は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 版 を 抹

用し、これらが長( 3えする接合背11を コ ン ク リ ー ト 現

場 打 ち と し 、両fl"X な百11材 11¥1の 一 体 化 を は か つ て い

る。

(2)f l は 被 縦 充 て ん 形 鋼 行 コ ン ク リ ー ト 造 、 は り は

鉄 竹 コ ン ク リ ー トiiE と す る と と も に 、 れ I ; wms材を

同一， ｨ 去とし、 ｊｾＧｾ 作の令ｊｬ ｬ ｬ 化をはかつている 。

ＨＳＩ 耐 ＴＴ 明は 小 笠ｩＧｦｪｓを イ ｉ しｅｦｅ ｊｾｉＮＡ リブによ って ｍ￬ ｬ 判 Ｑ Ｉ

した明l平 350mmの プ レ キ ベ ス ト コ ン ク リ ー ト 峨 と

し、 n1li llllJ 2 枚 の 明 l平 は そ れ ぞ れ75mmである 。ま た、

wさ 350mmははり申Mと同ーであり、. t l をfi 二，i 外に

円己ｾしていることと相 ｉ ｦ 突 って 、ｻ主 ｾｉｈｊ は札明、は

り引のない nｲＮ Ｑｊｊ Ｚ￦の ｴｾ ＱＮＭ 、 ｾｉｉｕ をを Ｇι みたすととむ

に 、中 ｾｉｗＺ にすることによって、逃Ｑ｜ＧＱＧＱＺの ｬ￭ Ｇｬｬ 二を

は か っ て い る .

(4) 1 末版はプレキャスト版の上にコンクリートを打

設する欽筋コンクリート合成版とし 、 ｾＩｙｊ たわみ

お よ び ひ び わ れ 抑 止 の た め 、 ブ レ ス ト レ ス )J を将

入している 。

プレキャストコンクリート耐震壁の開発

2 枚 の75mmコ: . . 7  1) ー ト 恒川 をE f E 引 1) プによ っ

て 一 体 化 し た 明 厚 350mmの プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

ー 卜 耐UEi校 ( 図ー 2 ) の解 析 に は 、 ラ ー メ ン を 合 性をよ りゅi ら か に す る た め 、 設計ーと |司ー断 面の 供

む F E M 解析を行い、 IIII I Tモ- . 1 ント、せん断力、 Ｂ，， Ｑ Ｎ本をＡｔ ｊ い、磁波Ｚｍ験および ｾｊｕＱＷ 1) ー プ た わ み

制 ｬ 力を々ｊＮｩＡｩＮして設 ｉ ｾ ｉ ーしているＮなお、 ＷＵｭｭ のコン 実験を行い、安全1 ' 1 : を 6ft 認 し て い る 。 ま た 、 フ レ

ク リ ー ト 慢 に 対 し て は 座1111の検討も行っている。 ストレスブ) 1 ' f . 入によって、周辺部付に生じる応力

プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト [: nt: 0 l'i 11 ( 図 - 3  ) は に付しては、 F E M附 斤 を 行 い 、 周 辺 名 古 川 に イI

明本体の終局面t :;l J 11与 に お い て し 持 容 せ ん 断 力 以 下 ".l ;'な 2 次応) ) の発生しないことの( 1ft; 訟をれ って い

である 。 以上より、 J也μ 時 に お け る プ レ キ 守 ス ト る。

コンクリート耐九 ｉ ｾ ｉ 授の似Ｚ返し外 Ｉｊ に対する耐ブ ｊ 劣

化 が 杭l 当改持 されたと 'I "J 断 し て い る 。

床版の開発

f'jo戸 1人l l..!<版 ( 図 - 4 ) はプレキャスト! 阪の 1: にコ

ン Ｗ Ｇ Ｉ ートを打ｾ止する鉄筋コンクリー卜令成 ｬ 坂を

採 用 している。本工法は生ＩＱＩｾＱＧ ｉＧ および ｌｩ ＺＺｇＺＺ 1日! の lo;1

l二の I.' .i.で、 ! t {-l- {主' もで多< 1円い ら れ て い る 。 .-j qtt

物においては、 Li :::'l: !I¥J の IJ f. J政1' 1:指 li 'l の 延 長 と し て

ス パ ン が 大 き く 、 こ の た め 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 床 版

の J!l( 大づ |帰応プ) 1立が46kg/ 口げにもなり、かな りイT

ＺｉｾＺ なひびわれの発生が子氾 Ｑ される。これを抑止す

る た め 、 ア ン ポ ン ド ブ レ ス ト レ ス 力 を 将 入 し 、 機

ｴ ｩｬ ｾＧｲ ｬ Ｚ の縦 ｦ ｾ につとめている ｡ なお、 Ａ ぷ ｬ 坂の力Ｇ下 Ｈ Ｑ Ｈ Ｉｴ ｎ

z : J i吟

桁行方向大梁

Ｒ 宅吐 ， ｾｱ｟ｾ旦ｾ

n oc
ヨ主

E五醐主旦岡

戸

鉄筋コンクリート合成版

おわりに

T I-I 5 ー 78の Il fJ T h にあたっては、設計一、 'E. Jlli 、]，.!.

4氏名 古III"J から 椛 Jl比されたプロジェクトチームを制}t

成 、 ね は 附 ii E J生，lI' jII_ ｾＧ ｉ としてチームに参 加 した 。

その後、 ＱＮＮＡ＼ＱＺ ＱｊｩのＱＧ ｴ ￎｬ ｾ Ｈｉ 在必実験ならびに ｍｬ ｬ Ｇｊｪ 也 の災

地 ， ￟ｴ Ｎ ｩ ｬ ーを行い 、 ＱＱ 本主Ｎｬｴｾ総令ぷ験所の ｩｬｬ 築技術安

全 事 1f.t! 以 会 ( 主 任 、 六 '11 県教奴) において、

機 能 性 、 安 全 性 の ill 認 が な さ れ て い る 。 MI. I H 也は

攻 作 ( 5 54.  8 )  ｩ ｜Ｇ ｜ 制 ｩ￬ 工白 ｊ ｾ ＧｉＧ であり、総イ干 ＨｉＨＩ な，ｕｴ

，11' ｬｩ ｇ￭ ｊ 二一ｬＧｴｦＴｩ Ｚ［ ｉ ｾ Ｑ のもとに、 Ｑ Ｉ ｦＮ ｊ 発時に ＱＱ 指 し た 、 す

ぐれたデザイン、性能、経済十' 1 : を制ii え 、 生 産 性 の

ｲ ｾ Ｇｾｪ＠ '"、 fi ，乞己主]'; ぷ シ ス テ ム が 完 成 す る も の と 椛 い し て

し、る 。

ｾＧ￵Ｚ ｈ Ｎ＠
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図ー 1 精造部材の形状
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図 - 3

プ レキ ャスト
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図 - 4 鉄筋コンクリート合成版

すいせんのニと (i 久徳 敏 i台

北条右は構造設計分野のみにとら

われず、' ，; ; : ; に ill 築設計における附

iiEの立場を 11 ' ! I : した側広い視野に

立ち、入社以米一目して集合 fi 二宅

における工業化の Ilfl 発、改舟 ( 1  

C S - A A 、IC S - Y 5 A、I C

Y 5 s ) に努力してきている今 lil l

この集大成として T 11 S  - 7 8を開

発している 。今後一!刊の i，fjilhがWI

1寺さt L る。
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本部、 l昭和53年より設，， 1
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青年技術者 としてのこと ば . 世界イI数のI也ぷ回、日本において、構造安全

性の6f( 保は建築ぷ計上、とくに託契な位置を，Ii めている 。 ところが、欧米

近代位築に比べて叶' l " 剥iのデザイン" というものが余リにし少ないのが現

状である これは、通' ，: ; : ; の，tltlil プロセスにおいては、芯1' 1 : 先行の Ji 式とな

って おり、例法は立 l吃に追従していることが; 』? 主将している 。良いぷ，lj とは、

ｴＮｙｩ ｩｬｩ 竹組が全体と ｅ 例制 ｬ してなしｾＡｾるものである 。

ＮｦＮｌは榊 ｩ 主技術Ｎｦ￭として、 ｾ Ｑ ｪＮ Ｑ ｊ｜ Ｑ (J() 知1，識のみならず、建築全般の削，¥u: ぃ知ぷを

修ｾＡトし、良いぷ，￬ｉを行うよう努力していきたい 。
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「住友信託千里 Ｇ ｊ ｾ 務センタ Ｍ J  li 、大| 仮千里中央地区の業務区械に主II 設さ

れ、銀行のコンビュータ- l ' i J II"J を収容する 、 コンビュ ター専用施設であ

る。主主物概要は、地上 llli 皆: i l l の‘ J ' ; 務付i と、地上 3 階 建 の コ ン ビ ュ ー タ 一 機

絡が設; 註される E D P S 棟 の 2 つのプロ ック に 分 か れ 、 地 下 で一 体とな っ

ている。

事務 ｦｗ の耐￭Ｑ ＱＱＱＱｾ 闘は、梁削 ｊｪｬＢｬ について幅 Ｓ ， Ｕｭ の納長の鋼板入の鉄筋コ

ン ク リ ー ト 耐 以 喰 を 布 す る ラ ー メ ン 構 造 と し た 。 梁 IllJJj fI il の 17 ，4 mスハン

梁は ｩｊ 、 ｦｪＧ 完全合成 ｩ［ＣＺ とし、， ￞ ｴＺＭｦ ，Ｚ Ｚ化とともに、耐 ￭ｽｾ Ｎ ｾ 主境界梁の Ｑ ＱＱＱ げ降伏後の

じん性の任保を、はかった 。

E D P S  械 の l耐JJ ぷ十阿は梁| 甘JJj 向、純ラーメン、桁行方向を鉄筋コンクリ

ー卜 ｩｩｩ 面、 ｊｪＩＭｾ ｉ 性として設計した 。 梁｝Ｚｦｊ Jj ｉￍｉμ ＷＩ Ｑ Ｙ Ｎ Ｒ ｲｮ スハン梁についても Ｇｊ ｾ 務

保問機、欽宇l' 造と しt.

Ｇ ｊ ｾ 務械と ｅ 0  P  S  I!l Uよ決構 の 特 性 が 呉 な る の で 、地上古11においては、エキ

ス ハ ン シ ョ ン を と り 、 そ れ ぞ れ を 独 立 さ せ た 。

+ : 縫物は、コンビューターピルとい った 性 絡 上 、 耐 ぷ (J(J に制11苛11にわた って

検 討 を 行 い 、 役 物 の 強 度 は も ち ろ ん 、 外 袋 、 コ ン ピ ュ ー タ 一 機 器 の 設 i丘、

設1Ali 配管等についても、両- t ぷ性の検討を行った。

構造体については、低層械が梢造品 ｴＱｊ の総保を、高層械は鋼板耐記 ￭ｾ ， Ｇてを ｻ止

うことによる、じん性の確保を主 II N. に設計した。

住友信託銀行千里事務センターの

構造計画
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l' 断面

鋼板耐震壁

所 イ1: J也

，)!世}也市Wi

，建築l I l i W

延 床 Illifii

ｦ ， ｙｩ 造ｾｊｉＮ校

さ

JUJ 

，:可

1て

bd二 竺4c皿 i 孔 叫し-

2 ③ 4  5 ⑥ )  8  9  f[o 

東 一西 断 面 図

青年技術者 としてのことば 海外の仕・ ｉ ｾ をすると、ＱＺＱＫの出川 Ｔ 設計が非常

に彼雑であることに今さらながら% がつく 。

われわれ椛 ｩ 主設計者は与えられた設計条ｻ牛によって、 ｦ ， ｙｩ 造物のｾ［ＱＢ交を決定

してゆく 。その場令、椛造物の強度が、外ブJ に対して何 fi' 1あるか、安全率

はＨｩＧｻ ＱＺｪ 訴されているかを常に巧えるが、而， ｴｾｴｦ［ ｕｩ ｬ￬ｬ の場介は、現行法の外力が

M: 低|阪のu1r : であるため、尖際の安全ヰ' が材料の ';;111具、または、ねばりによ

るじん性余力であったりする 。すなわち、川造物に常に耐災(I(J 余プJ をもた

せることに、設計者はｾｾｾ↑口づけられている 。 ところが、海外の設計の多く

は、与えられる外ブJ が、温度、 W，I在、) - 1 . ¥であり、その他が、上限として与

えられる 。 それを日本の設計感覚で設討を行うと、 余力，没，i j ' " は 過剰l

i設，ij'" となってしまう 。

これからは、控築設計は、より複純化し、他方、 I泌毎外や、他分野の{ 仕土

4桜長するときカがξ ふえるてで，あろう均か、ら、技術者l立、それに対して、ーj胃、柔軟

に対応することが必要になるであろう 。

すいせんのことば 青柳 司

l&: は、フラ ントゃ: [ 1，品から向! 日ピ

ｪ レまで、いろいろのや ｒｾ Ｑｩの榊 ｩｴｩ の

ｉｾｾｴ を打 ｬ 当してきました 。 ｟ｦ ｬ 、カ ずと

くに感じていることは、一般の人

は倣問題に I{[I(II すると、身構えた

り気負 ったりするのですが、 {庄は

， Ｇｦｦｬ かに受けて立つ、 とてら中 ｾｩ もし

い! ? 年扶術す; ということです

晃
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外殻耐震フレームを有する S R C造・ S 造混用構造の設計

( 三田工業 ・枚方工場の構造設計)

本 建 物 は 、 重 層 工 場 と し て 計 同 さ れ た 池 上 411皆位

の 正 形 な 建 物 で あ る 。

椛進上、 平 而的にも 立面 白 ｾｊ にも、で きるだけノ〈ラ

ンスをとり、かつ主主物の Ｔ 珪泣化、工 ｊｾｉ の組制 ｦ￭ 、施

工 性 を 心 が け 、 合 理 化 を 図 っ て い る 。 而ti J i 的には

外殺を面，t渓要素とし、 立山桃上. f . i T ¥々 の試みを折り込

ん だ も の と な っ て い る 。

1. 構造計画

本 建 物 は 、 工WI の点て¥欽，n を 主 体 と す る 決 椛 が

前 提 で あ っ た 。 性スパン' ，!nl は 構 造 上 の 経 済 性 と 機

能 而 か ら 7 m グ' ) " ド と し 、 正 j杉な平 l百四己訟とし

て い る 。

面、「災計画としては「外妓耐長フレーム+ 内部約二

梁 ピ ン 接 合 繊i立 」 を 基 本 と し た 。 こ れ は 鉄tJ'1在合

昔11の 簡 略 化 と 各 層 の 骨 組 の 統 ー を 図 り 、 施 工 性 向

上 と 品 質 の 安 定 化 を 目 的 と し た も の で あ る 。

外殺而fp」主 フ レ ー ム と し て 、 つ ぎ の 3 つ の 決t悼の比

較 を お こ な っ た。

① 鉄 骨 造 純 ラ ー メ ン 告12桃

② 鉄 骨 造 ブ レ ー ス 決 桃

③ S R C 造 純 ラ ー メ ン 集情

①の場合は| 司 'J 1'1: の不足から! 宵 1m変 位が 大 き く な り

② の 場 合 は 剛 性 は 舵 保 さ れ る が 圧 縮 プ レ ー ス の 似

性 が 問 題 と な る zえ か ら ③ の S R C 迭 に す る こ と で

岡11性 お よ び 初 性 の 総 保 を 図 って いる 。

2  . 構造設計

1  ) 外 被 耐震 フ レ ー ム ( S R  C 造 ) 地 以H寺全水

平力を外妓耐ぷフレームに. f 't Nさせるため、うね梢

の純性j i ' ({f早から、 S R C 迭 の 鉄 竹 に は 応 7) (7) 5 0 % 

以上の負1 1 1 . を指撚とし、光 II !l J杉断I而を掠J l ' 1してい

る。 村ニ中日と梁せいは各| 暗同 じ に し た こ と に よ り 上

下の剛性変化を少なくするとともに、 ｊｾｾ 枠の転 ｬ 口、

仕 上 材 料 ( A L C J 阪を フ レ ー ム l木] に納める) の統

ーが図れた。

2  ) 内 部 ・柱 ・梁 ( S 造 ) 当 Jii 踊の ff {芯: 点とし

て 、 ま ず 鉄 'ri 仕 μ 古11の 令 理 化 が 上 げ ら れ る 。 外 殺

耐 以 7 レ ー ム に よ る 全 水 平 力 処 穫 の 伏 線 は 大 部 分

を占める内部卒' I .  ｾ誌の断 ｉ 而 の合型化とｻ上 ｵ 告 ＱＱ の 附

銅色 11: . て。あった 。

外. ; ; 没耐反 フ レ ー ム の 採 用 に よ り 、 内 部卒i二は安打正( . ( t [ f

l l ! の応力負担のみとなり、ピン綾子干の仕 n が 可 能

となる 。 榊 itt 計 算 t は ウ ェ プ 機 会 と な り 、 切 断 ポ

ノレトはー抑l で も 十 分 で あ る 。 し か し な が ら 、 欽 竹

処 方 制 度 に よ る 付 加l応 力 お よ び 地 誌 11年の終川市 l 刀

を 高 め る 目 的 よ り 、 ウ ェ ブ I(n扱 合 に よ る 1111げ; I. f! 殺

を繰返し耐力、変 ｊｦｾ ＱＧｉ Ｚ Ｎ ｾｫ の把濯をおこな っ た 。 そ

の 結 J荘、実験而- t 7) は理論而- t 力を t 岡り、ポノレト J河

の 断 而 極 2 次 モ ー メ ン ト に 比 例 す る こ と よ り 、 れ

接合古11のポノレトは 2 列自己亨11に し ている。

3  ) 床 版 工 法 の 計 画 は 、 設 計 完 了 後 お こ な わ れ

るのが通 ＱＹｉｊ であるが、当 ｾｉＧｩｩｬｬｩ のように特殊な烈椛

においては、床| 時IJ 性の( 111; 保 は 不 可 欠 で あ る ば か り

ではなく、小 Ｑ 花開 ｾｩｬｩ とあいま っ て、床工法のｪｬｊｬ ｭ

が 重 要 と な る 。 計 画 段 階 に お い て 各 純 工 法 の 比 較

を お こ な っ た が 、 従 米 の ベ ニ ヤ 仰 枠 工 法 に 代 わ り 、

仮設梁によるメタノレデ y キ を 除 型 枠 と し た 現 場 打

ち コ ン ク リ ー ト ス ラ プ でl司'1性 の 確 保 を し て い る 。

こ の 工 法 の メ リ ントは、

① 文 保 工 が 不 安

② 級数/ ; 1<の |百JII寺 脇 工 が 可 能

③ 工WI ・作業性 ・述 搬 効 率 drfrr I 等地工性が良い 。

4  ) 基 礎 当 該 倣 I也は' d: . J ¥1oJ 山系の盟主に位出し、 irl'

fl'l l付 も 浅 く 、 良 好 な 地 総 である。 建 物 が マ ッ シ ブ

な も の で あ り 、 両 日 主 フ レ ー ム を 外 周 に 集 中 さ せ て

い る 関 係 上 、 れ の 不 問 沈 下 は ク レ ー ム 発 生 の 原 因

となるため、砂時型1Mを 支 持 層 と す る P C  .f IC.rr 基 礎

と し て い る 。 また外周古11) 在位 . 4 世主従は極力剛性

をF71めるとともに{ 尚戸j 古11に お け る 基 礎 の 引 き 抜 き

を起こさないよう円己服している 。

3  . 耐震設計

面九22it 討 に お い て と く に ill 裂なのは、建物のノ〈ラ

ン ス で あ る と 巧 え る 。 不 純 か な 地 以 人 力 に 対 し て 、

剛性変化、ね じれ等の 問泌が ｾｈｌ ヒつじつまが作

っ て も 決 し て 十 分 と は 3 えなし 、。 今 凶 の 設 計 に 当

た って は許容応ブJI支 法 に よ る 検 討 に 合 わ せ て 、 t反

抗ＯＩ解析、終 ｱＧ［ｾ［Ｏ ，支設計による検討もおこな っ てい

る が 、 バ ラ ン ス に よE点 を お き 、 情i主 計 画 を お こ な

う と と も に 、 つ ぎ の 点 に 切 窓 し て 断 面 決 定 を お こ

な っ た 。

⑤ 

@  

。

⑧ 

外周 栓 梁 接 合 内 部 柱 梁 接 合

三国工寮枝方工場 主 ￟ｾ 場所大阪府枚方市沖回 ＳＲＴＵ

延床 I師械 IOι14 ，69m'  

胤 悦 i也上 4 階、l 1i ' 昼 l 階

最高部高21 ，7 m

主体総造 S R C 造、 51主

① 割 増 の 剛 性 変 化 を 少 な く す る 。

② 1  1清 純 仰 を 除 き 、 す べ て 援 の IJl Iげ 降 伏 が 先 向 す

るよう自己l怒。

③ 位 梁 と も 鉄 f l' l'iI llltl げ 応 力 分 担 を 5 0 %以 上 と す

る。

@ 降 伏 後 の 変 形 能 力 、 制 性 を 巧 I直し、欽' r i " は充版

1¥リ に す る と と も に 、 コ ン ク リ ー ト の 現 世fr 補 強 も 十

分 お こ な う 。

⑤椛断面は、 s hea l' - s pan 比 を 卜 分 と り 、 腰 壁 、

A れ 墜 さ 存 を 排 除 し て 、 過 度 の 応 力 集 中 を 避 け る 。

⑥ で き る だ け 経 日 化 を 図 る 。

竣工後この建物の常時微動を ｩ ｬｬＱ ｬｾ し、建物の振動

特 性 の 確 認 を お こ な っ た が 、 純 ラ ー メ ン 構 造 特 有

の 明 確 な 振 動 性 状 を 呈 し 、 問。床仮定も十分にi ; 笥是

し 、 平 面 仮 れ の 問 題 も な い こ と が 硲 認 で き た 。
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佃 安 弘

生年J f u  1昭和 19年 4 n  IOR 

政終7・膝 l昭和43年名 l'i 魁℃業大' 下

ill 築7・科卒

業 ! 佳昭和43年鴻池剖i 入相、- 1 <

作 品 歴

Ji1i 設計部勤務、 J.l UI :IこすE

る

レンゴ一計五年工場 岡山大同生命ピ

ル ハウス食 品朱良工場 P  1  

MEI WA PAT AL  BANJ ARA 

与次日11ヶ浜コツレ 7 場 三.11" 、ークマ

ンy ョン三日! 工業枚万工場 日生

広小路ピル

すいせんのことば 橋 本 晃 芳

工業関係の他物は精進計画の良否

がそのまま完成した建物の ｊｾｾ 価に

つながる 。 それだけに構造技術者

の能力が問われるがiRI 君は常に研

究的態度で取り組み期待に答えて

いる 。 特殊条件下にある海外物の

災対It も含めて将米を I踊f立されてい

るl l f 年 抜 術 者 の一 人である 。

青年技術者とし てのこと( ;f : J也践の多いわが闘では、耐浪設計には常々必

をいためながらも、 J也i兵を経験するたびに新たな問題が街摘されます。

耐ｾ設計法自体、ずいぶん進歩しましたが、それでも不安が残るのは、理

論と実際が一致するかどうかです。解析法が( . ' ) j /.支なものであっても、出発

.o: の j 十闘が裂ければ、なかなか安全確保はむずかしいと忠われます。健 全

なill 物を作るために一番大切なのは椛造計画ではないでしょうか 。

今後とも、技術者f i J lの相互理解に努め、調和のとれた建物を作るべく、努

力していきたいと思います。



二重筒式鉄筋コンクリート造超高煙突の

設計

II tJ和140年 頃 か ら 、 公 害 が 社 会 問 題 と し て 、 大 き く ク ロ ー ズ ア y プ さ れ 、 煙

突 か ら の 排 出 ガ ス に 含 ま れ る イTi!.;: 物質のJ l ' i J 也波 J支 を 減 少 さ せ る た め 、 い わ

ゆ る 超 日 煙 突 が 普 及 し て き た 。

11111 ll '  
しかしながら、 Hi : t 1 機による動的解析がなされなか った頃は 、鉄 筋 コ ン ク

リート iZi 煙 突 は 超 高 の 場 合 に つ い て は 、 而'J μ (I () に 似 山が あ る と し て 鋼 製 燦

突 が j羽いられてきた 。 そ の 後 、 阪 lfr}) 解析技術の発達j J j ; _ ひ' に振動実験等によ

り、鉄筋コンクリート iti 焼 失 の t反 動 性 状 が 把J起 で き る よ う に な り 、 さ ら に

工 法 fili か ら の 工JYJ 組納、安1IUiな 工 費 ( 鋼 製 と 比 較 し て ) 等の好条件も重なり、

鉄 筋 コ ン ク リ トj左起i向 煙 突 の 設 計 地 工 に JUJl寺 が 寄 せ ら れ る よ う に な っ た。

二 : f f i : 筒とは、

写真 1 中国電力下関発電所 200 m煙突 S V E T H O- S Y S T E M地組完了

「外筒は失筋コンクリートj 1 t ) - .t-! W造体として、1 "1ill 、 地 政 力 、 風 力 を 支

|  える 。

L イメヲ筒 ( 多 く の 場 合 鋼 製 ) 一一一一 周Li u として、. i i l i 煙機能を来たす。

鋼 製 煙 突 に し ば し ば 比 られる風プ)11寺の変形に l半うライニング村のはく/ 高や、

l在 ラ イ ニ ン グ の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i丘 熔 突 に お け る 出 皮 応 力 の 問 題 、 熱 に よ

る椛 造 体 の ひ び わ れ 、 劣 化 等 は 、 上 記 の 外 筒 と 内 向 と の 機 能 分 離 に よ っ て、

す べ て 避 け る こ と が で き た 。 また 内 簡 の 段 階 的 な 地 工 ( ex . 3 本 の 内 筒 を

計画しておき 、 Ｑ ＴＧ ずつ地工、使 Ｉ Ｎ ｆｊ するＩも ，ｾ 能とな っ た 。

内 外 筒 ＱＱ りのｾ ｈＭ ｜ｊ は、自然換気により ｩｬ Ｇ ｮｴｬ 克 仁 川を押さえ、外 Ｑ 峰設備を設ける

こ と に よ り 内 筒 、 航 空 障 害 灯 の 安 全 か つ 容 易 な 保 守 、 点 検 の た め の ス ペ ー

ス と し て 利 用 し た 。

- 外 商 法苦11で径を拡げたスリムな凶' 伝 11I 11(I I 休 を な し て い る が 、 こ れ は 大

林 組 の S V E T H O- S Y S T E Mによ って 可 能 と な っ た。 径 を 鉱 げ る 起 点 を 」二

下させることにより、仮動性状をフまく操作でき、而- t i美 的 に み て 有 効 な 形

写真 2 中国電力下関発電所 200 m煙突

S V E T H O - S Y S T E Mスライド中

状をみつけるよう西山志している 。

基古11て寸歪を鋭、 lずることにより、

( 1 ) 住近取合昔11の Jj ト) u に よ る 断 l師欠1 J l 比半を小さくし、 1m口事llii .虫 の 形 状 を 単

純 明 快 か つ 、 地 エ 性 の よ い も の と し た 。 Il f.J 口百11の 主 筋 算 定 に あ た っては、

防l 口 を 有 す る 円 筒 断 面 の i祈1m算 定 期 フ ロ グ ラ ム を 開 発 し 、 利 用 し て き た 。

(2) 煙道下部の内部変/ H "J を! よくとり、徽 づl 'l ' I l 辺との取合いの設計を容易にし

た。

ＨＳＩ Ｑ Ｎ￞ 慌の 外 向周囲よりのはね ｬ ｬｊ しを小さくし 、 Ｉｪ ｾ Ｑ 縫をより経前ＨｪＨ ｊ に設計し
句，、

~。

- 内 筒 一 般 的 に 鋼 板 フ ノ レ ー を 用 い 、 内 部 に ラ イ ニ ン グ 材 、 外 部 に 保 弘 料

と に グ ラ ス ウ ー ル を 111; る こ と が 多 い 。 ライニング材は、排ガスの成分、 jι

j立、運転状況、アフターパーニングの有無等を巧一え、| 兵 ill に 選 定 し て い る 。

また、 九{主 別 紙 株 式 会 社 大 江 工 場 1 8 5 m姥 突 で は 、 つ ぎ の 2 占 の 新 し い 試

み を 行 った。

( i )懸 霊 式 内 筒 地 工 の 際 、 体l 簡を、 C L +  14 0 mの支持床から吊り上げ、

処 方 完 了 後 、 基 礎 七{ こ支持させる万式をと っ て き た が 、 こ こ で は 、 施 工lゅ

のみならず、常時、 i"B り 下 げ る こ と と し た 。 それによ って 、 支 持 床 以 下 で

は、戸、'Jt; ，] には引銀、外筒には圧縮がかかるため、i ¥I J . い l人j 尚一と役所的な 外 t;';j

写真 4 丸 住 製 紙 株 式 会 社 大 江 工 場 185 m煙突 F R P内 筒建方

中国電力株式会社 三井石油化学工業株式 備品市111境1i 1;局 丸住製紙陣式全社

下閲覧電所H期工" ・の 全社干葉工場 新保土ヶ 谷工場 J: iI 工場

ヲち主要埋突 150ml l 1告埋吏 115m埋実 185m埋提

円己的 ｪ カヘ官 ｦ 古ｾとな っ た 。 設計完了 (昭和49年11月) (昭布150年3月) (昭和53年8 fJ I  {昭和54年4 月)

所 荘 地 下関市K i' 民府' i =港町 千葉県市原市干儲海岸 横浜市保土 ヶ桂区狩場町 霊媛県川之江市川之江町
( ii ) F  R  P 製 内 筒 排 出 ガスは、子め担|矧脱硫装起立を通過するため、ガス胤

が、 6 0 - 7 0

0

C に下がり 、内 筒 のuE ・' ，1:1街似1を折 くことになる 。 そ こ で 、 ガス
間 違尭 ｩｾ 用 ボイラ一周 地却炉用 発電J百

iAll が{ ! ¥; いことを 利用 し、同州S¥'陀に 白 む F R P を内 的 に 使 用 し た 。 F R P は、

表 I簡が滑らかで、 j祭 燃 抵 抗 に よ る .iI1i s ，{ カロスが小さく、同 H寺に、ライニン

グが不嬰となるため、イT安')J 内 径 が 大 き く な り 、 側 出 ガ ス 処 理 量 のm大 を 図

ることカ f てがきた 。

官3 さ C L +2∞Om C  L + I50.0m C  L + 115.0m C  L + Iお 001

筒身部商さ C  L + 197.5m C L + 148. 0m C  L + II O. Om C  L + Iお Om

国 径 10.Om 6. 0m 8. 0m 8. 6m 

畦 在 25.001 13.001 14. 0m 20.0m 
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a  

福 本 早 苗

'E. l p J1 R  II!{ 和25年 5 11 7  I:l 

kl : 終学 lfA 1I!l.f1148年 大 阪 大 学 工 学 部 処 築

工.. {' 

3業k J舵長 11昭l昭目利4必8年( 附仰大林車組組I且l 入?社上、 本A吊桁I町1  

作 rlll 臆

生1¥築設計買13 rm勤務、現イFに

去る

k 阪地ドihナ ノ パ ピ ル '1'1吋' . 1 . 1 力株式会社下

l間発電所 200m柑突 三)1'打 irtrlt't 仁監株式

会 社 下 草 工 劫 15 0 mｬｉＡ合押ｾ ワ印食品滋賀

工砧 ＡｉｉＡ Ｇｩｪ［ 大ｾ武ＯｯｉＡ之 ［ｅｈＧ 身 ｙＮ Ｑ 償浜市環境

ＧＱ＾Ｑ 品局新 ｦｾ t ヶ待 工 場 115m坤弐 川 崎 lf( 工

業 株 式 会 社 明 石 工 場 ( 大小船動向 的振 動 解 析 )

JL! 主別紙株式会社 ki l 工 場 制 花Wl l 金1' 1，*

成主自

他に R C ， S  R C l . s物- 1'1'，:主計プ ログラム事

的 プ ロ 7 ラム 作 成

すいせんのことば 樋 口 元一

構造設計は、全体術主! とこれを形

成する数多の袈訟によ って完成さ

れる 。設計者は、この両面の判断

力をもち、要点を適縦に抗" 泌する

必要がある 。福ノド君はこの資質を

そなえ、これまでの業紛の 中にそ

の成果を凱わしてきた 。今後のー

!替の成長がJUJ 待できる汗年技術者

であると巧えている 。

青年技術者 としてのことば : 今回、情造設計の分野においても、コ

ンビューターが解析手段として目覚ましい発達を遂げ、設定条内に

対する多i誌の情報と解答が、容易かつ迅速に得られるようになりま

した 。 しかしながら、ややもすれば椛造設計者は、このコンビュー

ターのw報、解答を未消化のままで、使外l しがちです。 さらに、設

定条件に対する反省や、構造体の本質的な↑ 生能、挙卸J 等の巧察に仏:

けることもあると巧一えられます。

こうい った情況の 中で、私は、コンビ ュータ解析全般に対する 理解

を深め 、現代の新しい解析手法を似極的にと り入れ、それらを通じ

て桃造物に対し、また広< f.Yi巡設計校 lf. i全般に対して、本質的な理

解 ・J巴濯につとめたいと A号えています。
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芦屋浜高層住宅街建設工事における給水設備配管の工業化

工法の達成

当 工 事 は 、戸 屋 浜 組 立 地 に 141培、 19階、 24階、 29

l渚 の 高 層 住 宅 3 ，400戸と 、 そ れ に 伴 う 緒 施 設 の 処

設 を 行 う も の で あ っ た 。

こ の 計 画 の 一 つ の テ ー ? は 、 工 業化 工 法 に よ る ほ

産 イ じであ り、 将米の Ｑ ｍ ，持 信 連まで含めた建設工 Ｉ ｊＧ ｾ

であった。 icL，はこの計画で、1 j :工 事の施工日 1-阿 -

B也コ二11葛1をj 1 [ 当した。 1悩工計画にあたり、イt : 米工

法での地工では、工 ｊｾｉ 、安全、柔 村 ｩ 泣に対する層

r. n変位、 f*r. n変 位 、 組 立 地 鐙 に 対 す る 沈 下 、 給 水

管系における亦水( 腐食) 、建築政府工法に対する

配管膏11材 の 掲ill 等 を 解 決 す る こ と は で き な い 。 ま

た 、 工 業 化 工 法 に よ る 泣 産 化 と い う 大 き な テ ー 7

に 対 し 、 こ の 10年 来 、 配 管 工 事 で さ け ば れ て い る

ユ ニ y ト 化 、 プ レ ハ ブ 化 を 笑 施 し な け れ ば 、 住 築

縮工に追従できなく、当工 Ｇ ｉ ｾ で完全なプレハプ化

の 笑 胞 を め ざ し た 。

こ の よ う な 粂 件 の も と に 設 備i 西己包ーを巧えるとき、

配色・とは 1 - 1 > : の長大なものであればよいのだが、

製造法、輸送法などから長大なものがれ} られず、

管 と む と の 後 続 が 必 要 と な る 。 さらに雄物の配色:

は 、 上 下 左 右 の 1111 が り が 数 多 く 必 要 と な り 、 竹 接

続 用 1111伐の必要性が生じる。つまり配信ーの問題の

多 く は 、 こ のti: と2皆、 11I 1' L i ' と包ーとの接続百11に 集 約

さ れ て い る と い っ て も 過 言 で は な い 。 イ正米工法で

はない自己ti ・}J 法 は 、 こ の 接 続 古11の 解 決 に よ り 大 き

く前進て' きたのである 。 ' 包: 継手の} : i IIoJ と し て 、 大

別 し 、つ ぎ の 2 つ の 万 (<' J がある 。

1  ｾｪ と ｼ 百 ｬ ー の性 Ｇ￪Ｇｬ Ｇ［ｾｕ 立に近づけようとする ｊｪ Ｇ ぇ

万 の 純 手一一一完 全 に 工 作 さ れ た 治 機 継 下 、 フ ラ ン

ジ継下、ねじイサソケ y ト継手一一一剛 被 合 の 巧 え 万

2 . 俊 雄 な 外 力 、 内 力 含 単 純 化 し 、 イ'1

'

嗣(1 1111が り な

ど に 分 解 し 、 こ れ を 継 手 11司所に集，t，させ、そのす

べ て を l吸収立持を含めて、自己包ー白身に応ブJ を 先 生

さ せ な い よ う に す る こ と を 目 的 と し た 仰 紛 可 後 継

手一 一 ラノ〈ーエキスノ‘ ンション、金属ベロー制定下、

ス ベ リ 引 {' I' 指(1紋下、スイベノレジョイント、ビクト

1) .， ク ジ ョ イ ン ト 、 タ イ ヨ ー ジ ョ イ ン ト 一一一柔 核

合の巧ーえ } j

干 Ｇｦｩ 々検討の結決、生ｬ｜築設備の自己 ｾｪ［ は、このよ・ Ｑ ｜ も

含め、イl-.米ーに'1¥の よ う に 附lに お さ え 込 む よ り 、 柔

とする巧え万が合組! 的であり 、 1' 1然 な 巧 え }i であ

った 。 エー ｉ ｾ のテー＿を技術的に迷成するために、

J岸本的な思1 'lt は 、 柔 般 会 を J会本としたプレハブ、

ノぐーツ化を日指した 。 そのためには、

1 . 配信ーの匂: 径の純ni を 少 な く す る 。

2 . 配色の同純t ¥= 1 . 壬とその長さ、y 法 を 附 略 単 純 化

する 。

3  商己i ' 干の按イ十万法を識でもできるよう単純化す

る。

これを仁子; にし、

① . す べ て 工 場 製 作 し 、 現 場 で は 組 み 立 て の み の

泊 工 と す る 。

② ｉ 庖」 こ ｴ￬Ｚｾｴ が符劫に行え、施工品 ｵ 支のバラツキ

カぜなし、こと 。

③ . イI j l飾 、 振 動 、 そ の 他 の 変 位 が 、 簡 単 に 吸 収 で

き る も の。

⑤ . 大 量 生 産 の 可 能 な も の 。

⑤ . 完成後、自己包および水質の品質の保障ができ

る も の 。

こ れ ら の 条 件 を 満 た す 管 継 手 が 税 犯 の 市 場 に は な

い た め に 、 位 継 手 の IJ fI 発，j j ¥作を災施した 。よ- J . 体的

な 条 件 と し て は 、 柔 J長令の可憐制下( ピクトリ y

ク ｉｾｾ ? イヨ ジョイントＩに対応する ｾｊ ・継手形 ｬ を

基 本 と し た 。

管制手はイ仁来の j 1  s m絡 で は 、 口 径 ご と に 寸 法

がちがっていると同時に、制名手干，nni に よ る 互 換 性

がなし、 。 何 回 か の 試 作 に す る ，1-法 、 形 状 の 検 討 に

より、口径若干ーごとに、1- 法 を 同 ー と し 、 口 径 に よ る

J 法 の ち が い を で き る だ け 桜 理1した 。 そ れ と 同 時

に、エノレボ、チーズ、% ・径チーズはそれぞれ寸法

の統ーをとり、互換性をもたせた継手を ｉｪ ｦＮｬｾした 。

illi 結管、 Y 型管、チーズ校、エルポ管、) - ' i ii長官、

'14) 杉エ J レポ包を型選 1111化 し 、 な l在笠鈷した 。 その他、

バ タ フ ラ イ 弁 、 ゲ ー ト 弁 、 チ ャ ンキ弁、消火弁、

笠公抜弁、ストレーナ一、減圧弁士事を、イE米 の ネ

ジ、フランジ立前面より、リング継下形状とし、製

品 化 し た 。 これにより、将米の. t r : 設、保守管理 、

工 事 '1' の 変 更 が ス ム ー ズ に 行 え る 。 ま た 、 施 工 中

において、各ノ勺レプ覧nにも、 l立匂ーにも無理な力、

，、イプレンチ等もかける必袋がなく、別品 ｾ￭ に ｦｾＩￏ

をつけることなく、工場一山手:i そ の も の を 取 り 付 け

る こ と が で き る 。 IfI 7 i : 材料は V L  P 'l 3ーであ っ たが、

フ レ ハ ブ 化 、 ユ ニ y 卜化のため目L K匂 の 製 作 が 必

放であり、采桜子付出 ｬ 国の裕被 ｈ 寺の内ｾｾＺの変形、切

断 ｬ 釘の ｍＮ 食処［丘の問題、鋼ｾ ・ と ｖｐ の ＧＦＧￆＧ ｩ 性の不

安から、 l在住ーおよび呉 j杉ヤ: ・の端而処理をするため

に ナ イ ロ ン J 2 コーティングノ、イプを掠J l l すること

とした 。 し か し 鋼 管 は 5. 5 rn が定尺であリ、目L尺

包ーにてリング付けまで行い、 ｹｾＩ 形作を含めたナイ

ロン倹装を行う工場が必焚ーであ った。 粉体" / 1 . 装工

場 を 数 社 た ず ね 、 製 作 依 車Jl 打 ち 令 わ せ も 行 った。

さらに鋼管メーカーで裂作する} J ' i 去かないものか

J 抜出防止リング

岸一二溶接

|  一〉塗装腹

位 三 竺 三 幸 一鋼管

v 図 2

芦屋浜シ ーサイドタウン

検 討 し た が 、 設 倒 的 、 数 量 的 に 無 理 で あ っ た 。 各

古11材の流れは、 図 1 に 示 す よ う に 与 え て い た 。

ｬ 立 Ｒ むの端部は亦水対策上、リングおり返しまで吟ｾ

裟 す る こ と と し て い た 。 ( 図 2 )  

粉 体 メ ー カ ー で あ る ダ イ セ ル 附 と 協 力 し 創 作 工 場

を調貸し 、名占長の( 附1 J !H日工業所にて製作決定し

た。 製 作 に あ た り 、 各 社 協 議 の 上 、 パ イ フ 仕 線 占

を 取 り か わ し 製 作 を 進 め た 。

百し尺ノ マイ プ の 工 場 総 定 に よ り 、 こ の 工 '1'. に お け る

給 水 配 管 系 の 完 全 な ユ ニ ソ ト 化 、 プ レ ハ ブ 化 が で

きる 。 こ れ に よ り 、 各 住 戸 ご と の 施 工 包 思 表 を 作

成し、 - f了戸ごとのパ_ " / ユニ y トノ， ''/ クにより

各戸尚昆をし、各校t J g工 は 、 パ イ プ レ ン チ 1 本 の

み に て 、 工431に lli: '、 Ml み 立 て の み を 行 っ た 。 この

工 法 で 地 工 す る と 、 組 み 立 て の み を 行 う た め 特 殊

技 術 の 必 裂 が な く 、 技 能 工 に よ る 地 工 の バ ラ ツ キ

が全くなし、 。 この - 'illi の苦11村は、〈正米のネジのよ

うに、 A なりあう音11分がないため、図而、J " i去がつ

か み や す い 。 日IJ な%1 ' ユ味でいえばノレーズな寸法でよ

い。 と い う こ と は 、 継 手 1 か 所 当 た り 4 - 6 r n の

， ｕｾｪ 幣ができ、角度の微，ｪＩ ｉ ， ｪ 整も行える 。 これら Ｍ Ｎ￬ｩｬｩ

の 開 発 、 改 良 品 は 規 絡 が な か っ た た め 、 1・・2尾 市 へ

の 給 水 11] ， ｩｾｦ 時 Ｈ 戸屋市は条例により末端まで中間

検 ft が必要である) 、給水材料として認めてもらえ

な か っ た が 、 材 質 、 工 法 、 粉 体 、 可 後 継 下 実 験 等

の H見Iljj お よ び 尖 験 立 ち 合 い の 同 行 に よ り 、 材 料 仕

様己? を作成し、日本水道協会の検ft 合 格 を 粂 ;'1' に、

使 用 J午 司 と な り 、 水 道 部 仕 機 .1} を 作 成 し 日 本 水 道

協会の検伐をｾ施した 。 この可筏継手を排水 ｴＱ 系

に も 使 用 し 、 完 全 な ユ ニ y ト 化 、 プ レ ハ ブ 化 を 行

っ た 。 ユ 二 Ｇ ｊ ｾ が終わった ｊ ＮｊｬＮＮｻ五、住戸に人が住み、ぷ

施設がI i"i w1J し、同己伝子、に 何 の水もれもなく、，j f; 水

の 目 的主 Ｚ もない 。 ｾメーカーはここで似則した各僻

材料をンリーズ化し、. f J '1極的に柔配' i j ーと し て 、 裂

ili している 。

ill 築設備の配信ーとは、t . ' lii 主 体 と 同 じ 年 月 耐 え 、 し

か も 水 質 の 保 附 が な さ れ る も の で な け れ ば な ら な

い。 多くの主主物をみるとわずか 5 年 - 1 0年で1j : ・材

質 の 不 良 、物理的な力による水もれ、自己7 i : 技術に

よ る 不 良 、 亦 水 の 発 生 な ど 、 使 用 に 耐 え 符 な い も

の が 多 く 発 生 し て い る 。 これらは、今回の柔自己包ー

と端而m造 で あ れ ば 、 解 決 で き る と 思 う 。 こ れ か

ら の 雄 築 配 管ーは、一つのぷ材から、 1浪寸::ljJ:・理1ま で

を統一的に巧えたものでなければならない 。 ｬ ｩ ｪＮｾＱｴ

の 他 物 の 配 管 工 '1"では不可能でも、多くの: i l l 物が

よ れ ば 、 完 全 な プ レ ハ ブ 化 、 ユ ニ ソト 化 は 可 能 で

ある 。
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長 野 光 昭 すいせんの二と( ; 1 : 標 井 満 男 青年技術者と して のこと( ; 1: ・ill 築を人体として、設備工・J¥をよく神経系統

'1，年 ) ILI Il{{和20i l' 5  )1 28 11 長野光昭君は、 3 ，400戸のお 111 1.主主 に喰えられている 。設備工事技術者は、建物の一番重要な機能を有効に活

す !日 Il{{初39i!' Je "ll ｲ Ｎ ｾ ［ 刈等 ｆ 配管 lこ深い洞察と試作実験による 動させるべく、日 q それぞれの日1¥1"1で努力してきているが、設備の点の価

職 附 校 機 州 問 副研f究を亙ね 工業化工法における f官他直IU:IJ'帥古が《とわれるのは、往物が{ 佼吏叩守?tι 、その設酎酎5計十思忽、設制J討t愉数飽が『満尚足され札
、

附 113咋 竹Ij ド判1川l 務例1，1以1

'ぷ没1備嗣泊部¥ ｾ柑馴 ｶｊ H相新rU附JI.川11社大阪 ニの作3業1!; ii所斤で体f得: 早トした合耳思E的工法 れるものと息う 。 これは、設，; 計計i計汁1十.者、 B胞白工t担旦当者、 j 一カ一、{ 使宜用者者凋 ( 保守

本社ピ J レ改築 ['J'; は、今後の工 'J'. に係J 1 l し、展開し 管理者 ) それぞれが単独で研究努力するのではなく、一体にな った研究努

昭和140年 安 凶 f，:，，(ビ ル ていくことを信じて疑わない 。 力が必要である f サ f 安くて機能のいい設備、安くて材料のいいものとい

H円 相 l 年大和銀行偽川ビル ー 。 - ._ 

1l{{.f U45年 サンンヨy ヒングセ;， 9 ー フム号えではなく 、ムーにその建物としての機能、材料に要求されているもの

梅雨 ジャス コ を皆でみつめながら、建築設備を与一えることにより、建築と一体感のある、

日興大阪ビ ル 機能、材料のもっともすぐれたものをひき出すことができる 。 これが設備

1l({ftI50年 県 営 "' i);1浜山肘wと 校術者としての使命と思う 。

公J.ij ，'ift '-i兵，¥':jIMf 七 t
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太陽熱冷暖房システムの省エネルギ効果と経済性
二 三洋ｾ ｉＡＺ機塩座教育訓練セ ンターでの太陽熱 利用の

設11m設計を実例としてご紹介します。 ( 下 図参 照 )

間 建 物 は 、 明 石 ifit 峡 を 臨 む J J i f ; に セ ッ ト パ y クし

て 配 in された主主物屋上に、 4 3 8 m' の 点 空 ガ ラ ス 管

式ｾ熱 ｾｩｦ を設 ｩｬｬ し、 ｊ 他物 全 体 の ｽＺ￭ の ｩ 令 ｈ 是 ｉＩｽ と、街

ィ(1 とliJ:f V} の す べ て の 給j坊をまかな ってい ます。
わが| 到はけ 1紛l交の温暖な気候干wに 属 し 、 比 較 的 に

必 ま れ た 日 射 と 、 冷l暖房およひF 給 湯 の 熱 負 荷 が 適

度 に 存 在 す る こ と が 、 太 陽 熱 利 用 上 の 好 条 件 と 言

えます 。

し か し 、 太 陽 熱 が 無 公 害 、 無 尽 蔵 と い う 好 条 件 に

も か か わ ら ず 、 そ の 利 用 技 術 の 開 発 、 普 及 を 遅 ら

せた原因は、エネルギ主任皮が低いこと、季節によ

る 変 動 が 大 き い こ と 、 ま た 天 候 に よ っ て も 左 右 さ

れやすいことなのでしょう 。 こ れ ら が 効 率 よ く 熱

を取リ UJ したり、日ぃ浪1支を仰ることを困難にし、

負荷と日射発生の時間ずれがシステム設計を復刻i

に し て い ま す。

よｾ熱 ｦ 訟のｴＩＺ定はシステム設計の第一歩であり、期

間I W凱 i誌は節約エネルギ虫、経済性を検討する上

で の 基 礎 デ ー タ で す。 し か し 、 集 熱 量 の 算 定 は 簡

単 で は あ り ま せ ん 。W熱 i訟は集熱i認の特性上、単

に日射量だけで決まるのではなく、ｾ熱温度、外

気 品 度 に も 強 〈 支 配 さ れ ま す。集熱温度は日射五i

と負荷、- FR熱 の バ ラ ン ス の 中 で 絶 え ず 変 動 し ま す。

m熱fif の算定のみならず、布lill .力熱量、蓄熱jJ 1失な

どを正しく予測するために、コンビュータ ' ;/ミ

ュレーションが有効な手段となります。

II i'H1149年 度 か ら 、 サ ン シ ャ イ ン 計 画 の 委 託 研 究 と

して空気調和 ・衛 生 工 学 会「太陽 熱11是冷房委只会 j

においてコンビュータ ・シミュレーションによる、

省 エ ネ ル ギ 効 果 と 経 済 性 の 分 析 を 担 当 し ま し た 。

研 究 の 目 的 は 省 エ ネ ル ギ 効 果 と 経 済 性 が ど れ ほ と

見 込 ま れ る か を 予 i!il l し、その結果を y ス テ ム 設 計

や機株の改良などの資料として役立てることです。

た と え ば 、 集 熱 面，1 ( 1 を大きくすると太陽依存率は

高 ま り 、 節 約 エ ネ ル ギhl も 大 き く な る が 、 集 熱 効

率 は 逆 に 低 下 し て し ま い ま す。 冷房ンステムでは、

かなり大きな集熱而f l ' l が必要です。 太 陽 依 存 率 の

低 い 場 合 は 、 い か に 良 い 効 率 の 補 助 機 穏 を 選 択 す

るかが要点となります。 蓄 熱 糟 は と く に 暖 房 時 に

その効Ａｦｾを発縦します 。 ただし、帯熱憎の保温性

を良くしないと、蓄熱槽の幸子訟を大きくしても逆

効 果 に な る こ と が あ り ま す。

太 陽 熱 シ ス テ ム の 設 計 で 難 し い 点 は 、 太 陽 依 存 率

は 低 い が 効 率 の 良 い シ ス テ ム を 選 ぶ か 、 依 存 率 を

日 め 大 き な 省 エ ネ ルギ効果を選ぶか、でしょう。

これは太陽熱が単に省エネルギを目さ' すものか、

脱 石 油 ・脱 エ ネ ル ギ を 同 様 に す る か で 判 断 さ れ る

べき問題でしょう 。

ま た 、 経 済 性 に つ い て は 、 現 状 の 節 約 エ ネ ル ギ コ

ストで設備コストを fi'l tll す る こ と は か な り 雛 し い

ようです。将 米 、 経 済 性 を 成 立 さ せ る た め の 条 件

と し て は 、 ① 耐 久 性 の 向 上 ( 20年 位) 、② エ ネ ル ギ

価格上列 ( 年 10 % 以 上 の 上 /1 率 ) 、③設備のコスト

タウン ( 3 0 %以上) 、④システムの性能向上 ( 30 % 以

J J 、などが巧えられます。 対 比 す べ き 熱 il I ! ! のコス

トにもよりますが、たとえばガスと比較するとき

は 、 上 記 の 一 つ が 実 現 す る と か な り 見 通 し が 立 て

られます 。 それまでは、⑤ ｾｉｉ 山 ｊ 金、などの政策的

防 置 が 望 ま れ る と こ ろ で す。

三洋電機塩屋教育訓練センター

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 青 山 台 l 丁目

設 計 期 間 昭 和51 年ー 52年

工 事 期 間 昭 和52年 - 53年

〈建築概要〉

敷地面積 8，416m'  

建築面積 3，118附

延床面積 9，780m'  

構造規模 R  C  (一部 S R  C ) 造、 B 2 、 F 6 .  P  2  

〈主要設備〉

集 熱 器 真 空 ガ ラ ス 管 式 214台

( 有効集熱面積437. 92"")

冷凍機太陽熱利用( ガス直笑併用) 級収式冷温水機

60 U  S  R  T  

他に、一般系統用に二重効用カ' ス冷温水機

280 U  S  R  T  

高［ｾ蓄熱槽 S  U  S 製 30m・ 屋外殺置

熱 交 換 器 プレート型 3 基( 給湯加熱用、暖房用[ 冷

房パ y クア y プ兼用〕、沸騰防止用)

低温蓄熱槽保有水量 130m' 地下スラプ下

貯 湯 槽 S U  S 製 510 2 基

〈太陽熱系統の冷暖房〉

社長室系統 A HU+ F C U 冷房 7 U  S  R  T  暖房 19，700 Kcal  h  

事務室系統 A HU+ F C U 冷房 17US RT 暖房岨， 000 Kcal  h  

L L教室系統 A HU 冷房 9 US R T 暖房21 ，OOOKcal h  

西宿泊系統 A HU 冷房 14US R T 寝房31 ，0∞Kcal . h  

ロビー主間基眠 A HU 冷房27 U  S  R  T  暖房71 ，OOOKcal h  

合 計 冷房74 U  S  R  T 暖房191 ，700Kcal h  

ロピ 玄関系統 A H Uは、一般系統ニ盆効用ガス冷，且水機との

切替可能

一一一揖鼎亙日一次温水

一一ー一一二次冷水 ( I 糊)

一一一一一一二次車水( 冬期)

一一一一一冷却水

一一一ー世晶

- + 込ー冬期間糊

---(込- I 期間開

往物の性格上、使用率変動が大きいことが予位、さ

れますが、内 i!ii..'Ni熱梢 ( 3 0 m') の ほ か に て 次 冷 地

水 槽 ( 130m' ) を設けています。

冷 房 は 太 陽 熱 吸 収 冷 凍 機 ( 60USRT ) を用 い 、 太 陽

熱 が 不 足 し た と き は こ 豆 効 用 l吸収冷凍機、さらに

不 足 す る と 太 陽 l吸収冷凍機をガス焚で運転します 。

塔屋から見る南系統のコレクター

ガス直安ニ置助用輯適用補助誕1 ' . 1 用情動

ノプ 吸岨冷蔵置 ボ イ ラ ー ボ イ ラ ー

( ! 従来果統)

i主破線は従来系統を示す

三洋旬機塩屋教育訓練センターでの太陽熱利用システム
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ー ヰ ｾｉｊｾｬＺＯ A テムのンミュレーショノブロ

グラム ( A C  S  S ・( 3) の|品1ｾｴ＠

- 主1 t 築における符エネノレギ千法安' } J 栄分析

ｪ、 ド ＱＴ 熱 ［ｾ￬ｬｬ 足 ｶ ［Ｎ ・ 給 ｾｍ : . ". ステムの i"iエ ネ

ｊ レキ効来 Ｑ［Ｂ ぴ ＪＮｾｪ 庁刊にｼ刻する 研究

ｷｷＮ ，［Ｇ の防日刊 ￭ｩｾ 実験解十 ｬ￭

三ii:J 孟/;{教 i i ，jll 純センタ における太

防熱 ［ｾ＿ｉｉＩｾｽＩｪ 給 f!)j ｬ ｴＱ ｦｾｩ￬ のぷ ， ［Ｑ

すいせんのニとぱ 飯 塚 英 雄

太陽然利用を含む行エネルギーの

往築宝剣 y ステムを追ボして、耳Il

論研究、コンビ ュー ター シミュ

レ - :/ ョン 、実施設計と広い分型"

にまたがる闘機な仕 ιｬｾ に意欲的に

取り組んでいる 。tr 而伺な' 1' 1:1(¥と

粘り ｾｲｴ ， ，、仕事ぷりで、新しい J;'j lui 

を切り IJfl くことがj切f寺される 。

受賞

rEnergy Conservati on and Economi c  

Advantage as E ff ected by So¥ar 

lI eati ng-Cool i ng Sysl cmsJ で J t I"li 庁

先持 牧民 二とと ｌ に ＱＱ 円相 ＱＵＳ 年 ・ ｾＱＱＶＱＱＱＱ

Tf 公謝利 ｪｾｲＧｴ ｬＺ午会占文賞受司、 ＱＹＷＸ

年 ' 1' ・S .  A  IT> A  S  H  R  A  1: ") 11¥1' A  

1"1際h { ( 世先占文交代

青年技術者としてのことば: わが国のみならず世界れ昆lでエネノレギ問

題が深刻化する1 ' 1' で、われわれが l!l ttl !i，1与する分別においては、建物

のエネ/ レギ i l ' mを減じることが当而の課題でしょヴ

空調設備では、効率よい機¥1 : ，' の/ l 日発、きめ制11かいシステム設; 卜など、

円(I(J 達成のための努力が払われています これらは機械的な手法であ

り、本質的には主ｬＡ［築的手法と ｉｊｾ 行して巧えなければならないでしょう 。

たとえば、断熱ＧＱＧ Ｑ の強化、庇による日日付調節、 Ｑ Ｚ Ｑ 然挽Ｅ の 干ｬＧ ｬＱ 遺 ｈｉＧｾ 導入、

ＱＧ ＱＱ 然保光による ｭｾｮ ｊｬ Ｇｲ ｉｌＱｊ の削減などです 。 しかし、建築の持つ多機伯

のために、これらをエネルギ f(Jfからだけで，1判断することはできません。

行エネルギと快適な室内保境のバラン スのとれた建築は、: u : 匠、構造、

設備の設，11に悦わる人司の 1・分な里Il 解と協力によ って はじめて実現で

きるものでしょう 。

私は、これまで太陽熱をは じめとする建築や空調のエネルギ分析など

を行ってきましたが、今後これらの経験を少しでも役立てることがで

きれば幸いです



止め墜は W S Gによる応力、管内傾斜計による変

位を測定し、設計値との対比を行い、周辺地盤の

沈下についてはレベル測定、権築物の倒れについ

てはマイクロ式精密水準器を用いて測定し、万全

を却l した 。 また、偽水量の調箆管理は流量計を採

用し、外部水位観islJ 孔による水頭管理と、金夜を

通した壁商漏水監視を実施し 、水による事故防止

に徹した 。 これにより、山止め壁の応力、変位は

設計値以内に納まり、無事地下工事を終了するこ

とカずできた 。

また、金工般については、鴻池車且の屯 ｾＱＺ プログラ

ム ( K O P E Nシステム ) を用いて現在管理中で

ある 。

山止め解析プログラムの開発と地下工法の合理化計画 ・

管理

山止め壁の解析は、多くの方法が推奨され理論的

にはほぼ確立された状態 であるが、土質定数、施

工条件等が複雑多岐に亘 1) 、おのおのに対応して

解析することが重要な課題である 。 そこで、幅広

い施工条件 ・用途に適用可能な実務的プログラム

を開発した 。

その代表的な特徴は、山止め壁の変形 ・応力 ・般

入長および水平支保工の適正、敏速な般討、具r体

的には神塑性拡張法を含む 5 種類の解析方法のう

ち 2 種類と、山止め壁の断面性能 2 種類の組み合

わせて'政一大 4 ケース同時処理が可能である 。 また、

側 圧 、土質定数等は各施工段階ごとに自由に変化

させることができ、各施工段階ごと、全施工段階

を重ねた解析結果の図を書くことができ、アウト

プ ッ トを計17-f !?スタイルとし、計算古作成の省力

化が計れる 。

m造とし旬1]( 工り間隔を大きくとる 。

3  ) 排水工法の合理化 ( 下 水 放流費節減 ) 梅田

地区は砂礁層の透水係数が高〈、排水量がかなり

多くなる 。解決策として、山止め壁の恨入長を 3

m 長くして微砂~制11砂の層に入れ、縦方向と横方

向の透水係数の差を利用して排水量を低減させる 。

また 、 リチャージウェル ( 復水工法) により、外

部の深い滞水層へ一部をもどすものとする n

4  ) 現場 における工事 管理 安全管理のために山

1. 山 止 め 解 析 プ ロ グ ラ ム の 開 発

③ 

言

上記プログラムを用いて梅田地区の地下工事にお

ける笑 iJll I値による γ ミユレーシ ョンの結来、敷地

内のポーリングデータおよび支保工の及ぼす ｊｪｩ ｾ 料

等を正雄に把怪し、当地下工事にフィードパ ッ ク

させた 。

く工・1'; 慨 要 〉

工 事 名 ( 仮材、) 郵政互助会梅田ビル新築工< ] ' ' ;

所 必 I也 大 阪 市 北 区 北5融寺町 105番地の l

機 造 S R C ' S 造 、 一 部 R C造

地 下 2 階 、 地 上 11階、儀屋 2 階

主主m而村( 1194 . 16m'  

延 床 面 約 10459. 7 m'  

工 期! 昭和53年 12月~昭和l 55年 3 月

1  ) 山止め壁 の合理化( 部材節減 ) 地下外壁と

敷地境界線が60cmしかなく 、山止め壁築造による

近隣建物への影響が懸念され、安全性の正月い経済

的な山止め唆が望まれた 。解決策として、築造時

の近隣に対する ｊｪｩｾ 響の最も少ない Ｓ 紬式ソイルミ

キンングパイル述統壁を係用し、地工速度短縮の

ために芯村の H J杉鋼を 2 本抱き合わせて l 本おき

に抑入し、経済設計のため、鉛直方向に芯材をず

らせて抱き合わせることとした 。

2  ) 水平支保エの合理化 ( 作 業空間確保およ び部

材節減) 通常の裕子ぱりとすると、1 ; 1) ばりピ ッ

チが狭くな り、棚杭、ステージ杭が乱立し、作業

スペースの確保が凶維となる 。解決策として、飯

合ぱりとし、平面剛性的に安定なものとし、ステ

ージ杭と棚1')'[ を1M有する 。 また火打ちばりを i谷被
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2  . 地 下 工 法 の 合 理 化 計 画

( 郵 政 互 助 会 梅 田 ビ ル)

青年技術者としてのこと ば・ 段近の地下関係の仮設計知、とくに山止

め、排水、圧窓i沈下計鈴等の二次元、 三次元的解析は、 F E M等の利

用によるコンビューター解析が不可欠とな っている 。より正碓に述〈

結栄が待られるコンビ ューターは、利用価1iD:がiC¥< 、今後も急速に利

用がJ tfえると思われる 。 しかし解析が絞維になると、使用する定数も

より 12日で正確なものが必要とな ってくる 。現実には解析に必裂なデ

ータが十分得られていることは少なく、手持ちの資料より推定するこ

とが多い。そこで、多くの現場実測データ等を利用し、フィードパ Y

7 をくりかえし、より近い111 I を凡つけだし、新しい設計に反映させ、

安全性が高くより経済的な、白 fii のもてる結果を生みだすように努力

するつもりである 。

すいせんのことば 白石 静ニ

佐竹君は技術1 j : 理苦11研' 先課μ とし

て仮設工法の計画を主な日常。業務

としているが、とくに山止めおよ

び水符についての研究に努め、 m

J 1 プログラムのI l 日発を行い、今回

は自己の令息化計画を実 ｊ 也に竹ｊｬ ｾ

した経験により、さらにI ' I f百を深

めたと思う 。

技術に対する熱意を持 った将米布

望な青年技術者として、ここにす

いせんする次第である 。

iJ1} 地制l 入社、 4内院およ び P C

ｬｩ Ｇ ＭＨＺ の Ｎｦｊｌ場開 ｾｍ

建 築 技 術 部 技 術 .. "* 

建築技術 ｾｊＺ .fIJl.持11研究，; ! n

腕 郵 政 互 助 会 悔 凶 ピ J レ新築じ

l昭如 54i !， 主主築技術省耳llffll6Jf '先，; *

昭和50i l" - 昭和51年には大阪駅前節

Ｒ ピル技術専門委 ｬｾ 会 へ ｈ｜ｬ￭ｬＩ

主な{ 上下 山11:め排水1札札，I i 'lii 、7 レー

ノ B位置倹，:J 等 ( 1:;(1見回I( 業川市池工場 Itj 

4佐ショ γ ピングセンター ・4ι 山銅:1出向 ・

点 洋 興 業 本 社 ピ ル 第 2 品川I l I i l U五ι A

J，;j . (，ω郵 政 fLsIJ 会権 III ビル) 新築工。I(

佐 竹 啓 一

生年月日 昭和24年 7 H3 0 日

枇終学歴 近畿大午埋工学部l J l 築学刊卒

業 歴

IIH有148年

1171和49年

昭和52年

H自制153年
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スライディングフォーム工法の品質管理

( 昭和産業神戸工場第 6 期穀物サイロ増 築工事)

1. は じ め に

コンクリート製; 絞物サイロ主主設の最も重要な機能

として、内政物の憎 J高を行うための I :，;(?とt1. J が

あげられる 。 そ の 他 設 に 当 た っ て は 、一般的に H

ヰ 1. 5 mの メ タ ル フ ォ ー ム で JI 付手を作り 、上 部 作

業 床 か ら コ ン ク リ ー ト を 打 設 し な が ら il11圧式ジャ

ッキで引枠を i fHぬし、 七} トを縦続することによっ

て サ イ ロ を 椛 築 す る ス ラ イ デ イ ン グ フ ォ ー ム 工 法

によっている 。

当 工 事 で 、 公 営 を 隙 保 す る た め に 行 っ た 、 つ ぎ の

2  ，ｾＮｩＮについて紛介したい 。

① 施 工 教 育 と 組 織 に よ る D・辺!

② 工 法 の 合 埋 化 と 符 力 化

2  . 工事 概 要

設 計 来 :1: 111建 築 事 務 所

建 築 場 所 有l' 戸市東灘区御 ;;fj 浜町 5 番 地

用 途 : 綾 物 サ イ ロ ( サ イ ロ 容 量 18，696 t  )  

税 棋 ・サイロ隙( 椛泣 R C 、ホ ッパー鉄板製)

主ビン 12)在、民1) ビン 10法

内径 7 .500世、 l笠厚 230

事f ｾＧｾ＠ G  L  +  39 ，650 

スライド高さ 34 ，100 

機 械 似 ( 附 近 S 、一日IIS R  C )  

中干高 G L + 45，000 

J法1告t礎

鋼?位1

210  イ本
入

スライド実地1 : l / 54年 7 rJ 25 日- 7 月28 日 ( 82時

IlfJ )  

3  . 施 工 教 育 と組 織に よ る 管 理

スライド工， Ｉ ｾにおいては、 ｦ 主ィ主の交代人民を含め

560余 名 の 作 業nが、約 4 日tf l J という短期間に一つ

の 目 的 に 向 か つて 地 工 し て い く た め 、 組 織 の 一 糸

乱 れ ぬ 団 結 と 統;1，1 ) が必要にな ってくる 。 また大半

の作業只が未経験のため、 }jO止工利皮の確保、施工

スピードに 品質 )J: 段、安全科:Eli 、故障11寺の対処等

をいかに徹底させ 、スムーズに，)，; を運ぶかが問題

となる 。

そのために 、サ イ ロ 経 験 者 、 技 術 部、研 究 所 、 技

術開発部、機械苦11等スタ y フ の 意 見 や 協 力 業 者 の

芯t luJ も寸分反H央させ、施工計画や工法の手 Ji I 買はも

ちろんのこと、制111放にわたる儲意: ) ' ; 項、チェ ッ ク

項 目 を 告 さ こ ん だ 、 笑 に 300ペ ー ジ に わ た る 施 工

要領苫やノ、ンフレ ッ トをあらかじめ作成した 。 そ

し て 、 社 内 規 定 に よ る 涜 工 前 検 討 会 の ほ か 、応 後

社員、職長、職人を対象とした業問別講 ｾＡ＿ｬ や施工

教育等、 Ｇ Ｉ ｜Ｎｉ 苅の打ーち合わせや勉強会を対 ｗｉｉｈｉ にｾ

1/ 1 して、かつ、くりかえし行うことによリ脇工1 . 1

mの 隊 認 と 徹 底 を 計 っ て 、 笑 砲 に 入 ったわけであ

る。

こ の よ う に ス ラ イ テ イ ン グ フ ォ ー ム 工 法 を 比 1(( し、

i J ! 安ポイントを周知徹底させるとともに、 11:) 題山

をi在三: J < することによって 、特 殊 工 法 に 対 す る |見l心

とｴＡｾ欲を深め、各人の責任感と連情肢を強めるこ

とに役立 った。

4  . 工法 の 合 淫化 と 省 力 化

合理化、生産性向上の而では、無尽無! . ¥. ! ; の持| 除、

創 立 工 夫 、 改 善 に 対 し 多 く の 従 業 が な さ れ 、 良 好

な成栄が符られたが、その主なものをあげれば、

以下のi I . ! i りである 。

ＨＱＩ消防 ｊｾＧｬ 伴、 支{保呆工の l改攻良による j司咋引1?別:吋j 枠 粘l皮立の li向f白刈1リl 卜

(ω山2幻)消J似拾 1引t引リ枠工

大による 4収j且v場2劾i作 ;業業の省7力J 化 、作 業 人μ の 削減

(3) 鉄 筋 配 筋 手 法 、 精 度 保 持 方 法 の 改 持

(4) サイロ内部作業者ーのための送風換気装 i丘の設 i丘

Ｈ Ｕ Ｉ ｾｬ￭ ｩＩ｜｛ｪ｝ｦｽｊ化首 ＧＱ およびフライア ソ シュセメントをＱ＾ＱＮＺ

用 し た ス ラ ン プ 15cmコンクリートの語司令，ihliij およ

び 地 工 上 の 各 陣 試 験

(6) ILI  ! l I功行令 'i !l U立 装 也 、 コ ン ク リ ー ト 温 度 1' 1 記記録

，11ーによるコンクリート竹理

(7) II !I i}J I孜/ 1 < 袋世による治 rlJ コンクリートの主主生計InlI

(8)1¥ノ山¥48 mのコンクリート圧送号 l'jiIri

(9) コ ン ク リ ー ト 打 設 用 配 信 の 有 効利 用 と 放 l;t { 時対

策 の 検 討

( 1 日コンクリート打設を省力化するための 各科 ホ ッ

ノ〈ーの利HI

スライデイング外観
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山 下 隆 司

世年r J H 昭和20年 5 li 27 日

γ  ＳＱｾ＠ !l r{ 制39年大阪府立西 nrl l 工業

高校建築科卒

腕 肢 昭 和39年出水建設入社

万l可r.y.オ ーストラリア館 ( 大阪支府民己柄 )

fJ ' j ル、ム凶自工場 姫路裂粉サイロ i昭

和産業神戸工場殺物サイロ苦¥4  JYJ '1' 1>' 

耐・1(1) ' 社ピル 日本 i直路大阪玄 J占ピル

ｕ［ ・ 草刈 ｌ ＼Ｉ 石巻埠 ｬｦｦｩ サイロ Ｈ ｉｉｉＧｔ［ 主 ｬｾ ｮ

( 作業所長 ) u自制産業神戸工場殺物サ

イ白書¥5  JYJ ( 作業所長 ) 向川 fi "? ンシ

ョン( 作業所長 ) "1H日産業神戸工場殺

物サイロW， 6JYJ ( 作業所 K i

すいせんのことば 荒 川 治 徳

山下手ｾＮは、入社以米持ぃｴＮＧｩ熱をコ

ンクリートサイロの総工包理にそ

そぎ、ひたすら n己研磨に努めて

きました 。今|叶の l昭和産業神戸工

場のサイロの施工では、その苦'i fl'(

された技術力を適/ i i tな決断と不! 凶

の，，ｾぶにより完全に発律し、すぐ

れた業献をあげました。ここに将

米. f i 望な Jf年技術者としてすいせ

んする次第です。

青年技術者としてのニとぱ・ Ｑ 釦附 ｾｩｬｬｾ ｩ‘に対して いj.!がのMa W: 激励す

る続前トi 会か句も J P'ii' ，に 凡しいむのであリ、それゆえサイロ位Ll 止はわ

れわれが今後生島てし、くがために吹ーボされるむのの一つであります。

社会は' ，: 誌にコストの宏、、ものを' l l [ . ，l < していますし、われわれ技術将と

しては. 優秀な他物を完成させるのはもちろんであるか. Ｇｩ ［ ｾ に ｔ 法の

介J ' ! J! 化 '(i  }J 化 安全{ ヒ ・際叩化を; 十ることによ ってコストダウ ンを

巧えなければ社会に氏献できないと思います

f/. i.1止 li 1-llhj においては m物は' F . きむのである J という必" 躍を新たに、

，; ; . ; に析しいものへの桃』械をおこたらす勿 }J することが必裂 であリます

この L ・J( に勺た ってむ、|見I f 嘉吉11/ "1および l品} J :t r. カf あ/LI ; t : ' こそな Ll ! ト

たものであり、 一 人の }J は微力であります。令uの ) J . 飢餓としての

大きな悩リ |二がりがあればどんな皆世間 で L 必lIf i できると ιIJ. I，います

今 ＱＢＱ むこのじ， Ｉ ｱ 比 ｬ 係のぷ， Ｚｾｈ をまとめるとともにＮ っ き Ｇ のｲＮ ，); への 7

ィードパ ッ ク資料とすることが、われわれのｾ ・ たす今後町役 ＱＱ だと ｻ Ｎ ｦ

じ、なお ー肘の勿プJ をはらいたいと且l、います。



R C く体工事のセミプレファブ化に関する開発研究と実施

る 必 嬰 に せ ま ら れ て い る 。 そこで筆者らは、 P C a

壁 ・ 床 ＡｾＧｬ 枠工法を主力にした工事計画を行い、机

上 の 検 討 で は あ る が 、 く 体 工 事 の 省 力 化 に よ り 、

所定工 ｊｕｉ 内に工 Ｇ ｉ ｾ を完了できることを訂正 Ｑ ＮＱした 。

発 屯 所 建 屋 は G.t . 床 と も 、 厚 さ 約 1 m 、 階 高 5 -

6  m で あ り 、 し か も 内 部 空 間 は 絞 雑 に 細 分 さ れ て

いる 。 し た が っ て 、 従 来 の 工 法 で は 床 ・段別枠、

サ ポ ー ト 、仮 設 足場 が入り百しれ 、 材料 の瓶 入 ・搬

出 に 多 大 の 労 務 を 裂 す る と い う 現状 で あ る 。 そこ

で 、 税庄 一 般 に 使 わ れ て い る 、オ ム ニ ア 板 と 竹 '1'

工 務Ａ円 が 村野伸 ノ ＮｪＨｊＭｊｩ ｪ で笑 納 をもっ ｐ ｃ｡ ｊｾ ｉＩＮ 枠にヒン

トを 得 て 巧 架 し た も の が 、 P C a [在 床 ｊｾ ｬ ｬ 作工法で

ある 。 工 法 の 下 Illfi を図 - 3 に 示 す 。

1.  まえカずさ

建 築 地 工 の 合 理 化 、 品 質 の 向上 を 目 的 と し て 、 従

来よ り工 業化 工 法 が開 発 ・笑 施 さ れ て き た 。 しか

しな が ら 、 単 品受 注 生 産 を 主体 とする主II 築 で は 、

工 業化 工 法 に 比 べ 、 設 計 の n由度、 および毛礼状 に

お け るコスト 1而で 有利 な R C 現 場 打 ち 工 法 が 主 流

で あ る 。 こ の よ う な 現 状 を 汗 去 と し て 、 工 業 化 工

法 お よ び R C 現 場打 ち 工 法 が 持 つ 、 そ れ ぞ れ の 優

れ た 特 徴 が 生 か せ る 工 法 ( セ ミ ープ レ フ ァ プ 工 法 )

の IJ 日発 が 純 々 進 め ら れ て い る 。

筆 者 は 現 場 ー 地 工 経 験 を 通 じ て 、 上 記 工 法 開 発 の 必

要 性 を 痛 感 し て き た が 、 機 会 を 得 て 、 < f本 の 合 開

化 に |則 す る 1) 日発 研 究 あ る い は 実 地 工 に 燐 わ る こ と

が で き た 。 以 下 は 、 唱 者 が 参 画 し て 行 っ たセミ プ

レ フ ァ ブ化 3 工 法 の 概 裂 に つ い て 述 べ た も の で あ

る。

2  . プ レ ー ト ポ イ ド ( P V ) ス ラ ブ 工 法

中高 層 集 合 住 宅 に お い て は 、 プ ラ ン の フ レ キ シ ビ

リ テ ィ ー が 安 ボ され、 ZE匠 設 計 の l面 か ら は 長 大 ス

ノぞンに ji&ffj で き る ス ラ ブ の |井l発 が 望 ま れ て い る 。

ｫ ｦ ｦ 者らはこれらの要求に ｪ 芯 えるー構法として、 ｊｾＧｾ

f ' ，' 似体 .l lt m の P C a板 と 現 場 打 ち コ ン ク リ ー 卜 に よ

り、 中 古E断拍! の 合 成 ス ラ ブ を 構 成 す る ス ラ プ 工 法

の IJ 日発 を 行 っ て い る 。

一 般 に 長 大 ス ノ 《 ン の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ で は 、

そ の n ， ｔ Ｈ との Ｑ ＱＰ Ｑ 係からスラブ成を正ｾ ＼し、 ｉｉ ｉｾ 伸 ｾｩ

而 と し た ) j が 間 造 的 に 、 ま た 経 済 的 に も 千 パ11で あ

る と 言 え る 。 P V ス ラ プ は こ の よ う な 点 に 必 円 し

た ス ラ ブ 工 法 て ¥ ス チ ー ル プ レ ー ト と コ ン ク リ ー

ト リ プにより ｲｬ ｬｾ 百 Ｑ｜ を形成した ｐｃ｡ 板 Ｈ 以下 ｐｖ

4反と 11千村; ) を ‘ 毛見場において烈わくとして用い、

こ の 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 中 空 断 ltii の 作 成

ス ラ ブ を 椛 成 す る も の で あ る 。 図 ー 1 に P V スラ

ブ の 概 裂 を d 、す 。

3  . タ イ ル 打 込 外 壁 オ ム ニ ア 板 型 枠 工 法

lI !l 初 53年 3 )J 'γ :校 法 人 武1・II 川学 院 よ り 「夏休 み を

P  V スラブ( 日型)
P  V スラブ( A 型)

を室

( I) P  V 板 ( PCa板)

罰芝三三三

ｾ［Ｍ r. 

(2)P  V スラブ

図ー 1 P V スラブの概要

利用した短期間に苦 ｉ｜ｾ 主練を完成させたい ｊ との強

い 要 望 が あ った 。 椋 i:¥' l 工 JUI 6 か月に対し、 3 .5か 月

の短い工 期 Ｑ で工 Ｇ ｉ ｾ を完成させなければならない 。

そ の た め 工程 の 簡 略 化 、 行 ブJ 化 を3十り、加 えて 外

装タイ ノレの Ａｾｉｉ 泌ｼり ｊ 止 の Ｍ ＱＳＱ として「タイノレ 打 込 外

壁 オ ム ニ ア 板 但 枠J の 工 法 を 開 発 し 実 施 し た 。

タ イ ル打 込 外 壁 オ ム ニ ア 板 は 、 現 花 一 般 に 床 に 使

用 さ れ て い る オ ム ニ ア 似 を 惜 別 枠 と し て 用 い る も

の で 、 本 設 の ー 休 明 と し て も 利 用 される 。 また、

板 製 作 時 に タ イ ノ レ を 打 ち 込 み 、 オ ム ニ ア 板 型 枠 を

セ ｹ トすれば 、 外壁面仕上工 Ｇ ｉ ｾ はコーキングを残

す の み と な る 。

l恐 出 し よ り コ ン ク リ ー ト 打 設 ま で の ー サ イ ク ル の

地 工 手 11闘を 図 - 2 に 示 す 。 ま た 、 地 工 状 況 を 写 真

に 示 す 。

4.  P C a壁 床 型 枠 工 法

現 Ｔ伝正 ρＺ 計 十 図 ｅ中Ａド Ｑ の Ｓ主某 Ｇ長 ｅ 発 ｦ屯ｴｉ ｾ所斤 ｅ姐往 Ｑ主 ｅ 設コ工 こ

きさにもカか、カか、わらず 、 き わ め て 短 い 工JUJ で 施 工 す

5  • あ と カマき

以 上 、 集 合 住 宅 ・クラブノ、ウス ・発 t江戸斤と金 U fJ

途の災なる雄物について、く体工 ・ ｉ ｾ のセミプレフ

ァ プ 化 を 目 ざ し た 開 発 研 究 、 実 施 工 、 そ し て 工 ・1';

計 画 を 行 っ たf 9IJ を 示 し た 。

ill;設 業 に お い て 、 今 後 と も H金 の 高 騰 、 熟 練 労 働

者 不 足 が 深 刻 化 し て い く も の と 忠 わ れ る 。 こ の 点

か ら も 、 省 ブJ 化 を め ざ し た セ ミ プ レ フ ァ プ 工 法 は 、

必 ず や 将 米 の 主 力 工 法 に な る も の と 確 信 す る 次 第

で あ る 。

① 山 ② Ｑ ③ ｾ @  

門 o  ｉ号ｆ 号携矧号甥Ｚｾ ｾ 位 ~区区区区;::::J タ

写 真

4五E了「F 柱棚紛阻 オムニ 7 板槌建込μ み セがパレ一一→タ締船ま た

O  

⑧ 

巨
コンクリート打設

① 

ο 匹。
型補正立

オムニア板建直 L

スラプ配筋

ジョイントロ y クも可能

図 - 2 ーサイクル施工手順

No. 2  No. 3  

守=辛 口f r 高;

畳( 2 段目) コ ンクリート打館 建( 1  段目) コンクリート打股 望 夕 テ 筋 配 筋 PC. 庫型枠車付 庫型枠大 ll( H鋼) 置付

図 - 3  P C a壁・床型枠工法手)1贋説明図
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喜 安 正 秀 すいせんの二と lぱ工 玉 越 敏 男 育年技術者のニとぱ 往札s設没悦業の，生T.二戸産fi ，- ，ステムは、まだまだ j枇泣岨過f化ヒさ引i L
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生年月日 日昭目初2幻3年 l ωon2幻3臼 近年、忍建E設 j業Eに従 'Ii . する労t務E職 ( と た段| 階稽にあるとはいいがたい 馳施i工技仲削j については t改攻 i良;込!u附;持別fJ発 E品諜足巡凶i丘iが山

fl' tみされており、また受n. より J峻-cに歪IJ る' ENt 7 ローにおいては ，Il n円 田

日 H叫 ι  

i昭沼初4“6年 大阪大学工♂学 ｆ 古部 ￟ ｬＮ挫 ｩ主 ｬｾ 築島工 ρザ ｊ川Ｚ斗 ｮ 干

職 歴

11目手046年 竹中工務1市大阪本山入社. ぷ

計百 ￟ 椛造 ， ｾ ， ｦｬ ぷ

昭和46年 見附部比附諜

昭和46年 京 都 営 業 所 京 抑 制1日ピル新

築工 '1>

11自相47年 京iJ ピル新築工 '1>

ug相49年 船場不動l品屯ビル析築工 '1>

昭和50年 設 計 部 情 造 J

町i布J 50年 本l苫 妓Ifi 研究所11¥3 研究部

1"1 

昭和 ＵＲ 年大阪本 ｾＵ .  ]ン1'，百11工 '1>.' 県

くに大工、鉄筋工) の不足が目立

っている 。 この厳しい状汎に対応

す べ < ＭｬＧｦ 安君 ｬ 立、，ｊＺ ｊｕｾｪ 打ち ｒｃ ｔＮＺ

法と P C a工法のメリ ッ トを折変し

たセミプレファプ工法の改良 IJ 日発

に従事し、大きな成宋; を上げてい

る。今後の活路がJUlj 寺される 。

{ t はj . f 主んだものの、月 ωIJ).記あるいは場あたり白'J 袋一ぷが似強〈‘ イ子J 1 ] ! 化、

t草地化を IHl んでいる 。

このような問題怠" 遣を肢として、住築地 L 技術のあり ) i を、つぎのよ

うに巧えている

1  ) 地工の紋適化とは、要ボされる IW. ' t ' 1. t 1能を低保する l で Ja もコス

トダウンする工法的選択であり、同じコストで総工するならば j泣む .'::j

訂， 1'( 世能を j!f る工法の選択である

2  ) 社会的勢、地成環I立により地工伎術の; 干1面特例i は変化する 地 工

技術は時 Ｑ ＺＱ Ｑ と社会変動 ＡｊＡＡｾ の変数でとらえる必安ーがある

今後、 lli 築に燐わる ー 技術おとして、地工技術の開発と: J ミ民主に苦手める

ととらに、現場' E i 琶のあリ ) j について J!i 従的研究を展開してゆきたい

と陪1っている



K 地区再開発基本計画

1 . 広域的援能の発揮および自

然 災害に強い安全なまちづ 〈り

・防災拠占そして燈舵ゲート町舷

f:.¥ 

・五-'):f tki 直および拘I川般公l事l との

i量得による緑地何千情

・官。』島市街地的火災から遊健地を

まむる防火建築帯の控段

・0 〆ートル地銭的盛土による水

Ｇ， ｉ ｾ の ￟ｪｩ ， Ｑ

2  . 周 辺地域との連 機登備に

よる防災性能の向上

・周辺官拠地町不快 ft や危険物的

除 1，による火災目 前向税減

. 1:11市J 十日剣道路. iflil l ! 完備による

遊錐路町篠保

・汚水処埋場内公[ 開化専による拠

出向拡充

⑧ 

o  51附n ， 
h白血- - ・・『

21m 

3  地織の環境改善やイメー

ジア ァプにつながる聾備

・地績に不且している利便施訟は、

周辺から利用しやすい位置( 地域

的主要な生活動線 との一致)

・過密化している 教育地訟の箆備、

学校附披を前健とした地位形態

・ ｾ 織でＮまとまリのゐるレ ＷＧＩ

. 1. . - ; "- ヲン受聞の充実、す なわち .

体育館ー プール( 学校付股) 、スポ

ーツ広場 . U地および遊ゆ道. 自

転・li j { j . ランニノダコース専の鰐

備

4  . 地域になじんだ コ ミュニ

ティづ〈リ

・良質な住環境内提供による職f]'

近按の促進

・家族別およびその縦模は、市街

地明に近づける

・郊外住宅地型でもな< . 過密で、

外部経情依存町市街地住宅てa もな

い、よ リ適正な‘ アメニティのあ

る人口密度 とパランスした人口 情

皮

・地成に怠設なインパ7 トを与え

ない段附的な鏡備 11式的略立

主 治 判 周 区 分 dt ・ 刊 周 の 内 宮 ま 亀 利 用 区 分

区 画 姐 衝 緑 地

医3 判 周 緑 地

区 翠 盆 危 緑 地

a 工 農 速 通 冶

ｾ 工 寮 浪 温 団槍

Eコ 同 公 然 公益猪股

墜 麹 生 活 問 建働 組

公 "・jQI.I よ ぴ飾 般 t l 1約金L た嶋 樹 明 . ，金調.

4k 県1;，，......

公，. 広喝レ タリ. ーシ，シ.... .様1. .  ‘ t食事.

t tI止の " 川口IA. "6'"‘

H，. ・l Ii ・g・au... の1111;1民 rる'"色

( J I.  811巴 運送崎'"・. [. ..... "' '"に.. 

t'"' 飽

ＡＺＮＱｴｊＺ Ｎ ｾ直通権舟Ｇｴ，Ｎ nにJ t . 的. ・・t l i-

' 嶋U

tR鈴処I ! . . ｾ迫Ｎど公民 公館的令指綬の川雄

将来と も住宅婚と C TのN lt R備 を行うぺ! ! t L <.

不足し τ いる公共。公 益 ゆ‘ Ｒ 貨の 畿働 ＮｾＮ行， Ｎ

医 璽 住 宅 湾 側 交 旭区

盤富喜 代 鯵 住 宅 勉

巴コ 学 綬

霞麹 猫実 家 続 地

11、，

V ゐJ E - -。。

全 体 配 置 計 画 図

5  . 日常の景観づ〈リ

. f:判車。 地設および蝕地的向:t 置に

よる地域情造的 'VIBY. fヒ

・IJ i 行者ルートの般観鰻備、すも

わ ら、景観的変化や続野内線量7

y プ( 犠土による地努の変化や斜

面緑地. 水際景観のj s: tHel C) をは

かる

・ ｦｈ 車 足遡り宅 Ｑ ＱＱ Ｑ を Ｎｾ， かに

・各住戸からの悦界的舷が りや公

開 ・t余地への眺望を k 事にす る

dt .・ 伺 周 の 内密

Ｎ的ＮＮＮＮ剛健 ｴｨｾ ・は乞，Ｎ胞の包ＮＮＮ行， .. 

1< 

，..‘'‘ からの移似の" " 且H τ 代I HE'，相・

. ，遺. . . 什，雄K

小 ' f n. ・4・712. ｾ‘事修学内 Ｎ k ?  

却小売. . .‘'‘ nの. 向‘ n" ‘ 附t-l.1 lシ0 ' 也氏

14陶a・川崎S智雄、τ・"-11縄のものualJl V f いわ吻

.... ｾＮ守 餅喝施 ＱＱ ・， ーピＮ Ｎ‘ＮＮ ，， ｾ 繍 Ｎｵ

. . る旭1<

唆 1(， ( 1 船隊" " 胞でゐるところ
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森 薫

'主11' )1 u  II({ 制12111三12H 2  rl 

松終7・脱 11(1和471j 三J;( r." 大' 下大学院修 卜

一: U，¥自主 f  

x; 雌 昭 和47年日生I l 設 Itl 入社

11(1ヰU4811'i，;1大阪本社郎市町 IHi j

耳目、 J)! イl に宅る

運輸i ' i 三i住l . I l 海河相レタリェーンヨン胤也，lhlhi

ｊ［Ｚ 品以小 ｉ ｉｩＮ工業同地ｾ，ぶ ｊ 十 ｬ 耐

神戸市 Ｇ ＱＧ 央卸売市場本場停 ｬ 柑 ｊｬ Ｇｾ 時
k 阪市阿倍野再開発地本社l山1・設計

大阪市みど ') 町7 スタ ープラノ

大阪[ > [ 際明治周辺t J 也利HJl lhll 1j

k 阪市大正区幣備計画

住宅公 ｬ 司 ｋ 地区再開発ｾｾ， ｬ 十州 ｩ

太阪 rli 公開予備のための公開利J I l 調官

ｫ 阪ｾ，在日， ＱＮ 且手 ＱＱｦｴ 斜地 ｊ 紅白 Ｑ ・ ，ｇＧ ｬ 十

ｫｴｾｬ Ｑｊ＠ rlHui 山駅悶辺将Uil ，l h，hj

ktHlJ rli 山少年野外的動セ ンター嶋本 J h耐l

す い せ ん の こ と ば 田 中 孝 男

紋i丘の 都 市 計 画 業 務 の 純 聞 は 、 多

岐 多 様 に わ た っ て き て お り 、 そ れ

に 対 応 し て 、 多 彩 な 人 材 育 成 が 必

要 に な っ て い る 。 今 回 、 す い せ ん

す る 森 i. ti 君 は じ っ く り と物 事 を 比

つめ、J t 正而から 1'1'(1実 に 取 り 組 む

こ と の で き る 人 で あ る 。 数年のI !

歴 を 娠 り 返 っ て み て も 、 環 境 型 担 保i

と コ ミ ュ ニ テ ィ 問 題 に 興 味 を も ち 、

こ れ か ら の 都 市 問 題 解 決 の タ レ ン

ト と し て 関 西 に 必 裂 な 人 に 成 長 し

て く れ る も の と 期 待 し て い る 。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ぱ : 都 市 は 人1111に よ っ て つ く ら れ 、 そ の布11m

に 人 UIJ が 動 か さ れ て いる 。 計画 とは、 そ の現 実 を わ れ わ れの 蛍 む 方 向

に も っ て い く た め の 武 器 で あ る。

従 来 の都 市づく りは、 ① フ ロー 中 .L、の巧 え n ( その 時 代 偏 lRの 価値量JI. )

や 、 ②人 の 行動 感 情的 過 大 税 、もしく は 過 小 評価 に よ っ て 行 わ れ た

而 が 強 い 。

本 来 、泣 か な 環 境 と は 、 将 来 へ も 託せ る よ うな -/l i ft' t を持 ち 、 一 生物 と

し て の 人 l聞の 特性 を 読 み こ ん だ もの で な く て は なら ぬ .

こ れ か ら の都 市計 画は、 長 期 的 に スト y ク と な る べ き もの が何 か を 凡

揃 え た 上 で 、 時代 に 即 し た 新 し い 価 値 観 を 汲み 入 れ な が ら 、 人 々 の実

感 に 訴 え 、 創 造 や 参加 の 意 欲 を育 て る築費1)的 な 内容 の もの に す る 必 弘r

カeあ る と ，思 う.

私 と し て は 、 地 域 と 深 〈関 わ り 、 視 界 を 広げ る 中 で、 理 念 と 実感 に 裏

打 ち さ れ た 手 法 を 身 に つ け て 、 よ り 良 い も の を 創 ワ 出 す干島 渡 し を し て

ゆ き た い 。
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50m 

居 中

均 久 久 国

東 捜 代 代 縦

中‘ 五 二 質

学 書 丁 丁 道

校 翠 巨 目 路

三量三惇高島一

5化m

50m 

。

あるが、 0 0- 1では OP- 400mである 。すなわち上回T

台地ではMa3が堆積してから現在まで、高低差約

300 m が生じるように東側が隆起したことになる 。

この上回T台地でのずれのようすは、地下鉄千日前

線の掘削時の観察により、 図 7 のように明らかに

された 。 このような断層も前述の六甲変動に関連

する活発な 断層運動によるもので、大阪層群の堆

積の終わ った後もなお進行中と考えられている 。

被積層中には図 7 の断層以外にも、小規模な断層

が多く存在しており、微精造線と呼ばれている 。

これらはすべてが上下方向のずれだけでなく、ノk

平方向のずれもあり 、土質断面図に現れない場合

もあるが、微構造線での地盤は、堆積した状態の

ものよりも強度は低下しており、建設工事におい

て問題となることがある 。

大阪近辺の支持層の一つで、建設技術者の間で

よく知られている地層名に天満層がある 。 この名

称、は昭和初期に山根博士により、天満橋付近に露

出している砂機層につけられたものであるが、地

質学者よりもむしろ建設技術者の1mで親しまれて

きた。山恨博士が調査した 当時は調査技術も十分

でなか ったこと、および建設関係でその適用があ

天満層

いまいであったので、大阪地盤図が作成されたと

き、天満層として新たに、 「天満層とはちゅう積

層の下にあるぷも新しいこう積層の地層名とする 。

最も新しいこう積層は粘土層と砂れき層の一対よ

りなるものであ って、天満粘土層、天満れき層と

称する 。天満れき層はこう積三角州の上ffil に相当

する 。」と定義された。 この天満層は上回T台地の

西縁から西へ行くほど深くなり 、臨海部では約一

30 mとなり、昔、百尺磯層と呼ばれたこともあり 、

大阪の支持層および第一帯水層として非常に重要

な層である 。天満層は大阪市内ではd 頭としてみ

ることはできない。一方、伊丹丘陵に分布する伊

丹磯層については詳細に調査が行われ、 図 8 に示

県西部から兵庫県播磨地域、大阪湾周辺、京郎、

奈良盆地にかけてかなり広い地域にわたって分布

しており、砂砲撃( 砂) 粘土の互層よりなる一連

の地層である 。 この大阪層群が品初に詳しく調査

されたのは、昭和30年頃から千里山丘陵で行 われ、

ここが大阪層群のモデル地域とされていたが、現

在は院l発が進み当時とはま ったく変貌してしまっ

た。大阪層群中には重要な鍵層となる火山灰層で

あるアズキタフやピンクタフ等があり、 0 0 調査

においてもこれらを鎚層として 地層 区分が行われ

た。その結果、 図 5 のように 14枚の海成粘上層が

あり 、下 から MaO，1，2… ・..12 (Mal;!: Mar ine  Cl ay  

の芯; 昧) の洪積粘土と沖積粘土 (Ma131こ相当 ) か

らな っている 。Ma3には30- 50cmの特徴のあるア

ズキタフがあり、これを境に大阪層群を上下に二

分している 。

深層ボーリングの本数が冷え、かつ地下鉄等の

地下掘削工事のI倍加に つれ 、従来、丘陵地の露頭

のみで観察されていた大阪層群が、平野昔日でも観

察されるようになり、平里T告11での地層構成がH月ら

かにされてきた。平聖子宮日の東西断面は図 6 のよう

になり、 00- 2では656mで基盤の花関宕か確 認さ

れた 。0 0 - 1では907mの深度でも基盤に遥せず、

この付近の弾性波探査の結果から 1500m程度で基

盤と推定されている 。 この基盤の差がその上の被

覆層にも影響をみせ 、Ma3は0 0- 2では OP-20mで

-50 
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大阪地盤の生成 (その 2 )  

約200万年の長い時代にわたって基盤岩体が隆起 ・

沈降を続けると同時に、隆起部は浸食さ れ、砕屑

物は遼織されて沈降部へと堆積されていく 。沈降

部に堆積した層の一部も浸食されるが、その上に

さらに新しく堆積してい った歴史的結果が現在の

平野部の地下を織成している地盤であり、基盤上

に堆積した新しい地層を被覆層と呼ぶ。平聖子部の

被援層がUJI らかにされたのは、昭和38年大阪市の

地盤沈下調 i立の目的で実施された深層ボーリング

00- 1( 0 0とはOsaka ｏ･･ｰ の略 で以後Ｎｾ施された

深層ボーリングの基本であり、 0 0- 1 - 00- 9 まで

実施された) によ ってである 。深度680mまでが大

阪層群と呼ばれる層で、その下に第三紀層の二上

層群 ( あるいは神戸層群 ) と呼ばれるやや固結し

た層がでてきたが、 907mまで掘削されたが基盤宕

には達しなか った。大阪層群とは大阪近辺の丘陵

地や盆地部を形成している新第三紀鮮新世から第

四紀更新世にかけて堆積した地層の総称、で、香川

好彦

大阪層群

西垣

E  

同. 1

‘h l  

". ‘  
ｉ ｾｨ＠ ｾ＠

)，h l  

111.1 3  

l h !  

.・ B

住

遺

新

q ! ? ? ? bbh  

中

J

4

t

世

相

日

山

山

w 港

。OD- l

2∞ー

3∞一

100 

したように丘陵地で露出していた層が、尼崎港あ

たりで一30 mにもぐりこんでいる 。 この伊丹機層

は多くの調査資料から、前述の天満日程! 習と権回近

辺で連続している 。 しかし伊丹機層の礁径は天i前

線層に比べかなり大きいものを含んで、いる 。 これ

二上府俳(神戸府幹)

500ー

600ー

700-

ω0-

700-

800-

は砂僚を運徹してきた古水系、すなわち、その後

背地が異なるためと考えられる 。天満燦層の土佐積

は 1 - 3 万年前と考えられ、その問に海水面変動

があり 、海退時の河川運搬能力のI目したときに堆

積したものと、海進時に堆積したものがあり、前

者は海道までの長い問、空中に露出し、風化によ

って弱化し、その一部は海進時に再運搬されて粘

土分の多い擦が堆積して、 Nfl 直の小さい層を挟ん

でいることがある。 ( つ づ く )

( にしがきよしひこ 基礎地盤コンサルタ ン・J KK技術セ ンター次長)

0 5 OOm 

上部洪積層

大阪層群
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ファンと充てん材のない

冷却塔

植 山 哲 平

エゼクタ冷却搭は、フ ァンおよびそれに付随す

る駆動部がなく、さらに、充てん材も必要としな

い冷却塔である。

エゼクタ冷却搭は 、従米型冷却培と 比 べて、 精

造や速転原理が恨本的に巽なっていることから、

従来の冷却港のイメージを大きく変革した l百l則的

な冷却浴として、爆発的な需要の I科大を来たして

いる。すなわち、精造は、全く簡単 ・単 純 明 快 で、

単純化を要求される機械 設備としては、最良の手 IJ

.... ! . を有している 。 また、独特の運転方式から発生

する特性 ・特長は非常に多〈、社会的、建築的、

設備的ニーズに対応することができる 。

1. エゼクタ冷却塔の機造・原理

エゼクタ冷却俗 l主、 ンステム循環水ポンプを動

力源とし、加圧された冷却水( 温水) が入円スト

レーナにて異物 を除去され、へ y ダから分けられ、

枝管に取りつけられたノズルから噴霧されること

によ り、 大量の空気が誘 'J Ｑ される 。 中ｾのチャン

ノ〈ー 内で、水 ・空気が蒸発冷却にて熱交換 されて、

水は水糟に集められ、; J ( 槽ス卜レーナを jill ってシ

ステムに戻る。飽和した空気は、 r ul 性能なエリミ

ネータにて 、水を除去( 飛散水はほとんど 0 %)

空気入口 ス空 ビライザ
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国

司
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印

卸

会
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ム

出
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40 
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70  

(

国

℃

}

?ω 

ム

凶

申

印

40 
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オ7 ターブパンド中心同法量生 ( Hz )

図 - 3  

され、ルーバにて45・ 上 }J 大丸中に放出される 。

( 図 ー 1 )  また、ノズルからの噴霧の状態は、人

11空気スタピライザーを取りはずした写真にて示

す。( 写 真 一 1 )  

2. 工ゼクタ冷却塔の特質・要因・特長・用途

つぎに、エゼクタ冷却培の特質 ・要因から発坐

する特長 ・用途を、 表 ー 1 に示す。

以上の中から、とくに、注目 1St の"，) い、 1. 騒音

対策 2 省エネルギ一方式、の 2 点につき、さら

に詳細を述べる 。

2- 1. 騒音対策 エゼクタ冷却搭の騒音傾向は、

非常にユニークな特性を作 っており、ノズル噴霧

により発生するお周波城主体の児童音特性をイi して

いるのが大きな特長である 。 この種類の騒音は、

門然界に多くある騒音であり 、たとえば、 iiii の音 、

川の音、噴水の音、シャワーの音などに近〈、不

快な音の告11類には入らないと言 っても良い。

図 - 2 にて 、エゼクタ冷却俗と従米型冷却浴の騒

音特性を比 較してみる 。

以上 のことから、つぎのことがわかる 。

( 1) エゼクタ冷却港は、J i l J 姐の起きやすい低周波

域 で、15 - 20d B低い。

(2 ) 処理の簡単な凶i周波域では 、従米型冷却浴と

比べて、ほ，ｾＧ同じレベルか、少し ｉｾＺ｝ い傾向にある 。

このために 、 A スケール( オーバオール) では、同

等の騒音{直か 、やや高自に出る 。

つぎに 図 - 3 にて、逃音壁による減音効果を示す。

Ｈ Ｓ Ｉ 遮音壁は、高周波 ｊ ＡＡｘ ｉｾ とＧ減音効果は大きい 。

(4 ) 遮音壁効果にで、超低騒音型となる 。

(5) 遮 音 壁材料は、厚さ、 ill l i . t ともグレードI15 い

コンクリート防音壁は不要で、 1000Hz ( こで、 20dB

程度の透過損失のある遮音材 で十分である 。

エゼクタ冷却搭は、 このように 、 騒音処段対

策が容易な特性を布しているため、騒音対策に各

地て、i8川され、また第一種住専地域学の馬車ff トラ

フソレ解 iJ.と lこf主主 っている 。

また、 ｴ 辰 Ｑｾｊ がないことから、ホテル、病院、ホ

ール、マンシ ョ ン守ーの屋ｬＺ， ｬ ｾｉｔ 主において、 ｾＩｪ 振装

置なしで、何ら 1::1足j もなく、設置されている 。写

真ー 2 、写 真 - 3 は、第 2 B! i 主導地域の茶市立病

院の遮音 ＡＡＳｾ 誼前後の写点である 。

2  - 2.  省エネル ギ一方式 '(i エ耳、ルギ - } j 式と

するためには、 11 ) より大幅な冷却効果特性と、 12)

ポ ン プ 2 T i 直列 }j 式の 2 点の組み合わせにより IIJ

fIE となる 。

11) より大幅な冷却効果 ' エゼクタ冷却塔の冷

却特性は、外気温球混l立が、設計条件より低くな

った湯合、従米型冷却培と比べて、より大幅な冷

却効果がある 。( 図 4  )  

(2)  ポンプ 2 h直列 }J 式 ・エゼクタ冷却溶は、

ノズル噴霧圧を 10 mAq からM: 大40mAq の 範 囲 で

選定でき、高い噴霧 IJ( 頭圧を{ 史 JIJ するほど、誘づ|

空気量は多くなり、能 J) がI作加する 。 また、エゼ

クタシステムでは、ポンプ木頭圧が、ノズル噴霧

水頭圧分高くなるので、必要全ノM1 t 圧合計の Mの

ポンプを 2 台直列運転する ) J 式にする 。 このこと

により 、冷却港j! l ! 転朋nrJの9 0 %程度がポンプ l 合

で運転でき、また、ポンプ l 台運転l侍でも 7 0 %の

能力を出す特性を1;f っている 。

以上の 2 点の要紫から、行エネルギ - } J 式にな

ると同時に 、 致命的冷房スト ｹ プの可能性のＮｊ ｆ Ｇ ，ｾ｜Ｇ

に少ない信頼性のおい方式となる 。( 図 - 5  )  

3，まとめ

以上 で述べてきたことから 、 全く析しい概念に

よるエゼクタ冷却溶は、炭化要望されている各種

のニーズに対応でき、広〈、 一般的に認められて

きている 。

表 ー 1

ー一一一一 防仮装誼不安

←一一一→屯A" i トラブルな し

ミ 機 械 ト … し
機械的メンテ不安

冷却培による冷房スト

γ プ♀し

....__ 舟命が長い

、¥・ メンテ (掃除) が楽

- - - 問凶になる低周波域が ←一一一ー低問 j庄域処I ' FF' l((

・ユニーク♀騒音 〈ご 低い
J ノ 逓音効果大

特性 ｜、 処ｬＧｾしやすい尚周波域 ・ そこ一 一 匹逃性のため、脱背は

が主体 "'-.... [<'1 り込みにくい

¥ 透過1J l 失大

・港高が低い R!!(H桔トラブル処思 nf

・1向性能エリミネ 一一一一 飛散水ほとんど 0 % ・ 一一一 一・ 節本効ｾ大
ータ

...--・ 冷却俗仁11- 1>で木処1'M"f 

・辿統プロー弁笈 ←一一一一 逆転中のみ定1並プロー 〆r 能

備

・均一化された. j ? - 一一ープ 白煙が出にくい ←一一一 il 矧( 湯気 ) トラブル

行流 } J 式 . /  処ｬＧｾ Ｂｦｴｩｾ＠
・風此が: t い 正一一一→ 外気根球温度が下がれ ...___

. 2  f; ポンプ直列 、~ ばより大幅に冷却 二三テ 1行エネルギと生る

}J A  ' " 、、 ポンプ l 台逆転時11: 1は 〈二/

' "  1: 逆転JY1II 11の約90% Ｏ ｾ、 ＹＰＥ の ｬ 鋼Ｏｬ ｮ は、 Ｑ 台が
¥ポンプ l 台で約70%能 く f市ij で冷房スト ップな

力 、 ¥し

・耐蝕性処I' j! ←一一一 並鉛メ y キ鋼板+ 特殊 ........ ＧＭＮ， 完全な冷房スト ｹ プｾ
金属性塗料+ 端{耐・ポ "-..，_ し

J レ卜穴処理 、、滋害、 5 0 x Nox に強い
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( うえやまて っぺい 日本BAC 株式会社大阪 ， ，［［ ｾ Ｎ業所長 Ｉ
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19  20  21  22  23 24  25 26 27  

外気湿球温度 〔・C J  

図 - 4  負荷一定 (水量およびレ ンジ一定)

としたときの外気温湾温度の変化

に対する冷却格出口水温の変化

図 - 5  ポン プの直l 1J配置例
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フッイヒビニールラミネート

鋼板

花田 健一

金 属 系 外装材 としては 、従来から カラート タン

を 初 め と し て 塩 ピ 鋼 板 、 カ ラ ー ア ル ミ 、 銅 板 、 ス

テ ン レス鋼板等 い ろ い ろ な 材 料 が 使 用 さ れ て い る

が、最近は補修費の問題などを考慮、して長期の耐

久 性 を 有 す る メ ン テ ナ ン ス フ リ ー の 材 料 の 需 要 が

I曽加してきている 。

フ y 化 ピ ニ ー ル ラ ミ ネ ー ト 鋼 板 は 、 米 国 デ ュ ポ

ン社が多年の歳月 と同 社の 化 学技 術 の 粋 を 集めて

開 発 したテ ドラ P フィ ルム ( フッ 化 ピ ニー ル フィ

ルム ) を将殊な按 者剤 で 亜 鉛 鉄 板 に 強 力 に 貼 り 合

わせた超耐久性の外装 j刊の化粧鋼板である 。フパヒ

ビニールフィルムの持っすぐれた諸持性( 耐候性、

耐 汚 染 性 、 耐 薬 品 性、 耐 摩 耗性 等 ) とベースの亜

鉛鉄板との組み合わせにより 一 層の高性能をうを係

し、環境 の 悪 い 工 業地 帯や 、極主主の多い海岸地帯、

その他民J ! : tlの 耐 久 性 を 要 求 さ れ る 建 築 物 外 装 材 と

して好適な 材料といえる 。 また、米国、ヨーロ y

パではすでに多くの使 用実績があり、 園 内 で は 本

年 4 月から日銀建材( 株) がフロールボンドの商 A11 名

で製造販売をJ l 日始し、谷1j 而 で の 需 要 の 伸 び がi伺

i寺される 。

フロールポンド (フッイヒビ.ニーj レラミネー卜鋼

板) の仕織と用途

下 地 金 属 板

フィルム

積層形状

寸法

亜 鉛 鉄 板 J I S  G  3302 

テドラ宝フィルム標準色8色 38μ  

フ ィルム片面または両面貼り

板厚 醐 幅 m 長さ 凹 コイ Jレ重量kg

0. 27 

平 板 ~ 

0. 27 

コイル ~ 

III 途

耐候性

610  700  

~ ~ 

1. 6  1，219  3，658 

610 1，∞o  

~ ~ 

1. 6  1，219  5，∞o  

高級 建築物 内 外 装 材 ・ ド ア ・1m仕 切

工助 ・倉 庫 の 屋 恨 ・壁 材 ・ユ ニッ ト

パス ・厨 房 器 具 ・屯気 機g その他

フ γ 化 ピニール鮒1mは 、 プ ラ ス チ y クスの中で

もとくに抜1洋の 耐 候 性 を 持 った 樹 脂 で あ り 、 な お

か つ テ ド ラ タ フ ィ ル ム に つ い て は 配 合 す る 着 色 j 目

顔 料 も 不 活 性 な 耐 候 性 の よ い も の を 十 分選定して

f*川しているので、非常にすぐれた耐候性を示し、

長Hl Jl/ II に亘 る 屋外 使 I11 でも 一般の塗装にl o t ' . られる

ような変鎚色、チョーキングの ＵｾＧ 七がなく、建物

をいつまでも美し く保つことができる 。

図 1 は フ ロ ー ル ボ ン ド の促 進 耐 候 性試 験 ( デ ュ

ーサイクルウ ェザ メ ー タ に よ る ) デ ー タ の一例 で
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表 1 耐食性および耐沸膚水性・J ; t 験項目と鼠験結果

I百 目 試 験 方 法 試 験 結 果

温 水 噴 霧 試 験 JI S  Z  2371 塩水明霧試験方法による 。 平 坦 部 奨常なし

食品五水 5 士 1%
臼錆発生/J、

温度 35 :!: 2 'C 

クロスカ ッ ト部

ふく れ 3 - 4mm

試験時間1 2 ，∞0 時間 クロスカ y ト 白錆発生小

エリクセン部 ふく れ 4 - 5 皿

180・OT折り幽 げ部 巽常なし

耐 沸 騰 水 位 試 験 JI S K 6744 耐沸撹水性試験に準ずる 。 外観，密着性 とも

沸111水中 lこ1，∞0時1m浸潰後外部l.'li 務性などの変化を絢ベる 。 異常なし

表 2 耐薬品性および耐ガス性・鼠験方法と鼠験結果

IR 目 試 思主 方 法 試 験 結 果

10% 温 般 J 1 S K 6744 耐薬品位試験に準ずる 。 奨常ｾし

耐

10% 硫 酸

試験片を試薬中に浸漬後表面状態の変化を調べる 。
ｾ＠

"  

事E

ncロ， 

端部および裏面はシール。

5 % 酢 酸 "  
ｾ＠

性
浸漬時間 1，∞0 時 ffl1

10% かせいソーダ

。 ｾ＠

面f

亜 硫 酸 ガ ス 試験片を試験ガス中に暴露後， J民面状態の変化を調べる 。 巽 常 主 し

tl 

硫 化 水 素 ガ ス

端部および裏面は シー Jレ。

ス 試験時間 1，∞0 時Hl l

性

塩 紫 ガ「 ス J . l i ; 素ガスのみ 200時1m

色網変化

ｾ・ ε

o  G  Y  

・L G

o  S  B  

・W H

x  L  Y  

1.αm 

160 

150 

140  

光 130

>8120 

ｾ Ａ＠ 110  

|忌1∞
90 

倒 的

70 

60 

50 

40  

30 

20 

10  

10 2∞ 

光沢変化

4∞ 6∞ 

時間 一一一ー

B∞ 1. ∞o  

注) 1 色調変化( 色差凸 E の測定・ ーーJ IS  Z  8730 色差&. 示

方法 Lab系による) 各試験前後の色の途いを色差J 十に

より測定、色差d E で1'>. 示。

2.光沢変化 (光沢保待率の測定ー .J 15  Z  8741 光沢度

測定万訟による ) 各試験前後の光沢( 60・銭面反射率 ) の

速いを光沢計により測定。

試験後のl試験片の反射率

光 沢 ｬ 品 ｴ Ｎ ｾ 率Ｈ Ｅ Ｉ ＮＮＮＮＮＮｾ＠ ••• ｾ［［ｾ￬ｌｾ［ ， Ｚ ［Ｎｾ［ＭＭｊＺＢ Ｍ X  100 

IJ;i 試験片の反射率

3. 0  G Y  グレ ー ・L G .. ライト グリノ

口 58. ・・..・ ブルー ・WH. . .. ーホワ イト

x  LY. . . . . ・ライトイエロ ー

図 1 促進耐候性試験デ一世

ある 。

耐汚染性

ぷ ｬ 面被 ｉＱ 史 Ｈ フ ｹ 化ビ ニ ールフ ィ ルム Ｉ はｾｾＧ，Ｚ［Ｚ［に

耐汚染性が良好で、また汚れカ汗寸者した湯合でも

IJ !I l いj先剤、強い浴剤などで侵されることがないの

で臼 i却に洗剤、溶剤を使 って簡単に除去できる 。

実 験 例 と し て 、 マ ジ y クインクによる耐汚染性試

験 や 自 動 11.( 排 ガスによる耐汚染性試験でも簡単に

/1] れが除去で・き、抜群の耐汚染性を示す。

溶剤 としては各種 の塗料用シンナ一類、 トルエ

ン、メチルエチルケトン 、酢酸エチル、ベンゼン、

ア セ ト ン 等 の 溶 剤 に も 侵 さ れ な い。

ごく わずかに変色

万g守ιt  

色

耐食性および耐薬品性

表面被磁 ( フ ッ化ビニール フィ ルム ) は 塗11英と

異 な り 製 法 上 ピ ン ホ ー ル が な く 、 ま た フ γ 化ビニ

ー ル樹脂 自体が化学的に非常に安定したものであ

り、耐水性、耐塩水性はもちろんのこと各種の強

酸、 強 ア ル カ リ に も ほ と ん ど 侵 さ れ な い。

表 1. 表 2 は 、 耐 食 性 お よ び 耐 薬 品 性 の 試 験 デ

ー タの代点例である 。

加工性

表 面 被覆 (フ y 化ビニールフ ィルム ) が 強 制 で

伸 び 率 も 高 く 、 ま た 接 着 も 特 殊 な 接 着 剤 を 使 って

強固であり、加工性が良好で、 外装 材 と し て の 各

極のロールフォーミング、プレス成型が ｉｊｦ￭ｩｾ であ

る。

。

以上フ γ 化 ピ ニ ー ル ラ ミ ネ ー 卜 鋼 板 ミフロール

ポンド 多の慨 略 を 述 べ さ せ て い た だ い た が 、 以 後

に臥米の実施{ 列を紹 介 し て 、 お わ り と し た い。

オランダの花市場 1974 

亙鉛鉄板テドラヱフィルム白 30 .000m'

西ドイツの製

鉄所

1976 

亜鉛鉄緩

テドラX フィルム

60 .000m' 以上

(はなだけんいち 日餓建材KK市場l制発部開発企画グループJ軍政)



日影図・日影時間図の描き方とそのチェ ック方法・その 5 (最 終 回 )

特殊な形態の建築物による日影時間

の求め方

これまで、高さの異なる 2 つの直) J f 本で精成された建築物の日影

図 ・日影 l侍1::1図の作成方法を述べたので、実際の建築物の形態が抜

維なものであ っても、直方体だけの組み合わせである場合には、先

に示した方法により目影の倹討を行うことができる 。 しかし 、現実

には直方体以外の山本で椛成された建築物も少なくなく 、 これまで

に示した方法をそのまま適用して日影時1 I 11 を求めることができない

場合もある 。 そこで、日影時 1:: 1を求めるに当た って、若干の応用を

要する持殊な形態の建築物を 2 つ (傾斜面を有する建築物と空中に

支えら れた建築物) 例にとり、それらによる日影時 間を日照図表で

求める方法を演習を通して示すことにする 。紙面の都合で 2 つの例

を示すにとどめたが、先の研修会で使用したテキストには種 々の例

が示さ れているので、必要に応じて参照されたい。

4  

国

演習 5 A ・傾斜面を有する建築物による

日影時間の求め方

〔間〕 道路斜線制限を受ける図 1の建築物による

冬至の日の日影時間を、図中の P 点において求め

よ。ただし、 P点は北緯35度の G.L .+4mの水平

面上にあるものとする 。

ｾ Ｍ
ぱラ

N  

図阻

伺1咲

E I  1，0  

U ラ

C刈

10m 

+  P(GL + 4 m)  

道 路

sn[::f' 

道路

- L  

ト
CE  3  

1 10m 

図 1 傾斜面を有す

る建袋物

解説と解答例

建物に傾斜面 がある湯合であ っても、目ざし銭面と建物との交わ

りを日照図表上に錨 くこと ができれば、検討点での日影時間は演習

2 で示した方法により簡単に求めることができる 。 しかし 、傾斜面

o  4  8  12  16  20m 
N  

図 2

傾斜面を有

する建鎮物

による日影

の検討例

を有する建築物の場合、日ざし錐面との交わり を日照図表上に描 く

ことは簡単ではない 。壁面が鉛直である直方体の場合は、壁面と 目

ざし錐面との交線を検討面上 ( 日照図表上 ) に射影すると直線と な

るが、傾斜面と目ざし錐面との交線は、検討面上に曲線として 射影

されるためである 。 そこで、傾斜面と目ざし錐面との交線を日照図

身上に描く β 法に焦点を絞 り、以下、解説をすることにする 。

傾斜面と目ざし錐面との交線の検討面への射影を求めるには 、検

討聞からの高さが巽なる多数の水平而を考え、各ノ'J( 平面上での傾斜

而と目ざ し錐面との交点を 求 め、 それ らの交} ，';i，を検討筒( 日照図 ぷ)

に 射 彬し、それらを結ぶ方法が肢も ｾ 問的である 。 すなわち、日Ａｾ自

図ぷは日ざし錐前の等高線を 描 いたものであるので、対象の傾斜而

に目ざし錐雨i に対応する等高線を描 き、同一高さの等高線同士の交

.' .' 1 ，を求めれば、それがその高さの水平面上における両者の交点を検

討面上に射影したものとして容易に求まるからである 。

具体的な予順を問題の建物により示すことにする 。 ( 図 2 参照 )

① .  まずず、、 H問iJ 題の建物の 平面図と検討j人点白，'.i.

ぺ一ノ f 一に描き、険討而 (G. L. + 4 m) カか、らの高さカがf汀1， 2 ，"…・， 21  

m の等高線を建物の平面図に描く 。 ( 1 - 8  m のです・高級は建物の 外

形A' B' C' D' に、 21mの等高線は同じ くABCDに一致する )

②. つ ぎに、 平面図上の検討点 P を日 n自図ぷの原点 Oに豆ね、 li局者

の) ' j 位を 一致させる 。

① . 建物の屋恨而 A 8  C  D  ( 検討面からの必さは21m)と、縮尺1/400

としたときの日照図表の高さ 21 mの曲線 0" ( 0 .'. 'よから 21書 目) との

交点、を求め、それぞれX 2l ，Y 21 とする 。 この曲線 X 21 Y 2 I が陸屋恨

面と目ざし錐面との交線である 。 このとき 、}，'，I，Y引は傾斜面 ABB'

A' の上端における目ざし錐面との交点でもある 。

④ . 建物の20mの等高線 B刊 A" D"  C と高さ 20 mの目ざし曲線 Q..

との交.' . ' 1，を求め 、X ，. ，y ，. とする 。 曲線X ，. y ，. が高さ 20mのノド 半 面

注集 と社会/ 1979年11 11 r;- 45 



上における建物と目ざし錐面との交線であり、点、X ，. . 点y ，. はそれ

ぞれ壁面 C D Dぺ 傾 斜 面 A B B' A ' と目ざし錐面との交点である 。

⑤. ④と同様の手 )1頂により、高さ h m( h= 19. 18. ….9)の建物の等高

線 Bh Ah DhC と日ざし 曲線 f2h との交点 X h . Y h を求める 。 この X h .

Y hがそれぞれ高さ h mの水平面上での建物の壁面並びに傾斜面と日

ざし錐面との交点である 。 ( ただし、この場合は h = l1 m以下の水

平面上では両者の交点は存在しない )

@ . 各点 Y h(h = 21- 12) を曲線で結び、その曲線と建物の稜 A A'.

ＰＰ Ｇ との交点をそれぞれ ｙ ａ • Y o とする 。 この曲線 y " Y Aおよび曲線

Y
A  

Y
o がそれぞれ建物の傾斜面 A B B' A ' および A D D' A ' と日ざし錐

面との交線である 。 また、各 X hは建物の鉛直壁面 C D D' と日ざし

錐面との交点であり、それらを結ふき交線X 21 Y Dは図上 で直線となる。

さらに陸屋恨面 A BC D と目ざし錐面との交線は③で、得た 曲線 X "

Y 'I であるので、建物と日ざし錐面との交わりは、図形X 'I Y 'I Y A  Y
D  

で表されることになる 。

⑦ . 日照図表の原点
o ( 平面図の検討点 P) を通り、図形 X 21 Y 'I Y A  

ｙ ｄ を包絡する時刻線 ｏｙ ａ • 0  Y Dを引き、 それらの時刻を読み取る

と、それぞれ12時48分と 14時28分である。したがって、この建物 に

より P 点が 日影となるのは、 12時48分から 14時28分の 1 時間40分で

あることが知れる 。

ここに示した方法は、傾斜面に限らず日照図表が直接利用できな

い曲面等にも広〈応用できる方法であることを承知されたい。 また、

この方法によれば、検討点が多数あ っても、その高さが同一でトある

場合は、手 )1頂①で描く等高線がすべての検討点に対して利用できる

ので、日影時間を求めることは容易である 。 しかし、傾斜面を持つ

建物が対象で、検討点の数が少ない場合には、特定の高さの水平面

に検討点から建物全体を射影する方法による方が有利であるが、こ

こでは省略する 。 その詳細をま日りたい読者は、先の研修会で使用し

たテキストを参照していただきたい。

演習 5 8 ・空中に支えられた架構物を有する

建築物による日影時間の求め方

〔問〕 図 3 に示す渡り廊下で結ぼれた建築物によ

る冬至の日の日影時間を P点 (G.L.  +4m) につい

て求めよ 。

N  

E  

20m 

E

∞

-
日影検討面

E  

竜司r

図 3 渡り廊下で結ばれた検討対象建築物

46 

解説と解答例

本間では、庇、 ピロテ ィあるいは高架道路等、構造物と地面との

聞に空間が存在する場合の日影時間の求め方を述べることにする 。

これらの構造物と日ざし錐面との交わりの求め方に 、今までのもの

と若干の差異がある。すなわち、地面まで達する 構造物の場合は、

その上端面( 屋根) での目ざし錐面との交線を求めるだけで、 日ざ

し錐面との交わりの図形を得ることができたが、構造物と地面との

聞に空間がある場合は 、 その空間を通 って、検討点に日照があるこ

ともあるので、その構造物の下端面における日ざし錐面との交線も

求めなければ、 日ざし錐面との交わりの図形が得られないためであ

る。

以下、問題の建物について具体的な手順を示すことにする 。 ( 図

4 参照)

N  
o  4  8  12 16 20m 

W 

図 4 日影検討例

①. 図 3 の対象の建築物を縮尺1/400でトレシングペーパーに描き、

検討点 P を日照図表の原点に重ね、両図の方位を一致させる 。

② i度り廊下 A B C D と日照図表の 8 mおよび1 1 mの等高線 f2..f2l1

との交点をそれぞれ
U. V  および X . Y とする 。 この曲高泉 UV . X Y

がそれぞれ渡り廊下の下端商および上端面と目ざし錐面との交線で

ある 。 したが って、この図形 X Y V Uが渡り廊下と日ざし錐面との

交わりである 。渡り廊下の下に空間がなく検討面まで透している場

合には 、図形 X Y A B が日ざし錐面との交わりとなる 。 この両者の

差異を明確 に理解していただきたい。

③. 図形 X Y V C を包絡する時刻線P X . P V の時刻を求めると、そ

れぞれ13時43分と 14時56分である 。 したが、って、渡り廊下のみによ

るP 点の日影時間が 1 時間 13分であることが知れる 。

④. 建物 E F G HおよびI J KL による P 点の日影時間を求めると、図

示のごとくそれぞれ 1 時間39分 ( 11時53分- 13時32分 ) . 19分間( 15

時41分- 16時) となる 。 したがって、建物全体による日影時間の合

計は 3 時間 11分である 。

、、，，
，
，
h

J

 

，，，
，

、
、

、

今回をも ってこの日影図演習 シリーズを車冬わります。 このシリー

ズが会員各{ 立の実務に役立てば幸 いと存 じます。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



日本建築協会

月間の動き

昭和 54年 9 月分

理 事

. A.  

宮"

19日

出席者

ｪ 義司ｾ (1 )  

(2 )  

(3 )  

(4 )  

(5 )  

411寺 - 51時 於 会 館 集 会 室

塚本会長、福田 ・佐野各副会長ほか6名

定時評議員会にかえて容面表決の件

会員忘年懇親会の件

旅資規程改正の件

入退会者承認の件

報告事項

契 約 々 款 特 別 委 員 会

3 時 - 5  R寺 於 会 館 集 会 室

塚本会長ほか 7 名

四会連合協定工事請負契約約款連合委

品会( 東京) の経過について

(2 )  そのほか

26日

出席者

議事 (1)

法 規
. A.  

ｾ＠委 員

小委員会

3 日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 西川副委員長ほか 4 名

議事 法令アンケー卜の ｾｏ 十とまとめ方について

7 日 211寺半 - 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者 西川副委日長ほか 2 名

議事 法令アンケー卜のまとめ

委 員 会

7 日 3 11寺一 51時半 於会館集会室

出席者 l河本委員長ほか 6 名

殺事 (1) 法令アンケート集計報告とまとめ方

(2)  次回委員会

(3 )  ヨーロ y パ視察ノールウエ一、スイス

などのみやげお( 岡本行普氏)

小委員会

26日 3 時 - 6 時15分 於 会 館 3 階会議室

出席者 凶川副委員長ほか 4 名

議事 法令アンケートの分類・主主恩

事 業 委 員
. A.  

宜主

若い会員の集し、小委員会

4 日 61侍- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 阪倉副委員長、岩本 ・斉藤岡幹事ほか

12名

議事 (1 )  前回の事業委員会の報告

(2)  ｾ＠ 3 回の事業実施報告

(3)  第 4 回、第 5 回の企画について

は) 第 6 巨lの企画について

(5)  第 7 回以降の企画について

(6 )  そのほか

広報小委員会

6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

西村副委. t : l 長、平川幹事ほか 5 名

前回の事業委員会の報告

第44回展示写真「街を緑に・第 9 回」

実施報告

(3)  第45回以降の展示写真について

(4)  r建築計画と新耐震設計法についての研

修会」開催について

(5)  そのほか

見学会小委員会

6 日 5 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 島田副委員長、上出幹事ほか 4 名

滋ｾｾ (1) 前回の事業委員会の報告

(2)  7 丹、 8 月の見学会実施報告

(3 )  9 月の企画についての報告

(4 )  10月以降の企画について

(5 )  そのほか

若い会員の集い第4 因企画分科会

11 日 6 時半 - 9 1時 於 会 館 3 階会議室

出席者 持別委員コラムデザインセンタ - i さ後氏

ほか l 名、石古主査ほか 3 名

議事 (1) 第 5 回企画「デイスカパ一大阪(5)J の

イラストマップ作成について

(2)  当日の資料について

(3 )  そのほか

委 員 会

13日 12時半 - 14時半 於会館集会室

出席者 三品委員長、島田・西村 ・阪倉各副委

員長

ｊ 高 ｾ ｊｾ (1) 各小委員会の事業報告ならびに事業企

固について

(2 )  会員忘年懇親会について

(3 )  そのほか

若い会員の集い第 6 図企画分科会

14日 6時半 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者 別所主査ほか 3 名

級事 (1  )  第 6 回企画「旧下村邸( 大丸ヴィラ) を

訪ねる」の会告案の検討

(2)  当日のスケジュール 、 そのほか

若い会員の集い第 8 因企画分科会

18日 6 1時半- 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者 安原主査ほか 3 名

議事 (1 )  第 8 因企画「建築家に訴を聞く」につ

いて

(2)  人選、開催の時期、企画内容について

(3 )  そのほか

若い会員の集い第 9 回企画分科会

19 日 6 時半 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者 お谷主査ほか 4 名

議 事 (1) 第 9 因企画「建築家以外の人のぷを tlll

<  J について

(2 )  人選、テー 7 、開催時期、内容について

(3 )  そのほか

忘年懇親会打合

26日 111寺半 - 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者 三品委員長ほか 4 名

J殺事 建築クラブとの合同忘年懇親会について

5 日

出席者

議事 (1) 

(2)  

編 集 委
A ‘  
ｾ＠員

計画分科会

5 日 21時 - 51時 於 会 館 集 会 室

出席者 片倉剥委員長 、富僅幹事ほか 6 名

議事 (1 )  1 月号 r80年代のまちづくりー歴史に

学ぶ」特集の具体化

(2)  3 月号銀行特集について

(3 )  6 月号計画特集について

広告企画小委員会

10日 4 時 - 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 渡辺副委只長ほか 5 名

議事 (1 )  10月号「インテリア」特集広告経過報

告、 10月号「建設業の労務事情と n 力

化J ( 仮称) 特集広告経過報告

(2)  11 月号「日本住宅公団関西支社53年度

表彰作品」広告企画

(3)  12月号「今後の省エネルギの趨勢」

特集広告企画

(4 )  作品作風関係報告

(5)  そのほか

青年技術者選衡委員会

10日 l 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 前川選衡委u長ほか 9 名

首X26回青年技術者選衡

14日 6 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 嶋田選衡委μ ( 設計部門)

第26回青年技術者選衡

設備特集インタビュー打合会

12日 5 時半 - 7 時半 於会館 3 階会議室

出席者 荒井消氏( 東畑建築事務所) 、河津委員

汲 ｾ ｊｽ 前田敏男氏へのインタピューの事前打合せ

委 員 会

14日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 渡 辺 寺 井 - 木村各副委員長ほか 1 名

議事 (1) 9 月号= 庄内のまちづくりー今日の 到

達点と諜題特集経過報告

(2)  10月号= 建設業の労務事情ー悪化とそ

の打i持lへの試みー特集経過報告

( 後に 121 - 1 号に廻す)

(3 )  10月号 =80年代の イ ンテリア特集報告

(4)  11 月号= 第26回青年技術者特集( i l ! 衡

委員会報告)

(5)  12月号= 今後の省エネルギの趨勢持集

報 告 ( 後に 2 ｊｉＺｾ に廻す Ｉ

(6)  1 月号 =80年代の都市と建築ー歴史に

，、主ぶ特集報告

(7 )  第 4 回計画分科会報告

(8 )  3 月号銀行特集について

(9 )  新シリーズの Ｑｾ 案

(10)  作品作風小委員会より報告

(11i  収支状況報告、そのほか

安井建築設計事務所作品経歴打合せ

17日 3 時 - 4 時半 於安井建築設計事務所

出席者 償山誠一氏、間本委 fl ほか 4 名

80年代の都市と建築ー歴史に学ぶー特集用イ

ンタ ビュー

・中 沢 誠一郎氏

21 日 l 時 - 3 時半 於中沢誠一郎氏宅

出席者 斎藤利夫 (大阪市大) 、赤崎弘平( 大阪市大 )、

富棲 - 稲垣各委員

・玉 置 豊 次 郎 氏

25 日 2 時 - 4 時半 於大阪住宅センター

出席者 寺内 ｉ ｾＨ 大阪｛大 Ｉ 、赤崎弘 三 ｾ Ｈ 大阪 ｲｬｩ 大 Ｉ 、

富樫・池端各委日

住 宅
. A.  

ｾ＠委員

委 員 会

11 臼 511寺50分- 711午 於 会 館 集 会 室
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出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 8 名

誠司王 第 16回 よ ろ ず 栂 談 住 宅 展開 催の件

出 版 委 員

. 6. .  

' : M 

委 員 会

13日 5 1時半 - 71時半 於 会館 集 会 室

出 席者 小林 委 員 長 ほ か 6 名

殺 事 (1 ) 建築 技術 選 舎 の 経 過 報 告 、 販売 状 況

(2)  建 築 技 術 選 舎 の 企 画 徒 案

(3 )  今 後 の あ り 方 、 そ の ほ か

建 材 委 員

. 6. .  

' : M 

委 員 会

27 日 4 時 - 6 11寺 於 会館 集 会 室

出 席 者 山 田 、 牧 田 正 副 委n長 ほ か 7 名

:tl!I儲イ(r，j;) 2 名

治 事 11 1  内 装 材 「 パ ン ノミン」について

(2)  今 後 の メ イ ン テ ー マ お よ び 新 建材紹 介

コーナー

研 修

. 6. .  

' : M 

建 築 計 画 と 新 耐 震 設 計 法 に つ い て の 研 修 会

一 新 耐 法 に よ り 建 築 計 画 は こ ん な に 変 る ー

12日 1時 半 - 5 時 半 於 大同 ホ ール

参 加者 223名

講 師

・主 旨 と経 線

京都大学工学部教綬 小 堀 鍔二 氏

・動 機 と考え方

竹 中 工務庖［ｴ ｩｾ 十部副部長 久徳 敏治氏

- 実例解説

日建設計構造 部 長 青柳 司氏

- パ ネ ル デ ィス カ y ション

司 会 大阪大学工学部助 教 授 脇 山 広三氏

パネ ラ一安弁建築設計事務所設計部長 倹 山 誠 一氏

能勢建築設計事務所 長々 能 勢 次郎氏

他 講 師一 同

パネルディスカ ッショ ン

見

ム
一
品

1 日 集合 8 :  10→ 解 散20 : 15  

参 加 者 51名

主 な 見 学 先 大阪窯業耐火煉瓦( 紛吉永工場 ・閑

谷 学 校 ・備 前 焼窯 元 ( 松田孝山氏宅)

- 陶 芸 会 館

当 日 説明者 小 田 中 真一 郎 氏 ( 大 阪 窯業 耐 火 煉

瓦( 関試験 部 長 ) ・松田著書山氏

協 力 会 社 八木 惣株 式 会社

大 阪 家 業 耐 火煉 瓦株 式 会 社

....... 

ーナ

大 和 銀 行 久 太 郎 町 ビ ル 新 築 工 事 の 見 学 会

29 日 1 時 半 - 4 時

参 加 者 24 名

設 計 監f里 ( 関笹川スエヲ設計事務所

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

若 い 会 員 の 集 い

自信前路を訪ねて ー

一耐 火 レ ンガ、備前タイルの工場・関谷学校・

備 前 焼 窯 元一

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

11 日 81時 - 9時 20分 於大阪グランドホテル

出 席 者 82名

当 日 は 作 家 ・庄 野 英二 氏より「詩人と建築」をテー

マにお話。を伺 った。

役 員 会

11 日 9時 20分 - 10時 於大阪グランドホテル

出 席 者 塚本代表、高崎 ｪ ｪｬＡ ＧｩＺｲ 委 ｦｾ 長 ほ か 4 名

議 事 (1) 今 後 の 講 師 に つ い て

(21  忘 年 懇 親 会 に つ い て

131  講 師 の 謝 礼 に ついて

(4 )  各月の司会者およひe講師紹介者について

(5 )  そ の ほ か
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住宅関係者からユーザーまで，すべての人に役立つ，

どうすれば，確実で損のないソーラーハウスをつくれるかを示す実践的手引

内山 ソーラ ハウス 太陽熱利用の攻ーである集 大石邸 (静岡市) ＮＡｉＦｾＡＡ器を屋恨の上におく場 富士電報量製造(側 ク ラ ブ ハ ウ ス 太陽熱直接l唆

熱器乞そのまま屋恨にのせると高 くつくうえに，合， 汚れに 対する配l止を怠 ってはならない この 房の場合，補助熱源の選択を訴ま って はならない

保守もむつ かしい . Mと集熱総を ー体化 しコス ト 例では，消婦のために回転ブラ シ取付フ y クと 吹 この例は繍助ｾＡＡｩ原を空気熱源ヒートポンプとした

低減を医lるとともに，保守を容易にした i列である ー出角度可変の散水管が設けられている 推奨できる シ ス テ ム で あ る ( 以上，本古より )

_. .#，. 目〉欠 ".IT . 111. ' ，".. "'... .，1..." "' .. "  '" "''' "''' ..'' '1''' "''' '1''' .. ...... '" '" '" " ，. .  ' "  " ' ' '  " ' . .  ' "  ' "  " ' . .  ' "  "' ..，.， '" "'.. '"、

:  1  望ましいソーラーハウス 5  暖房はこう考えればよい :  

:  2  まず負荷を減らそう 6  太陽熱暖房の基趨資料 1  

:  3  ソーラーハウスはどうあるべきか 実現のための手引き ;  

:  4 給湯は こう考えればよい ソーラーハウスべからず集 i  

<12月10日発売〉 池田有隣 ー船越揮 由 著

医院・診療所の計画と設計

6学芸出版社 州 l市下京区木津屋楠通凶j同院東入 n 075- 343- 0811 

上記妓術選書は日本建築箇会事務局までお求めにこられた方には 1 割引の￥900で頒布しでおります。
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U 2 u k ' こコ

総合天井システム回議 |  

耐震・耐火そして軽量化を諮る総合天井システム、J ライン工法，， " ALTS工法、は当柱狼自の

照明灯ユニットおよびアルミ製T/' ¥ーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材とー特化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にしだ多機能を誇っております。 (PAT. 6件)

沖 縄

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア号

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 第 29森 ピ ル

福 岡 市 悔 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 醤 6 号

仙 台 市 本 町2丁 目T番 8雪 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 霊 1111 1  9 番 他

干 530 電 信(06) 312- 4131('側

〒 105 電 信(03) 437- 3361附

干 812 電 E舌( 092) 291- 0459( 仰

〒451 電 信( 052) 522- 543邸側

干 980 ・E舌( 0222) 65- 656邸側

干 900 電 話(0988) 53- 685α 仰

奥 村 兵衛株式畠社 ii

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 盾 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピ Jレ5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 l ー 5 ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 似J 水 専 業 の 研 究 ・経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 の パ ー フ ェ ク ト な 防 水1Mです。

こ の 防 水 層 は ( 一層防水) 脇 工 す る だ け で 、 防 水 は 完 鐙 で す.

出 度 安 化 に やl' びがなく、柔軟性に富み、面t殿、耐薬品性に慣れ、! 尚触しません。

力 。 防 ム 帯 コーパータイト 新 工 法

ツJ 、一日7 K 帯、

t'J J  / J ' ・巾・ オクロン防水平再 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

祭器

奥山化工業株式舎社
本 社 東 京 節 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 ( 511 )  2103 

大阪事務所 大阪市旋川区東三国6- 1- 41 世話 06 (391 )  1081- 2  

崎玉官業所 崎玉県桶 川市東1- 6- 10 電惜 0481(14) 2845 - 6

厚木山娘所 神奈川県厚木市金田平副畑259 電話 0462 (21)  6092 

名古血出張所名古島市南区若車町33 11t儲 052 (811 )  3660  

九 州 出 娘 所 佐 賀 県 昔話r.i町 世話 0952 (41)  2945  

• • • • • •
• 

•. • •• • •• • • •• • •
• • •

• • 
•• •• 

• • • • • • 

大 島 応 用 化 学

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 開 和 ・ 冷 暖 房 股 備

設計 ・施工

給 排 水 ・ 衛 生 股 備

φ 2 5朝日Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電話 (302) 22 7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 i H

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災珂汚禁処毒設計地工

委株式
会 社

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸 341局 5 8  9  2  

電気・空間・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内r，z ;c戸綴 l T 悶10醤 17丹 〒550 -:t!:，!古 (441 )8231

* 社 東点都中央区銀座 2 了伺 2 番17号 〒104 電話 (535)5251 

支 社 大阪・東京・名古屠

支 庖 札帆 ・仙台・金沢・広島・傾間

営鍵所 新 潟 スー尽・岡山 高松・熊本

出張所 帯広 l ' I 森秋田・盛岡・前嶋・千葉・繍浜 ・静岡

富 山 福 井 ・ 盛 田 ・ 京 都 ・神戸 ・徳山 鹿 児 島 那 続

海外宣車 シン ヵ・ポー J レ

空気調和ｾｻ 廟

給 排水・ 衛 生 水道

電 気 設 備

厨 房

三 械 工 策

ム

環 境 衛 生 総 量 生

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北 浜 2 丁 目 2 2番 地 電話 大阪( 202) 代 表3071

本 府 東 京 日 比 谷 ・ 三 f冨 ピ ル

支 1苫 名古屋、福岡 、札映. 広島 、仙台、北陸

出 蝉 所 有町浜、 高怯 ‘ 鯵岡. 費回、岡山、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和般傭 ・その他管工事一切の般計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 図 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411附

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電隠 06べ443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 黛 所 仙 台 ・ 千 葉 ・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 強 所 福 井 ・ 倉 取 ・ 苫 小 牧
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空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備誌 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 期 総 書 社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 判 事 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬 殻 町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 関 和 ・ 衛 生 股 備 位 置 十 施 工

。

本

m

m
支

掠式会社
-
-

-・

晃 空 調

大阪市北 区 西 天 満 Ｓ 丁目 ＱＳ 番 ＲＰ 号ｾ Ｇｴ ｗ［ 06- 363- 1371 

東京都新宿[ .( 西新宿 祈街住友ビル TIL話 03- 344- 1911

大阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 得20号 屯，if. 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  屯"f，052- 581- 8571

広 烏 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22サ 1teu!i 0822- 47 - 4535  

福岡市中央 区 大名 Ｒ 丁目 Ｔ 醤 ＲＲｾ ・ 従 活 ＰＹＲＭＷＶ Ｑ Ｍ 3795 

仙台・償『兵 ・板井 ・京 郎・神戸 ・松江 ・高松 ・沖 縄
出 張 所

te1 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術で挑む一 一

海 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市南区瓦屋町 31昏了681在地 ( オートセ ンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  番

東 京 支 底 東京都千代田氏九段南 2 丁目2 番 5 号 ( 九段ピJレ8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$  新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号 (新大ピ Jレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東 京 総 中 央 区 日 本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 ・北 | 強 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

02要望。主業;捗ZR舎fさ
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⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

桝土及京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 トシ 20 電話( 06 ) 352- 35 0 H1j 

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593 )53ー 7431附

海 営 難 所 海 市 栄 町 2 ー 1 1  1  Ｑ 笹訴 ＨＰＵＹＲＩＲＶＭＳＶ ＱＰ ｾ Ｑｪ
滋 賀 嘗 黛 所 大 海 市 打 出 浜 13 - 15 ｾ包括 ＨＰＷＷＵＩ 22 - 97 ＳＸｾ ｴＩ＠
名 古 屋 省 察 所 名古屋市中川区百船町電話 ＨＰＵＲＩＳＶＳＭＰＶＸ Ｑ ｾ Ｑｪ

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 可ミ三/

第ーエ紫抹式会私

大阪支庖

大 阪 支 庖 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話

搬送機設備

設 計 施 工

@ 醤 暖 房m

da: .. ・......

⑫百途端言語さ32

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ， 司 : . :11 '1 :1

E- I I IODAIRコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

@平山互業株式会社

東 洋 熊 工 . 織 式 会 金 量 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事土 東 京 郡 中 央 区 京 僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支高著 名 古 屋 ・ 福 岡

大 阪 市 西 区 江 戸 港 1 - 22- 7 T E L (W l附 1994 ・( 4 0)附0331

空気鯛和・衛生陵情 大阪ガス指定エ恵会社

段針・. エ

ガスｾ備・ガス住宅設備 大阪ガスI i : 備後t I 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社 ⑫ 山 田 工 髄 繍 京 曾 紅
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設

禁

本社珪菅工事事車部 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  - 8  電話06(443)8161(大代世)

環境袋置事業部 太阪市淀川区三滞屋南 1 - 1  - 3 5 電!l; 06(308)1491(代 豊 )

車 京 宮 山 東京郎江班区亀戸 1- 8  - 4  Ｈ由臼 ピルＩ電Ａｾ 03(683)842 l ( 代世 )

名 古 屋 支 l苫 名古居市中区栄 2 - 16ー13(京極ピル) 電話052(202)∞77(代 音)

福 間 支 底 回附市博 F 区樽宴駅東2-4- 30(いわきピ ル) 電話092( 451)3456

重 所 京 郎 伸c; 姫 路 広 島 。高 松 松 山

活字のない印刷

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

⑨ 日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

神 田 都 義
お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 458) 3531番

支庖・営業所 福岡・京都・広島・天理・川西

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪商町7-5-30 _ 06 (606) 1111代

日本写樋セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル ーαお2 (26)  4371  

津山写幡セ ンヲー 干708 ;章山市大手町8番5号機範庖会館 官 ω6 8 2 (4 )  1771 

沖縄写僧セン 7 ー 干筑泊南風原村兼械 沖縄 印 刷 団 地 ，ω88 (55)  61∞ 

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S . L T D  

建築物商制自等造作工事、家具建具・室内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図 閥 二葉屋装備工業株式会社

( 創 業 大 王 7 年 )
取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 照 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( (あ )349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般 - 48) 第 12064号
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⑤ 

178 是曹邑 -== ム瓜・ ___b.  

l窃 竜 丸 保 ; t ¥ .

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  捌 H ピ ル

T E L  大 阪 06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 o 1 ( 代 }

京 m 市 右 舷 区 西 京 極1 1 ! ; 聖子国r 2  1  

T E  L 車l: s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 }

市 中 央 区 議 院 1 ー 1 4  - 8  

T  E  L  1M岡 ω 2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8  

電 気 股 備 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工電 気 設 備

車月

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電 気 ・言十装 工 事

ー逮

回I'X 

本

本草士省銀月時

耳UI S曾 難 所

英

大 阪 市北 区角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 313- 1101

支 広 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

岡九1福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高関矯五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 悦 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内・名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ヶ所

ヰ土

唐

ヨド

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

ネ土

ゐ

実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

中回
取 締 役 社 長

ネ士本

ト上

底

庖

-+.: 

支

支

営業所終 本
神 戸れ :t，;(j

&  

電気・計装・空調工事設計施工

�ｾ ト圏雲完工ＺＮＯ］Ｎ［ニアリレヲ崎武 Ｘｦｴ

総 合 般0・エ. < 殴量十・結行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 ・プラント .1十裟 ・空 間 ・土木・建事長

⑧ 太陽工藤工事警を

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E し 06- 364- 3056 (代)

東京 ・神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 礼 申 晃 ・ 苦 小 牧 浜 松 ・ 滋 貧

京都・ 高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

、昼ェ

1旦刀t
取締役社長

社

支 何

事 業 所

本

山

口

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151  (大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福 岡

四中本取 締 役 社 長

本土本

Board&Sl ate 

ｾ＠

現時

Standard 

フ タ パ 需 3阪

事業所

画 面 木 浸 入 .'J 落 防 止

耐製 品

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量 7J¥止付( 空葺 )瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

油

週

区

花

町

一

了

自

七

回

二

電

叫

制

五

O

六

五

一大 仏 瓦

大 仏 敷 ・ 貼 瓦

ー大 仏 タ イ ル

大 仏 古 代 タ イ ル

社 寺 数 奇 屋 用 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ ル

新 発 売 ー古 代 土 器 開 高 温 〆 タイル
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回

京 都 市 東 山 区 今 問 肝 大 仏 抽 出 町 9 の 9 075( 5. 1 ) 33<4 ( 代 }

東 京 師 斬 宿 区 西 早 縮 田 3 丁目 2 3 . 8 ' 予 03 ( 202 )7801 ( 代 }

早 li官 回 セ 〆 ト ラ ル ビ ル 1 F  

京 都 市 木 山 崎 訓戸

恩
，、.

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 食ビル 7 時 )

電 話 (361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 精 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 科 I ｬ ｾ 原 堺 ・ 福 山

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空調工事股置十施工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺・ 千 葉 ・ 字 都 宮

両す

株 式 会 社

喝p

. : 芳

同 百貨応 用下

島

町

種

ガラス製品卸問屋

各;j 、、ソ
酸

陶器、

セ卜モノのデノぐー卜

喝ヨこ
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タ イ ル 工 事 施 工

⑪ 淀 川 滞 京 零 歳 庖

ヨ事 祉 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 靭 本町 パス 停 前 )

. 話 大 阪 06( 532)代 0461 .." 550 

建段省総定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3 骨

ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3 骨

エ パ ー サ ン ド 基 材 開 等 o0  0  4 骨

社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電 話 ( 06 )702- 7814 - 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 . i I i 絵 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

吾1・B E E . 3 1 d  

株式会社J l l Jl I商 庖

大 阪営 難 所 干 5 3 1 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 ー 1 - 1  6  

T E L  0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

本 社 干 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 禍 2 - 0 ー 1

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3 0 1 f¥: 

東 京 営 雛 所 〒 1 5 0 東 京 錦 渋 谷 区 松 潟 2 - 1 8 - 2

T E L  0 3 - 4 6 5 - 8  6 1 1 代

ヰL幌 出 強所 干0 6 4 札幌市中央区南十四条西B 行啓ゲラ y ドハイツ9 0 5号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

訓《サンケークロス

川 島 株 式 令 枇

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本編 小 f云嶋田T l - 40 T E  L ( 03) 663- 3371  

大 阪 支 底 大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 14 - 14 T  E  L ( 06) 702- 8102 

支 唐 名 古 屋 ( 052) 932- 1381 札 帆 ( 011 ) 741 - 3721  

広 島 ( 0822 ) 93- 4676

I@ 
1( 1/ ツ 壁 装 材

光 建 産 業 株 式 会 社

本 社 干141 東 京 飾 品 川 区西五反庇12- 34- 4 T E L  03- 492ー 7341

東 京支 庖 〒 143 東 京 郎 大 田 区 平和 尚 6 - 1 ー 1 T E L  03ー 767- 3411

物 流 ピJ レA 倒! AE5- 1

大 阪 支 庖 〒 538 大阪市鶴見区茨! 日大宮町301- 1 T E L  06- 913- 1031  

別注壁紙 ( クロス ) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社

〒550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 - 1 8

T E L .  ( 0 6 ) 5 8 1 - 7 4 6 1  ｾＵ＠

ｅ ＺｉＮｾ唖 ｅ 司 匡 膏彊冨軍軍ｾ (壁 用 ・ 床 用)

E語:I."'t・E 祖・・・・四・・・s・

E理事現E 司. . .  司園田・置

( ボード類直貼り接着材)

(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 干530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 4 - 1 7  

関 西 営業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支l吉

大 阪 市 東 区 高 閲 僑 2 丁目 9 野 村 ビル 5階 電 話 大阪 ( 202) 4905 

きらった ( 誕生) 一

〔アースウェイブカーテン〕

: ラグジュアリーカーペット】1

回 日本フェア ト ン 刷 会社

干540・大阪市東区鎗屋町1丁目34番地 ・ヤリヤマチピル

T  E  L 侃 (943) 6  4  81  (代)

更 に 充 実 の

**- ' 7D X 1 5集 新 発売.ゲ

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御 一 報 下 さ い

で主君定額館田喜佳大阪支店

悶ヨコ
〒564 吹 田 市 広 芝 田T 13  - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代)

本社・ 壁 装 館 〒 160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2 - 8 - 1

T  E  L 03 ( 354 )  2  6 4  1  ( 代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完 成 /

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

株式会社ブフ工テキスタイJl ノ大阪支庖

干541 大阪市東区平里子町 3 - 6 - 1

平 野 田I センチュ リー ピ ル 1 F  

特殊壁装材製造販売 和室に最適

襲 婆 慰 紐 ・ ホ ヴ ソ ノ ン (無機質壁紙)

悶( 動向型902
T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工場 干 580 大阪府松原市三宅町1222番地

第一 〒639- ]] 奈良県大和郡山市小泉町2744

第二 干597 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0 1
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ン タ ー ・リンググリノレ⑮シャッタ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ ター ・

40 ・ピーアッフ・⑮シャ y タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

アフタ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大阪市東区両待問 f l - 12 日生ピル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東京 ・償 浜 ・盛岡・郡山 ・水戸 ・i兵怯 ・岡崎 ・名古屋 ・富山 ・大 津 ・京都・身' 1- ・神戸 ・広鳥・福岡他全国主要都市

晴ZZ3EE耳目

昭 和 55年

N O. 3 4句

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修 .

1月号の内容

定 価

￥7 8 0  

. P C 集 合 住 宅 の 縦 目 地 補修・・・ ・・・・ ・ ... ... .. 日野三郎

・ yゲ ラ ス ブ ロ ッ ク の 破 煩 を 防 ぐ た め に ・ ・・・・ ・・・・斎藤 博

- バ イ オ ハ ザ ー ド 施 設 の 紹 介 ・ ・・・・ 一. . . . . . . . . .一・・ 内山 満

- 建 築 の 安 全 を 支 え る も の . . . .... ... .. . ・…・・…・ ・吉田克之

- 住 宅 平 面 型 の把 握 評価. . . . . . .. .. ... . .... . . .・・ ・・・・延議安弘

・ 構造 覚 え 書 ( 新連載) … … … ・ … … … … … ・・堀井昌↑ 尊

建 築 経 済 統 計図 表 ・フォ トニュー ス ・ トピ ッ クス ・建 築 家

の 良 識 ・読 者 コ ー ナ ー ・海 外 の 話 姐 ・建 材の 動 向 そ の 他

直接購読ご希望の場合年間予約金 ￥ 9 ，3 6 0 ( 送料共)

全 国 書 庖 1 8 日一 斉 発 売 / 故 寄 り の 書 底 に ご 注 文 下 さ い

22 ・ 担 体 生 産 技 術 の 向 上 を め さr して( No.296) ・ 特 価 ￥ 780

集 ・ 建 築 と 接 合 (No.299) ・ 一…・・ 0 ・…・ 特 価 ￥ 1，3 0 0

号 ・ 住 宅 部 品 シ ス テ ム の 普 及 ( 地303) 特 価 ￥ 1，4 0 0

全 ・ 工 事 環 境 と 技 術 対 策 { 地324) ・.... . . .・ 特 価 ￥ 1，0 0 0

… ー

己 ・ 住 宅 の 遮 音 (No.328) ・. "1" ...... ・・ ・・… ・… 特 価 ￥ 1，0 0 0

|建 |築 |技| 術lの |出 |版 |案 |内 l

専 門 技 術 者 の た め の

建 築 構 造 問 題 快 答集 責 同 編 集部 編

A  5 半IJ ・430頁 ・￥ 3 ，800(送 料￥ 200)

自 と 手 で 確 か め た 水 と 土 の 記録

最 新 場 所 打 ち く い 工 法 北 中 克 己 著

A  5 判 ・325頁・￥ 3 ，500(送 料 ￥200)

設 計 者 と 現 場 マ ン の た め の

溶 接 読 本
井 上 博著

B  5 変 型 判 ・149頁 ・￥ 2 ，900 (送 料 ￥200)

納 まり やすく施工しやすい配筋の指導書

配 筋 社 本
毘方 的t ｾ・ 井 上 博 ・1ヒ 小 路 宏 共 著

B  5 変型半IJ ・162頁 ・￥3 ，200(送 料￥ 200)

生 活 環 境 造 り に 好 個 の 設 計 資 料

住 宅 団 地 の 造 園 施 設 ;中 中 健 著

B  5 判 ・114頁・￥ 1，600(送 料 ￥ 200)

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の 技 術 資 料

住 宅 団 地 の 土 木 設 計 小 池 正 次 著

B  5 判・ 113頁・ ￥ 1，600(送 料 ￥ 200)

1包蔵1一一 [:111…I有 限 会 社 建 築 技 術 I

h:  振替口座東京[ i I I げ番宮東京ｬｴｉｬｄＮｭｮｾ代Ｉ I  



設備合理化に貢献する

ミ話。u: ユトヨ山コ。

S K- l 00S標 準 型

S K型 I層式( 桝) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 周

・実 用 新 案 特許 第1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

し ま す 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・ 受 力 ゴ ・ ス ラ イ ド ヰ反 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ トにな っ て い ま す の で 突 貫工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 イ 寸 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 澄 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 婦 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お l苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 て・す。

弊 社は日 本 で 初 め て グ リ ー ス トラ ッ プ の 規 格化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を I頁き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 械 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発 / 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル/ 新宿センターヒ. ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル / 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル / 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品 目 〉

S K式グリース トラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・製 作 ・販 売

※ 力 タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報T さ い 。一一一一一一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営纂所/ 〒532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) 台 06 ( 304)  5481仰

本 社/ 〒 130 東 京都 豊 田区 東 駒 形4- 6- 9(和幸ピル)
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民 品1Z127t l EI レヲ J l J 9J l

錆びない. ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

'  
波 板規 格 S 小 波 ・S 大 波 ・V 波・ボ ッ ク ス 波 . Wジ ャ ン ポ 波 ・V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ボ 波 ・其の他
、

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置 〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

盛市 IJ I ! J ' l J乱暴9J l 製造掠式会祖

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭和 南通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 包 括 大 阪 ( 06)412 - 5 131 ( 代)

営 業 本 部 干660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06)488ー 1081 ( 代)

支 后 及 工場 大 阪 ・九州| ・名古屋・広島・ 東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建材 工 業 株 )

東 京 本 社 及 工 場 干335 蕨 市 塚 越 5 了 目 6 番 32 Ｍ ｾ号電話蕨 Ｈ ＰＴＸＴ Ｉ ＴＲ ＭＳ ＱＱ ＵＨ 代Ｉ

支 庖 及 工 場 東 北

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l簡に芯ヨ，. ，h

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

ヘl

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

三副偏重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j五日

⑧(T51警警告恩)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2-12-14 '2l" 078(922) 0007(代)

高槻営業所干 569 高槻市宮田町 2- 1  -29 公 0726(96) 2889

中国営業所〒 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

密 08202(2) 5211 
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可とう継手、

そして舎、

H自利40年、 EI 木住宅公団の市街地一再

開発により幕開けた高層住宅11寺代。

長谷川鋳工所は、 EI- z ! 又てや初めての排

ｊｊＧＨｾｩ 副 ｉｊ 可とう継手 ー ワンマン継子てやこ

れに対応、その完艶な機能で絶賛を浴

びてまいりました。この多くの実績 ・経験

をベースに、 t35斉'1生・作業性な ど、数々 の

ニース。に応えて今、新可とう継手〈ワン

マン B ) の誕生です。

・画期的な価格ダウンノ

・作業を大巾スピードアップノ

・抜群の可とう性能ノ

・安心できる実績と信頼性ノ

・防錆効果に優れた ⑪ コ ー ト 採 用 /

⑪ 部 長 谷 川 鋳3: P斤

本 社/ 東京都千代田区神田淡路町 1- 2 fi (03)255-405I f代)

大阪営業所公 (06)315 8900間 / 横浜営業所合 (0467)78 3235 

工場 公 (0482)22 5175附

15隼。

( ⑪は信頼のフ守ランド|
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歩行用屋上防水一外側断熱防水 / UD工法
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まず、外fHリl折 熱 防 木 / U D 工 法 の 特 長。・ スラブの温度

1 i J ¥米で常識化されている外側11断 熱 工 法。 1-17.本|ド主でで、も! 問刊 J

Jルレ一フインクが採用して、j 寸す『でで、(にこ l叩Of作|ドミ以上k、経過しました。 変 化が小さくなるので、ひひわれや動きが少なくなり 、スラ

ブに接続する壁や己主への応力も緩和され中為造的にも安定

最近、省エネルギー、生活環境の向 九 建物の耐久y . .j: な

する0 ・|刈 :'f ll結 詑 を 防止する 。・防本層は熱的に安定す

どの J打点からこの工法への理解がようやく深ま ってきま

るとともに直接、外的影特を受けないので而;t久性が増す。

う。今

した。Il 本ですトイHI日新熱が常識化される11も近いでし

- 外 力 による機械的損傷を直接うけ

回 の T口/ 1mロ Techn;cal  ｒ ･ｰｯ け では、外 ｦｈＱＱ 断Ｚｾ［ｾ防木Ｏ U D  

ない0 ・内 部の 直仕上げが容易である。

強力アスターU は、強力 アスロンU とと

工法にスポ y トをあて、その i 1:棟をご紹介し てゆきます。

断熱防水仕様

PCR. S200 もに* 丙アスttH:/=t i J 様の中械材とし

て開発された不織布ルーフイング。良

TTなアスフアルトがたっぷりと含 i受被

覆されています。従って 防 ぷ 性 能 は 抜

生かしながら工期 短縮納まかられま

群 。 従来のメンブレン工法の機能を

す。建 築 構 造 の 多 機化 に対応、し、工

事省力化への移行を行った理想的な

不織布ルーフィング、強力アスターU。

ロ アスフアルト

フェル 卜敷き

Il] R8ボー ド30mm品

目アスヲイ 卜1.5切

り回強力アスヲー U

回 アスヲイト 1.2kg

日強力アスヲー U

アスヲイ卜 1.5k'}

図 ギルスポ y 卜
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その性向Eはス卜レ y チルーフイングの

JI S 規格を超えてしぜす。・悶IJ 性が高

ポリスチレンフォームの 干寺子朱 ly iで す 。

U D工法では、断熱材自体が雨ノドの

く繰り返し応力に耐える。・腐 朽 変 fq

両 面 に は ス キ ン 層 がつ い て い ま す。

[1及 7}:: 性が少なく［ｾｾ響をうけるため 、
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するおそれがなく長期間の防木効果

そ の 主 な 特 長 は

し か も 熱 絶 縁 の 高 い 断 熱材 が 要 求

を{ 呆吉正する 0 ・f止bTLでももろくならす、
. 11及ノj，が少

- 断熱効果が大きし、 。

されます。この 目的 にそって 開発され

寒 冷地 の防水にも好適。・形 状 が 変

- 機中城
- 透湿抵抗が布し、 。

なし、 。

たのがRBホードです 。RBボード の 素

化せず安定 した防水屑を形成す る。

ロ

員宙議.. 1= 

3 0 mm晶

ロ日

(1句強度が大 きい 。

材は気泡サイズをより 小 さくした硬 Ff

固

断 熱 防 水 仕 犠 PCR- 5200

四 回
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このほかｾ・ｬｬｬｉＱｉＡｊＮｂＡｩｬがあります の 圃

以 下 の チ ェッ ク ポ イ ン ト を 参 照 に

断熱防水計画をお・考え ください 0

・下地 〈下地ごしらえ> < 下地の種

類> < ドレイン> < 勾配> < 排水〉

・防水押え 〈伸縮目地> < 立上り押え〉

言宇和Hは 「 ア ス フ ア ル ト 防 水 ， 1士中長

1ト」をご覧ください 。

なお、このf士機 JFは、ご希望の方

に差し上げています 。企画係宛へ

お申し込みください 。

〈防水 層 保護材> < 押えコンクリート〉

・納 ま り 〈立上りの高さ> < パラペ

ット> < 笠木> < 手摺〉

・断 熱 性 能

・仕 様 の 選 定 〈基本的条件〉

定
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東西アスフアルト事業協同組合

田島ルーフィンケ株式会社

大阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 10- 5 電話 (06) 443- 0431  

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 ー 13 電話 ( 03) 862- 8531

札 幌 ( 011 ) 221 - 4014 広 島 ( 0822) 4 6 - 8625  

仙 台 ( 0222) 61 - 3628 高 松 ( 0878) 34- 5362

名 古 屋 ( 052) 562ー 0501 福 岡 ( 092) 712ー 0800
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